
(321)

一

は
じ
め
に

産
業
地
域
事
業
団

(

Ｉ
Ａ
Ｆ)

は
、
米
国
シ
カ
ゴ
の
工
業
地
域
に
住
む
貧
し
い
民
衆
を
組
織
化
す
る
た
め
に
、
ソ
ー
ル
・
ア
リ
ン

ス
キ
ー

(

一
九
〇
九－

一
九
七
二)

ら
が
一
九
三
九
年
に
結
成
し
た
バ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ザ
・
ヤ
ー
ズ
近
隣
地
区
会
議

(

Ｂ
Ｙ
Ｎ
Ｃ)

を
発
展
的
に
継
承
す
る
形
で
、
一
九
四
〇
年
に
創
設
さ
れ
た

(

�)

。
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
工
場
街
の
地
域
社
会
に
お
い
て
、
教
会
や
労
働
組
合
の

指
導
者
を
中
心
に
民
衆
の
組
織
化
を
推
し
進
め
、
産
業
都
市
に
民
主
的
な
生
活
様
式
を
根
づ
か
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

Ｂ
Ｙ
Ｎ
Ｃ
を
中
心
に
活
動
し
て
き
た
ア
リ
ン
ス
キ
ー
は
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
組
織
の
一
つ
と
し
て
サ
ウ
ス
サ
イ
ド
の
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ン
地
区
に
、

一
九
六
〇
年
に
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ン
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

(

Ｔ
Ｗ
Ｏ)
を
結
成
し
た
。
同
組
織
は
、
黒
人
低
所
得
者
地
域
で
公
立
小

学
校
二
校
に
対
す
る
地
元
統
制
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
彼
ら
の
言
を
軽
視
す
る
教
員
ら
に
転
勤
を
求
め
た
こ
と
が
教
育
専
門
職

体
制
の
反
発
を
買
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
組
織
は
二
年
余
り
で
行
き
詰
っ
た

(

�)

。
し
か
し
、
Ｔ
Ｗ
Ｏ
は
、
黒
人
の
間
に
お
け
る
最
も
重
要
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潤
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な
社
会
的
試
み
、
特
に
学
校
改
革
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
、
人
種
問
題
へ
の
対
応
の
一
つ
の
あ
り
方
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

Ｔ
Ｗ
Ｏ
の
評
判
を
受
け
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
シ
カ
ゴ
以
外
に
も
カ
ン
ザ
ス
シ
テ
ィ

(

ミ
ズ
ー
リ
州)

、
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー

(

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州)
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

(

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州)

の
黒
人
地
区
に
、
そ
れ
ぞ
れ
統
一
行
動
協
会

(

Ｃ
Ｕ
Ａ)

、
Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ

(
F

re
e

d
o

m
,

In
te

g
ratio

n
,

G
o

d
,

H
o

n
o

r,
T

o
d

ay)

、
Ｂ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｄ

(
B

u
ild

U
n

ity
,

In
d
e

p
e

n
d
e

n
ce

,
L

ib
e

rty
,

an
d

D
ig

n
ity)

を
設

立
し
た

(

�)

。

ア
リ
ン
ス
キ
ー
は
、
一
九
七
二
年
に
心
臓
麻
痺
で
死
去
す
る
。
彼
は
、
民
衆
組
織
化
の
運
動
が
直
面
す
る
困
難
を
前
に
し
、
組
織

は
、｢

地
域
を
基
盤
と
す
る
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
全
国
的
な
パ
ワ
ー
を
必
要
と
す
る

(

�)｣

と
の
認
識
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
Ｔ
Ｗ
Ｏ
や
Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
は
、
地
元
組
織
、
特
に
教
会
指
導
者
へ
の
依
存
か
ら
十
分
に
脱
し
切
れ
な
か
っ
た
。
Ｔ
Ｗ
Ｏ
は
、
学

校
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
費
用
の
調
達
な
ど
で
教
育
委
員
会
や
シ
カ
ゴ
大
学
と
連
携
す
る
な
か
で
、
結
局
は
草
の
根
参
加
的
な
性
格
を

失
う
こ
と
に
な
っ
た

(

�)

。
ま
た
Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
は
、
経
済
開
発
と
行
政
運
営
の
一
端
を
担
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
初
め
に
内
紛
で
瓦
解

し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
組
織
が
短
命
で
あ
っ
た
理
由
の
一
端
は
、
狭
い
地
理
的
範
囲
で
の
組
織
外
勢
力
へ
の
依
存
が
、
ア
リ
ン
ス
キ
ー

の
都
市
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
活
動
ス
タ
イ
ル
に
地
元
偏
狭
的
、
教
区
的
で
民
族
主
義
的
な
性
質
を
帯
び
さ
せ
た
こ
と
に
あ
っ
た

(

�)

。

本
稿
が
主
た
る
対
象
と
す
る
米
南
西
部
・
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
テ
キ
サ
ス
州
内
に
十
一
の
傘
下
組
織
を
有
し
、
特
に
エ
ル
ネ
ス

ト
・
コ
ル
テ
ス

(

一
九
四
三－

)

の
指
導
に
よ
っ
て
活
動
幅
を
広
げ
た
。
コ
ル
テ
ス
ら
は
、
州
大
に
広
が
る
刷
新
的
な
労
働
訓
練
雇

用
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

(
Q

u
ality

E
m

p
lo

y
m

e
n

t
th

ro
u

g
h

S
k

ills
T

rain
in

g

、
一
九
九
二
年
に
設
立
さ

れ
た
技
術
訓
練
に
よ
る
良
質
な
雇
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
一
九
九
五
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
か
ら

In
n

o
v

atio
n

in
A

m
e

rican

G
o

v
e

rn
m

e
n

t
A

w
ard

を
受
賞)

や
一
〇
〇
以
上
の
学
校
が
参
加
す
る
学
校
改
革
モ
デ
ル
で
あ
る
提
携
学
校

(

Ａ
Ｓ)

教
育
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
な
ど
を
創
設
し
、
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、｢

進
歩
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
宗
教
関
与
と
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
で
の
政
治
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的
組
織
化｣

の
モ
デ
ル
と
し
て
の
評
判
を
高
め
た

(

�)

。

本
稿
は
、
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
、
な
か
ん
ず
く
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
市
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
て
き
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
推
進
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
会

(
C

o
m

m
u

n
itie

s
O

rg
an

ize
d

fo
r

P
u

b
lic

S
e

rv
ice：

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ)

を

｢

信
仰
に
基
づ
く
組
織
化｣

の
ザ
・
モ
デ
ル
と

し
て
検
討
し
、
そ
の
奏
功
の
要
因
を

｢

学
び
の
共
同
体｣

が
生
み
出
す
民
衆
の
市
民
的
能
力
の
育
ち
と
、
近
隣
社
会
・
教
会
・
家
族

な
ど
の
社
会
基
盤
の
編
み
直
し
の
上
に
展
開
さ
れ
る
政
治
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
側
面
に
も
光
を
当
て
、
地
域
に
お
け
る

｢

哲
学

す
る
市
民｣

に
よ
る

｢
自
発
す
る
民
主
主
義｣

創
出
の
条
件
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
化
の
社
会
基
盤

(

一)

テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
展
開

�

ア
リ
ン
ス
キ
ー
以
後
の
Ｉ
Ａ
Ｆ

｢

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
化
の
容
赦
な
き
ヒ
ー
ロ
ー

(

�)｣

と
評
さ
れ
た
Ｉ
Ａ
Ｆ
全
国
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
エ
ド
ワ
ー
ズ
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス

(

一
九
三
〇－

二
〇
一
五)

に
と
っ
て
、
一
九
六
〇
年
代
の
激
し
い
社
会
運
動
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の

｢

穏
健
派
と
保
守
派
を
惹
き

つ
け
る｣

こ
と
が
難
し
く
、
国
民
の
大
半
に
と
っ
て
も
そ
れ
は
、｢

単
一
争
点
の
実
現
だ
け
を
目
指
し
、
ア
メ
リ
カ
の
多
様
な
伝
統

を
踏
み
に
じ
る
も
の

(

�)｣

と
映
っ
た
。
そ
の
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
、
社
会
運
動
と
組
織
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

運
動
は
、
カ
リ
ス
マ
的
リ
ー
ダ
ー
、
他
人
の
お
金
、
無
差
別
な
人
の
補
充
、
素
人
の
献
身
、｢

霊
感
、
イ
メ
ー
ジ
、
意
識
高
揚｣

に
頼
ろ
う
と
す
る
。
組
織

(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織)

は
、
会
費
、
集
団
指
導
、
軍
隊
の
よ
う
な
規
則
正
し
さ
、
体
系
的
な
日
課
、

プ
ロ
意
識
、
勝
つ
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
の
上
に
作
ら
れ
る
。
運
動
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
で
あ
る
。
ア
リ
ン
ス
キ
ー
的
な
組
織

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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モ
デ
ル
で
は
、
人
々
は
自
己
利
益
の
実
現
を
求
め
て
民
主
的
に
動
く
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
関
係
な
い

(

�)

。

チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
こ
の
よ
う
に
考
え
る
も
、
ア
リ
ン
ス
キ
ー
的
な
組
織
化
手
法
や
使
用
言
説
が
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
社
会
・
経

済
状
況
が
貧
困
層
を
襲
う
と
予
想
さ
れ
る
新
た
な
緊
張
や
ス
ト
レ
ス
に
対
応
し
う
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
の

激
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
時
代
、
ア
リ
ン
ス
キ
ー
に
と
っ
て
の

｢

政
治｣

は
、｢

善
を
成
す
こ
と

(
d

o
in

g
g

o
o

d)｣

で
も

｢

正

し
く
あ
る
こ
と

(
b
e

in
g

rig
h

t)｣

で
も
な
か
っ
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
彼
は
、
未
組
織
の
民
衆
の
自
己
利
益
を

｢

不
満
の
古
傷
を

擦
り
む
け
る
ほ
ど
こ
す
る｣
が
ご
と
く
忍
耐
強
く
組
織
化
を
行
い
、
政
治
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

｢

政
治｣

観
は
、
短
期
的
な
運
動
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
と
っ
て
は
有
効
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
中
長
期
的
な
組
織
の
維
持
と
い
っ
た

点
か
ら
は
問
題
が
多
か
っ
た

(

�)

。

チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
、
こ
う
し
た
ア
リ
ン
ス
キ
ー
的
限
界
を
、
組
織
化
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
家
族
や
近
隣
教
会
と
い
っ
た
社
会
基
盤
か

ら
引
き
出
す
民
衆
組
織
を
創
出
す
る
こ
と
で
克
服
し
よ
う
と
し
た
。
民
衆
の
市
民
的
参
加
を
、
家
族
と
い
っ
た

｢

私
的｣

領
域
と
宗

教
を
実
践
的
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
の
考
え
は
、
一
九
七
八
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た

『

家
族
と
会
衆
の
た
め
の
組
織

化』

に
要
約
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
手
引
書
と
な
っ
た
こ
の
文
書
は
、｢

宗
教

的
価
値
と
自
己
利
益
志
向
の
政
治
活
動
の
結
合｣

、『

聖
書』
が
示
す

｢

力
と
愛
の
精
神
、
自
己
抑
制｣

を
強
調
し
て
お
り
、｢

孤
独

の
中
で
は
家
族
と
会
衆
は
何
の
力
も
機
会
も
持
ち
え
な
い｣

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織
化
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
新
た
な｢

組
織
化
の
神
学｣

は
、
人
種
や
階
級
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
差
異
に
こ
だ
わ
る｢

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ

ク
ス｣

と
は
異
な
り
、
リ
ア
ル
な
経
済
的
危
機
の
中
で
苦
闘
す
る
家
族
や
若
者
の
基
本
的
な
生
き
る
と
い
う
権
利
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、
ア
メ
リ
カ
人
の
社
会
的
・
精
神
的
生
活
を
豊
か
に
し
て
き
た
中
間
共
同
体
に
光
を
当
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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新
生
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
こ
う
し
た
考
え
の
上
に
中
間
共
同
体
と
し
て
の
組
織
を
で
き
る
だ
け
幅
広
く
、
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
せ
よ

う
と
い
う
点
か
ら
い
く
つ
か
の
工
夫
を
図
っ
た
。
中
央
は
、
地
方
支
部
と
一
定
の
契
約
を
結
び
、
地
方
と
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

の
関
係
の
互
酬
化
を
図
り
、
財
政
的
に
も
健
全
さ
を
維
持
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
中
央
と
地
方
の
こ
う
し
た
関
係
は
、
Ｉ
Ａ
Ｆ

の
幅
広
の
原
則
を
地
方
支
部
が
守
る
と
い
う
安
心
感
を
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
に
与
え
た
。
こ
う
し
て
、｢

よ
り
大
き
な
Ｉ
Ａ
Ｆ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
関
係
し
て
い
る
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
継
続
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
元
リ
ー
ダ
ー
の
展
望
を
広
げ
、
行
動

へ
の
能
力
を
増
大

(

�)｣
さ
せ
、
ア
リ
ン
ス
キ
ー
の
組
織
論
的
な
限
界
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

�

公
共
サ
ー
ビ
ス
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会

(

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ)

公
共
サ
ー
ビ
ス
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会

(

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ)

と
は
、
ア
リ
ン
ス
キ
ー
の
死
後
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
コ
ル
テ
ス
を
中
心
に

テ
キ
サ
ス
州
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
で
創
設
さ
れ
た
米
南
西
部
・
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
を
代
表
す
る
組
織
で
あ
る
。
南
西
部
は
、
ニ
ュ
ー
メ

キ
シ
コ
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
テ
キ
サ
ス
、
コ
ロ
ラ
ド
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
五
州
か
ら
成
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
地
域
の
大
半
の
市
や
町

に
は
大
小
の
バ
リ
オ

(
b

arrio：
｢

小
さ
な
メ
キ
シ
コ｣

と
も
呼
ば
れ
るn

e
ig

h
b

o
rh

o
o

d

の
こ
と)

が
点
在
し
て
い
る
。
特
に
テ
キ

サ
ス
州
に
は
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
が
今
に
至
る
ま
で
数
多
く
住
ん
で
い
る

(

�)

。

コ
ル
テ
ス
は
、
一
九
六
六
年
に
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
で
最
初
の
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
活
動
を
成
功
さ
せ

た
が
、
期
待
し
た
白
人
進
歩
派
と
の
連
携
が
、
人
種
差
別
主
義
者
の
嫌
が
ら
せ
に
よ
っ
て
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
苦
い
経
験
を
持
つ
。

南
西
部
全
体
に
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
公
共
セ
ク
タ
ー
に
食
い
込
む
ご
く
一
部
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
を
除
い
て
大
半
の
人
々
は
、
低

賃
金
労
働
予
備
軍
と
し
て
、
社
会
的
・
経
済
的
に
周
辺
化
さ
れ
て
お
り
、
失
業
状
態
に
あ
る
黒
人
と
大
差
は
な
か
っ
た

(

�)

。
サ
ン
ア
ン

ト
ニ
オ
は
、
一
九
五
〇
年
代
、
白
人
と
金
持
ち
の

｢

良
き
統
治
連
盟｣

が
牛
耳
っ
て
い
た
都
市
で
、
地
元
の
役
所
や
ビ
ジ
ネ
ス
界
は
、

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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コ
ル
テ
ス
ら
の
草
の
根
活
動
主
義
に
対
し
て
露
骨
な
警
戒
感
を
も
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
リ
ア
ル
な
経
験
へ
の
反
省
も
あ
っ
て
コ
ル
テ
ス
は
、
ア
リ
ン
ス
キ
ー
・
モ
デ
ル
に
依
拠
し
つ
つ
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
活
動
に
力
を
入
れ
る
べ
く
、
一
九
七
三
年
に
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
に
本
格
的
に
入
り
、
貧
し
い
彼
ら
に

｢

声｣

を
与

え
る
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
過
程
で
カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
や
市
井
の
リ
ー
ダ
ー
を
巻
き
込
ん
で
結
成
し
た
の
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｓ
で
あ
っ
た
。

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
で
は
一
九
七
七
年
に
人
種
的
不
均
衡
を
是
正
す
べ
く
、
市
会
議
員
選
挙
を
小
選
挙
区
制
へ
と
改
革
す
る
選
挙
制

度
改
革
が
議
事
日
程
に
上
り
、
住
民
投
票
に
付
さ
れ
た
。
白
人
が
反
対
す
る
な
か
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
票
が
住
民
投
票
を
勝
利
に
導
き
、
そ

の
結
果
、
新
選
挙
制
度
下
で
実
施
さ
れ
た
同
年
四
月
の
市
議
会
選
挙
で
五
名
の
メ
キ
シ
コ
系
、
一
名
の
黒
人
が
当
選
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｓ
は
、｢

ア
リ
ン
ス
キ
ー
の
非
党
派
的
戦
略
を
維
持
し
つ
つ
、
公
選
公
職
者
に
は
、
そ
の
投
票
基
盤
を
通
じ
て
影
響
を
及
ぼ
し

(

�)｣

、
サ

ン
ア
ン
ト
ニ
オ
の
白
人
エ
リ
ー
ト
が
牛
耳
る
支
配
構
造
に
風
穴
を
開
け
た
の
で
あ
る
。

選
挙
へ
の
影
響
力
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
を
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
に
お
い
て
無
視
で
き
な
い
存
在
に
押
し
上
げ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
成
果
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。(
１)
同
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
総
括
補
助
金

(

Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｇ)

プ
ロ
グ
ラ
ム
補
助

金
の
獲
得
、(

２)
｢

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン｣

の
意
味
を
持
つ
立
ち
会
い
演
説
会
の
制
度
化
、(

３)

市
債
を
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｓ
が
市
役
所
と
の
連
携
を
行
う
た
め
の
資
金
源
に
し
た
点
、(

４)

貧
困
者
居
住
地
区
へ
の
住
宅
・
保
健
所
な
ど
の
大
衆
的
公
共

財
の
主
要
供
給
者
と
な
っ
た
点

(

例
え
ば
、
そ
の
財
源
と
し
て
一
九
九
四
年
に
は
十
億
ド
ル
の
資
金
を
集
め
た)

。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
は
、
土
地
開
発
業
者
と
距
離
を
置
き
つ
つ
、
実
際
的
な
政
治
へ
の
関
わ
り
を
強
め
、
で
き
る
限
り
市
当
局
と
の
連
携
を

密
に
し
た
。
他
方
で
、
支
配
的
権
力
へ
の
ア
ク
セ
ス
政
治
に
よ
る

｢

抱
込
み
政
治｣

に
も
最
大
限
の
注
意
を
払
い
、｢

長
年
無
視
さ

れ
て
き
た
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
住
民
の
要
求
を
議
題
設
定
す
る
力

(

�)｣

を
獲
得
・
維
持
す
る
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
だ
が
そ
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う
で
あ
っ
て
も
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
住
民
だ
け
に
資
す
る
利
益
の
拡
大
を
目
指
し
は
し
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
慎
重
な
姿
勢
の
背
後

に
は
、
シ
カ
ゴ
の
Ｔ
Ｗ
Ｏ
や
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
の
Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
が
、
狭
い
、
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
基
盤
に
地
元
の
経
済
開
発

に
活
動
の
力
点
を
移
し
た
矢
先
に
、
民
衆
活
動
家
的
ス
タ
イ
ル
を
弱
め
、
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
協
会
が
そ
の
機
能
を
果
た
し

え
な
か
っ
た
ア
リ
ン
ス
キ
ー
時
代
の
苦
い
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

�

大
都
市
圏
組
織

(
Ｔ
Ｍ
Ｏ)

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

(

テ
キ
サ
ス
州)

中
心
部
の
社
会
基
盤
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
経
済
的
な
構
造
改
革
や
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
郊
外
化

に
よ
っ
て
脆
弱
化
の
一
途
に
あ
っ
た
。
明
確
な
近
隣
住
区
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
地
域
の
教
会
の
力
も
弱
か
っ
た
。
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
系
住
民
の
ま
と
ま
り
は
悪
く
、
黒
人
の
支
配
権
力
へ
の
接
近
も
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
両
者
が
置
か
れ

て
い
る
政
治
的
地
位
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、｢

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
は
、
南
部
・
南
西
部
テ
キ
サ
ス
の
大
半
で
多
数
派
を
形
成｣

し
、

｢

黒
人
と
は
違
っ
て
人
口
的
に
は
塊
が
見
ら
れ
た

(
�)｣
。
こ
う
し
た
事
情
も
手
伝
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
を
中
心
に
、

市
内
に
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
支
部
を
作
る
の
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
が
、
実
現
へ
の
社
会
的
・
経
済
的
環
境
は
十
分
整
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
か
っ

た
。居

住
組
織
の
活
動
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
利
益
を
図
る
、
と
考
え
る
コ
ル
テ
ス
ら
Ｉ
Ａ
Ｆ
幹
部
に
と
っ
て
は
、
地
域
社
会
に
し
っ

か
り
と
し
た
社
会
基
盤
を
創
出
す
る
こ
と
が
最
優
先
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
う
考
え
る
コ
ル
テ
ス
ら
は
、
教
区
の
開
拓
に
優
先
的
に
取

り
組
み
始
め
た
。｢

教
区
開
拓｣

は
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
手
法
で
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
強
い
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
南
部
で
も
新

た
な
民
衆
の
組
織
化
に
は
、
こ
の
手
法
が
有
効
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

そ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
の
動
き
で
あ
る
が
、
当
時
、
長
老
派
、
ル
タ
ー
派
、
監
督
派
を
中
心
と
し
た
世
界
教
会
主
義
の
社
会

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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奉
仕
事
業
部
で
あ
る
大
都
市
圏
聖
職
者

(

Ｔ
Ｍ
Ｍ)

が
中
心
と
な
っ
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
を
下
敷
き
に
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
受
け
皿
作
り
を
進
め
て

い
た
。
コ
ル
テ
ス
は
、
一
九
七
六
年
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
入
り
す
る
二
年
前
か
ら
同
市
を
何
度
か
訪
れ
て
お
り
、
Ｔ
Ｍ
Ｍ
の
幹
部
と
の

会
合
を
持
っ
て
い
た
。
他
方
で
、
コ
ル
テ
ス
が
イ
ー
ス
ト
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
Ｉ
Ａ
Ｆ
支
部
の
設
立
に
向
か
う
こ
と
が
既
に
決
ま
っ

て
い
た
の
で
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
Ｉ
Ａ
Ｆ
で
の
研
修
経
験
を
持
つ
ピ
ー
タ
ー
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
を
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
送
り
込
み
、
聖

職
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
続
行
さ
せ
た

(

�)

。

こ
の
種
の
会
合
は
、
当
然
に
地
元
経
済
界
や
政
治
家
に
強
い
警
戒
心
を
呼
び
起
こ
し
た
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
は
、｢

八
階
の
ス
ィ
ー

ト
ル
ー
ム｣

と
呼
ば
れ
る
財
界
と
政
治
家
・
役
人
が
長
年
、
政
治
を
牛
耳
っ
て
き
た
土
地
柄
で
あ
る
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
が
聖
職
者
と
接
触
す

る
こ
と
は
、
彼
ら
支
配
層
に
は
地
元
貧
困
層
へ
の
た
き
つ
け
と
映
っ
た
。
ま
た
彼
ら
は
、
教
会
が
政
治
に
関
わ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
い

た
。そ

う
し
た
な
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
イ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
・
ト
ゥ
・
ア
メ
リ
カ

(
V

IS
T

A
s)

で
活
動
し
た
経
験
が
あ
る
Ｔ
Ｍ
Ｍ
の

若
い
活
動
家
、
ロ
ベ
ル
ト
・
リ
ベ
ラ
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
研
修
を
受
け
る
た
め
に
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
に
向
か
う
こ
と
を
決
め
た

(

�)

。
当
地

で
リ
ベ
ラ
は
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
の
組
織
化
の
実
績
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
修
道
女
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ス
に
支
援
委
員
会
議
長
へ
の
就
任
を
依
頼
し
た

(

�)
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
を
手
本
と
す
る
支
援
を
し
て
い
た
コ
ル
テ

ス
が
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
才
能
を
見
出
し
て
い
た
女
性
で
あ
っ
た

(

�)

。

地
元
教
区
の
社
会
奉
仕
事
業
部
を
統
括
し
な
が
ら
、
地
方
支
部
長
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
慈
善
団
体
、
人
間
発
達
の
た
め
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

(

Ｃ
Ｈ
Ｄ)

を
切
り
盛
り
し
て
い
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
は
、
そ
の
後
の
二
年
間
、
聖
職
者
の
取
り
込
み
と
資
金
集
め
に
奔
走

し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
七
八
年
ま
で
に
彼
女
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
一
部
を
含
む
三
二
の
教
会
・
会
衆
か

ら
成
る
宗
派
連
合
を
ま
と
め
上
げ
、
二
〇
万
ド
ル
の
資
金
集
め
に
も
成
功
し
た
。
そ
の
結
果
、
テ
キ
サ
ス
で
二
番
目
と
な
る
Ｉ
Ａ
Ｆ
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支
部
、
大
都
市
圏
組
織

(

Ｔ
Ｍ
Ｏ)

が
一
九
七
九
年
六
月
に
誕
生
し
た
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
全
域
を
活
動
範
囲
と
す
る
世
界
教
会
主
義

的
・
多
人
種
的
な
Ｔ
Ｍ
Ｏ
に
は
ピ
ー
ク
時
に
は
七
万
五
千
も
の
家
族
を
代
表
す
る
六
〇
余
り
の
教
会
・
会
衆
が
参
加
し
た
。
ま
た
一

九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
＝｢

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク｣

と
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
抱
い
て
い
た
黒
人
層
も
Ｔ
Ｍ
Ｏ
に
加
わ
り
始
め
た
。

Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
地
元
に
と
っ
て
鍵
と
な
る
問
題

高
い
電
気
料
金
、
不
便
な
公
共
交
通
機
関
、
学
校
の
ド
ラ
ッ
グ
問

題

に
焦
点
を
絞
り
、
活
動
の
有
益
性
と
実
効
性
を
学
ん
で
い
っ
た
。
ま
た
、
新
た
な
参
加
者
も
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た

(

�)

。
Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
の

｢

教
区
開
拓｣

と
は
、
家
族

(

私
領
域)

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

(

公
共
空
間)

を
つ
な
ぐ
中

間
共
同
体
の
紡
ぎ
出
し
活
動
で
あ
り
、
教
会
を

｢

よ
り
広
い
公
的
な
役
割
の
担
い
手｣

へ
と
向
け
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
し
か
し
、

｢

下
水
容
量
、
水
の
供
給
、
ア
ク
セ
ス
の
手
段
、
人
的
要
素
と
い
っ
た
基
本
を
ほ
と
ん
ど
考
え
ず
に
ペ
テ
ン
師
が
建
設
し
た
ダ
ー
ウ
ィ

ン
的
都
市

(

�)｣

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
は
、
近
隣
住
区
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
と
は
い
え
ず
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の

よ
う
な
社
会
的
パ
ワ
ー
と
政
治
的
成
果
を
必
ず
し
も
生
み
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

(

二)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
化
の
社
会
基
盤

家
族
・
教
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

�

家
族

チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
を
刷
新
す
る
に
は
、
家
族
を
守
り
、
人
々
が
そ
う
し
た
価
値
を
大
事
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

｢

人
間

性｣

の
本
質
的
部
分
で
つ
な
が
り
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
貧
し
く
無
力
な
人
々
が
政
治
的
パ
ワ
ー
を
獲
得
す
る
た
め

に
は
、
相
互
的
な
利
益
に
基
づ
く
協
働
が
必
要
で
あ
る

(

�)

。
こ
う
考
え
る
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
普
通
の
家
族
が
置
か
れ

た
現
状
を
次
の
よ
う
に
観
察
し
て
い
る
。

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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ア
メ
リ
カ
の
家
族
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

(

マ
ネ
ー
・
マ
シ
ー
ン)

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
家
族
は
、
毎
月
毎
月
、
食
費
、
家
代
、
家
賃
、

車
の
維
持
費
、
他
の
交
通
費
、
さ
ら
に
は
保
険
料
、
医
療
費
、
被
服
費
、
税
金
、
光
熱
費
、
子
ど
も
の
授
業
料
を
払
う
。
親
は
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
金
を
残
こ
す
た
め
に
必
死
に
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も
に
愛
情
を
向
け
、
世
話
す
る
余
力
は
ほ
と
ん
ど
な
い

(

�)

。

｢

貧
困
は
家
族
の
不
安
定
性
を
生
み
出
し
、
家
族
の
不
安
定
性
は
め
ぐ
っ
て
貧
困
を
生
み
出
す

(

�)｣

。
特
に
都
市
部
で
周
辺
化
さ
れ
た

貧
困
家
庭
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、
薬
物
乱
用
、
犯
罪
、
病
気
罹
患
に
苦
し
ん
で
い
る
。
大
卒
に
見
合
っ
た
専
門
的
な
仕
事
へ
の
道

を
諦
め
、
四
十
代
半
ば
で
結
婚
し
た
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
、
子
育
て
を
し
つ
つ
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
活
動
に
奔
走
し
た
。
彼
は
、
家
族
が
持
つ
積

極
的
な
意
義
、
劣
悪
な
環
境
が
子
ど
も
に
及
ぼ
す
破
壊
的
な
影
響
力
を
人
一
倍
理
解
で
き
た
。｢

危
機
は
リ
ア
ル
な
も
の
で
あ
る｣

。

家
族
と
教
会
が

｢

制
度
的
な
力｣
を
伸
長
で
き
な
い
限
り
、
我
々
は
、｢

巨
大
企
業
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、『

恩
着
せ
が
ま
し
い』

政

府
の
専
門
家
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
し
ま
う

(

�)｣

と
危
機
感
を
滲
ま
せ
た
。

チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
、
当
初
、
組
織
化
に
宗
教
的
訓
育
を
入
れ
込
む
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
な
戦
略

的
な
組
織
化
に
と
っ
て
は
、
宗
教
基
盤
の
拡
充
、
教
区
開
拓
は
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
う
考
え
る
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
、
組
織
化

に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
の
解
放
的
流
れ
の
持
つ
意
味
を
改
め
て
強
調
す
べ
く
、
都
市
教
区
に
お
け
る
ベ
テ
ラ
ン
の

聖
職
者
を
含
め
て
、
公
民
権
運
動
や
統
一
農
場
労
働
者
組
合

(
Ｕ
Ｆ
Ｗ)

と
何
ら
か
の
接
点
を
持
つ
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
や
リ
ー
ダ
ー

を
補
充
し
よ
う
と
努
め
た

(

�)

。

チ
ェ
ン
バ
ー
ス
の
薫
陶
を
受
け
た
コ
ル
テ
ス
も
、
家
族
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
一
定
の
留
保
を
お
き
な
が
ら
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ス

と
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

神戸学院法学 第48巻第 3･4 号
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家
族
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
リ
ア
ル
さ
を
伴
わ
な
い
家
族
へ
の
情
緒
的
な
観
念
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
用
意
す

る
恐
れ
さ
え
あ
る
。
家
族
に
は
抑
圧
的
な
側
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
だ
と
し
て
も
家
族
や
伝
統
は
有
用
で
あ
り
大
切
で
あ
る
。
様
々

な
機
能
、
要
素
は
常
に
関
連
さ
せ
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
私
た
ち
が
人
間
的
な
存
在
に
な
り
え
る
の
は
、
家
族
の
た
め
へ
の
犠
牲

や
妥
協
が
も
た
ら
す
家
族
生
活
を
営
む
中
で
の
互
譲
の
精
神
で
あ
る
。
家
族
は
、
育
て
、
育
て
ら
れ
る
こ
と
を
学
ぶ
場
所
で
あ
る

(

�)

。

コ
ル
テ
ス
が
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
の
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
地
区
で
の
組
織
化
に
お
い
て
重
視
し
た
の
が
、
こ
う
し
た
認
識
に
立
つ

｢

家

族｣

の
価
値
の
重
視
で
あ
っ
た
。
地
域
の
組
織
化
に
と
っ
て
、
家
族
の
価
値
や
土
着
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
大
事
だ
と
考
え
る
コ
ル

テ
ス
と
、
彼
の
メ
キ
シ
コ
系
ル
ー
ツ
は
無
関
係
で
は
な
い
。
コ
ル
テ
ス
に
と
っ
て
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
貧
し
い
労
働
者
は
、｢

子
ど

も
と
教
会
に
献
身
す
る｣

人
々
で
あ
り
、
彼
ら
が
家
族
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
教
会
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
参
加
す
る

こ
と
を
意
味
し
た

(

�)

。
コ
ル
テ
ス
は
、｢
家
族
の
価
値
を
教
会
へ
の
感
情

(

�)｣

に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

�

教
会

エ
ル
ネ
ス
ト
・
コ
ル
テ
ス
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
一
九
七
六
年
に
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
か
ら
イ
ー
ス
ト
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
活
動
拠

点
を
移
し
、
そ
こ
で
統
一
近
隣
住
区
組
織

(
U

n
ite

d
N

e
ig

h
b

o
rh

o
o

d
s

O
rg

an
izatio

n：

Ｕ
Ｎ
Ｏ)

を
結
成
し
た
。
サ
ン
ア
ン
ト
ニ

オ
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
に
あ
っ
て
は
、
三
七
の
地
元
支
部
の
う
ち
三
二
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
区
で
あ
っ
た

(

�)

。｢

聖
書｣

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
建
設

の
た
め
の

｢

象
徴｣

と
し
て
機
能
し
た
。
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
に
お
け
る
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
組
織
化
が
部
厚
い
社
会
基
盤
に
助
け
ら
れ
て
い
た

の
と
は
対
照
的
に
、
イ
ー
ス
ト
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
社
会
基
盤
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
と
同
様
に
貧
弱
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
個
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
か
ら
ハ
ウ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
至
る
ま
で
の
関
係
的
組
織
化
は
、
教
会
の
力
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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Ｕ
Ｎ
Ｏ
に
参
加
す
る
三
二
の
教
会
組
織
の
う
ち
二
二
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
、
三
分
の
二
の
割
合
を
占
め
た

(

�)

。

コ
ル
テ
ス
が
イ
ー
ス
ト
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
移
っ
た
後
も
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
と
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
と
の
関
係
に
は
変
化
は
な
か
っ
た
。
こ

の
時
期
の
Ｉ
Ａ
Ｆ
に
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
思
想
や

｢

解
放
の
神
学｣

が
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
区
は
、
権
力
核
を
含
め
て
他
の
ア
ク
タ
ー
と
の
協
力
関
係
の
構
築
を
目
指
す
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
礎
的
共

同
体
で
あ
っ
た
。
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
権
力
エ
リ
ー
ト
へ
の
対
抗
組
織
を
拡
大
す
る
要
と
し
て
、
教
区
ご
と
の
参
加
、
住
区
全
体

に
関
係
す
る
身
近
な
問
題

(

排
水
路
、
下
水
道
・
悪
臭)

へ
の
取
り
組
み
を
最
優
先
し
て
き
た
。
教
区
の
重
視
は
、
政
治
権
力
を
含

む
他
の
権
力
保
持
者
と
の
協
力
関
係
を
構
築
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た

(

�)

。
教
区
ご
と
の
住
民
参
加
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
実
効
的
な
も
の
と
な
り
、
一
九
八
〇
年
代
に
州
大
に
拡
大
し
た
Ａ
Ｓ
教
育
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
や
、
バ
リ
オ
と
呼
ば
れ
る
メ
キ
シ
コ

系
住
民
の
住
む
近
隣
住
区
へ
の
給
水
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
活
動
の
促
進
に
役
立
っ
た

(

�)

。

テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
不
買
運
動
な
ど
ア
リ
ン
ス
キ
ー
の
直
接
行
動
主
義
的
側
面
と
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
を
主
導
す
る
コ
ル
テ
ス
の
新
た

な
戦
略
の
両
面
を
有
す
る
。
新
し
い
側
面
が
教
会
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
育
っ
た
コ
ル
テ
ス
は
、
大
学
院
で
は

ラ
イ
ン
ホ
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー

(

一
八
九
二－

一
九
七
一)

の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
や
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
な
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
、
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ

(
一
八
八
六－

一
九
七
五)

ら
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、

実
践
活
動
の
場
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
社
会
教
説
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
社
会
的
福
音
と
結
び
つ
け
た
。
彼
は
、
宗
教
と
政
治
の
相
互

浸
透
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る

(

�)

。

結
成
当
初
こ
そ
ア
リ
ン
ス
キ
ー
・
モ
デ
ル
に
倣
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ク
ラ
ブ
な
ど
多

様
な
組
織
・
団
体
と
連
携
を
図
り
、
地
域
の
教
会
、
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た

(

�)

。
そ
の
背
後
に
は
、
教
会

以
外
の
組
織
は
安
定
さ
に
欠
け
、
予
想
さ
れ
る
政
治
的
な
対
立
に
と
っ
て
も
信
頼
で
き
な
い
と
の
考
え
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
Ｃ
Ｏ

神戸学院法学 第48巻第 3･4 号
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Ｐ
Ｓ
は
、
教
会
・
会
衆
と
密
接
な
協
力
関
係
を
発
展
さ
せ
、
宗
教
的
伝
統
を
政
治
的
パ
ワ
ー
に
結
合
す
る

｢

信
仰
に
基
づ
く
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
化

(

�)｣

を
血
肉
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

教
会
・
会
衆
と
い
っ
た
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
社
会
基
盤
は
、
米
北
部
で
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
労
働
組
合
が
Ｂ
Ｙ
Ｎ
Ｃ
の
よ
う
な
組
織
に
戦

闘
的
権
力
を
与
え
た
ア
リ
ン
ス
キ
ー
時
代
と
比
べ
て
保
守
的
で
あ
る
、
と
の
批
判
が
あ
る
。
し
か
し
、
宗
教
組
織
の
考
え
や
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
は
一
枚
岩
で
は
も
と
よ
り
な
い
。
聖
職
者
や
教
区
民
の
立
場
も
多
様
で
、
リ
ベ
ラ
ル
も
い
れ
ば
、
進
歩
的
、
急
進
的
な
人
も

い
る
。
地
域
共
同
体
の
組
織
化
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
教
会
の
信
条
内
容
の
違
い
が
も
た
ら
す
分
裂
的
争
点
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
を
回

避
す
る
Ｉ
Ａ
Ｆ
指
導
部
の
考
え
方
で
あ
り
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
が
活
動
す
る

｢

地
域
あ
る
い
は
州
レ
ベ
ル
の
政
治
的
環
境
の
特
定
の
切
り
面
を

色
づ
け
る
政
治
文
化
や
政
治
的
遺
産

(

�)｣

の
方
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｂ
Ｙ
Ｎ
Ｃ
時
代
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ン
デ

ラ
イ
ン
大
司
教
や
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ェ
イ
ル
司
祭
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
に
お
け
る
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
の
大
司
教
パ
ト
リ
ッ
ク
・
フ
ロ
レ
ス
ら

は
社
会
活
動
に
非
常
に
積
極
的
に
取
り
組
む
実
践
的
な
宗
教
指
導
者
で
あ
っ
た

(

�)

。

ア
リ
ン
ス
キ
ー
が
自
己
利
益
を
強
調
し
、
教
会
を
人
・
金
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
リ
ソ
ー
ス
の
貯
蔵
庫
と
見
た
の
に
対
し
て
、
コ
ル
テ

ス
は
教
会
を

｢

諸
組
織
の
組
織

(

�)｣

に
し
よ
う
と
し
た
。｢

自
己
利
益
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し

た
結
び
つ
き
を
作
る
た
め
に
は
根
を
下
ろ
す
必
要
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
た

(

�)｣

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
に
似
て
コ
ル
テ
ス
は
、
ウ
エ
ス
ト

サ
イ
ド
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
区
の
聖
職
者
に
面
談
し
、
一
般
信
徒
の
主
要
リ
ー
ダ
ー
の
氏
名
を
聞
き
出
し
、
各
教
区
で
組
織
化
の
先
頭

に
立
つ
可
能
性
が
あ
る
人
々
を
探
し
求
め
、
彼
ら
の

｢

声｣

に
耳
を
傾
け
た
。
教
会
は
、
各
組
織
に
属
し
、
団
体
の
経
済
的
自
立
性

を
高
め
る
た
め
に
日
曜
礼
拝
時
の
献
金
か
ら
会
費
を
支
払
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

こ
う
し
て
、｢

諸
組
織
の
組
織｣

と
し
て
の
教
会
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
資
金
面
で
の
安
定
的
な
基
盤
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ば
か
り
で

は
な
い
。
新
生
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、｢

信
仰
の
伝
統
と
女
性
信
徒
の
リ
ー
ダ
ー
の
関
係
的
な
強
さ

(

�)｣

に
も
大
い
に
注
目
し
た
。
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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ク
系
カ
ト
リ
ッ
ク
教
区
が
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
社
会
基
盤
と
も
な
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
区
は
、
約
二
五
年
に
渡
っ
て
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
安
定
的
な
財
政
的
基
盤
の
主
柱
で
あ
り
、
女
性
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
宗
教
・
信
仰
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
諸
組
織
の
結
集
を
目
指
す

｢

住
宅
の
神
学

(
th

e
o

lo
g

y
o

f
h

o
u

sin
g)｣

の
上
に
立
ち
、
メ
ン
バ
ー
は
人
前
で
話
し
、

討
議
を
主
導
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
先
述
し
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
女
史
は
も
と
よ
り
、
例
え
ば
、
何
の
変
哲
も
な
い
普
通
の
主
婦
で

あ
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ビ
ア
ト
リ
ス
・
コ
ル
テ
ス

(
B

e
atrice

C
o

rte
s)

も
、
一
九
八
一
年
に
は
第
四
代
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
会
長
に
就
任
で

き
た
り
し
た

(

�)

。

�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

チ
ェ
ン
バ
ー
ス
や
コ
ル
テ
ス
ら
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織
化
活
動
は
、
家
族
と
宗
教
の
絡
ま
り
合
っ
た
価
値
観
に
根
を
置
く
べ

き
だ
と
考
え
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
彼
ら
の
政
治
活
動
の
場
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
パ
ウ
ロ
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の

社
会
哲
学
を
反
映
す
る
、｢

力
と
愛
の
両
者
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
領
域

(

�)｣

に
求
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
領
域
で
活
動
を
展
開
す
る
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
近
隣
住
区
や
人
種
と
い
っ
た
単
一
の
基
底
集
団
を
越
え
た
、｢

幅
広

い
基
盤
に
基
づ
く｣

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
白
人
と
同
様
に
黒
人
を
、
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
と
同
様

に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
包
摂
し
よ
う
と
す
る
多
人
種
的
で
異
宗
派
間
的
な
組
織
化
に
努
力
し
た

(

�)

。｢

信
仰
に
基
づ
く
組
織
化｣

の
先

駆
け
的
存
在
と
な
っ
た
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
著
名
な
社
会
学
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｊ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
よ
っ
て
、｢

草
の
根
レ
ベ

ル
で
実
効
的
な
多
人
種
的
な
政
治
的
提
携｣

の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

テ
キ
サ
ス
州
に
お
け
る
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
市
政
、
州
議
会
、
知
事
公
邸
の
政
治
決
定
に
効
果
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
州
大
の
模
範
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的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
出
し
た
。
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
白
人
、
黒
人
、
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
共
通
し
て
関
心
や
利
害
を
有
す
る
問
題
に
力
を
合
わ
せ
て
立
ち
向
か
う
べ
く
う
ま
く
自
ら
を
組
織
し
た

(

�)

。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
が
人
種
を
越
え
た
協
働
を
生
み
出
し
、
生
き
延
び
た
理
由
に
つ
い
て
、
以
下
の
三
点
が
重
要
で

あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。(

１)

信
頼
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
一
体
感
を
生
み
出
す
た
め
に
、
メ
ン
バ
ー
の
幅
広
い
宗
教
的
原
理
へ
の

献
身
を
頼
り
に
し
た
点
、(

２)

争
点
は
地
域
の
合
意
か
ら
生
ま
れ
、
そ
の
結
果
、
取
り
上
げ
る
争
点
は
分
裂
的
で
は
な
く
合
意
可

能
な
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
争
点
は
、
常
に
人
種
中
立
的
な
仕
方
で
フ
レ
ー
ム
化
さ
れ
た
点
、(

３)

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
、

黒
人
、
白
人
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
地
域
の
Ｉ
Ａ
Ｆ
組
織
で
結
び
つ
く
。
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
議
事
日
程
外
の
人
種
的
争
点
に
も
対
応
で

き
る
準
備
を
し
て
い
る
こ
と
。
居
住
地
域
に
特
有
の
争
点
を
提
起
す
る
他
組
織
あ
る
い
は
企
業
に
も
自
立
的
に
対
応
し
う
る
準
備
を

整
え
た
こ
と
。
こ
う
し
た
態
勢
の
下
、
争
点
を
非
人
種
的
に
定
義
し
、
国
民
全
体
に
潜
在
的
に
有
益
な
こ
と
を
強
調
で
き
た
点

(

�)

。
そ

の
結
果
、
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、｢

テ
キ
サ
ス
州
中
の
様
々
な
提
携
組
織
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
公
教
育
改
革
や
医
療
制

度
、
農
場
で
の
安
全
性
に
関
す
る
州
法
制
定

(

�)｣
を
導
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
は
、
シ
カ
ゴ
・
サ
ウ
ス
サ
イ
ド
の
多
文
化
的
で
活
気
溢
れ
る
日
常
生
活
を
生
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ

イ
ザ
ー
時
代
を
振
り
返
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。｢
地
域
社
会
の
若
き
活
動
家
と
し
て
、
わ
た
し
は
よ
く
、
黒
い
肌
の
住

民
と
褐
色
の
肌
の
住
民
両
方
に
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
に
つ
い
て

問
題
の
あ
る
学
校
か
ら
、
不
法
投
棄
や
、
予
防
接
種
を
受
け
て

い
な
い
子
ど
も
た
ち
の
問
題
ま
で

ラ
テ
ン
系
の
指
導
者
と
連
携
し
て
仕
事
に
あ
た
っ
た

(

�)｣

。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
も
こ
れ
に
似
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
は
、｢

共
同
体
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
、
政
治
活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
手

だ
て
を
メ
ン
バ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て｣

、｢

長
い
あ
い
だ
見
捨
て
ら
れ
て
き
た
サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
市
の
幾
つ
か
の
地
域
に
、

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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数
十
億
ド
ル
に
値
す
る
道
路
や
学
校
、
下
水
道
、
そ
し
て
公
園
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
改
善
を
も
た
ら
し
た

(

�)｣

の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
メ
ン
バ
ー
に
カ
ト
リ
ッ
ク
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
が
多
い
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
は
、
一
一
あ
る
テ
キ
サ
ス
州
の
組
織
の
中
で

も
最
大
で
、
長
い
歴
史
を
誇
る

｢

国
内
最
強
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織

(

�)｣

へ
と
成
長
し
、
一
九
九
〇
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
設
立
大
会
に

は
一
万
人
も
の
人
々
が
参
加
す
る
ほ
ど
に
ま
で
な
っ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

Ｉ
Ａ
Ｆ
の
最
有
力
傘
下
組
織
と
な
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
は
、
テ
キ
サ
ス
州
に
お
け
る
姉
妹
組
織
の
設
立
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の

最
初
の
成
果
が
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
の
Ｔ
Ｍ
Ｏ
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
が
中
心
と
な
っ
て
コ
ル
テ
ス
ら

が
作
り
上
げ
た
地
域
組
織
は
、
四
半
世
紀
を
経
て
テ
キ
サ
ス
州
内
だ
け
も
、
州
西
部
の
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
エ
ル
パ
ソ
、
北
部
の
フ
ォ
ー

ト
ワ
ー
ス
、
北
東
部
の
ダ
ラ
ス
、
南
東
部
の
ボ
ー
モ
ン
ト
＝
ポ
ー
ト
オ
ー
サ
ー
＝
オ
レ
ン
ジ
地
域
、
裕
福
な
監
督
教
会
派
、
ル
ー
テ

ル
派
、
ユ
ダ
ヤ
会
衆
が
多
い
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
南
西
の
フ
ォ
ー
ト
ベ
ン
ド
郡
、
最
貧
困
地
域
の
低
地
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
川
域
、
南
西
部

の
デ
ル
リ
オ
＝
イ
ー
グ
ル
パ
ス
な
ど
と
数
多
い

(

�)

。

そ
の
後
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
中
部
の
州
都
フ
ィ
ー
ニ
ッ
ク
ス
、
南
部
の
ト
ゥ
ー
ソ
ン
、
南
西
部
の
テ
ン
ピ
ー
、
ニ
ュ
ー
メ

キ
シ
コ
州
中
部
の
ア
ル
バ
カ
ー
キ
ー
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
東
部
に
位
置
す
る
州
最
大
の
都
市
オ
マ
ハ
、
ア
イ
オ
ワ
州
南
部
の
デ
モ
イ
ン
、

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
南
東
部
に
位
置
す
る
州
最
大
の
都
市
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
、
北
ル
イ
ジ
ア
ナ
な
ど
に
も
広
が
っ
た
。
こ
れ
ら
中
西
部
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
を
強
化
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
一
九
九
六
年
に
本
部
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

(

一
九
七
九
年
に
教
会
財
産
の

横
領
疑
惑
が
濃
厚
な
ジ
ョ
ン
・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
コ
デ
ィ
ー
枢
機
卿
が
Ｉ
Ａ
Ｆ
と
の
大
恐
慌
以
来
の
シ
カ
ゴ
大
司
教
管
区
と
の
絆
を
破
っ

た
の
で
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
本
部
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
し
た)

か
ら
シ
カ
ゴ
に
移
し
た
。
移
転
の
目
的
は
、
シ
カ
ゴ
大
首
都
圏
に
一
つ
の
主

要
な
傘
下
組
織
を
設
立
す
る
こ
と
に
連
動
さ
せ
、
中
西
部
へ
の
活
動
を
拡
大
す
る
た
め
の
足
が
か
り
を
作
り
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
を
辿
っ
て
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
三
三
の
団
体
が
加
盟
し
、
四
八
の
傘
下
組
織
を
誇
る
ま
で
に
な
っ
た

(

�)

。

神戸学院法学 第48巻第 3･4 号

16



(337)

現
在
で
は
、
カ
ナ
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
姉
妹
組
織
が
あ
り
、
南
ア
フ
リ
カ
に
も
活
動
の
舞
台
を
広
げ
、
国
内
外

で
六
三
の
支
部
を
有
し
て
い
る
。

三

｢

社
会
基
盤
の
編
み
直
し｣

と
組
織
の
エ
ン
パ
ワ
ー
リ
ン
グ

先
述
し
た
よ
う
に
、
ア
リ
ン
ス
キ
ー
的
な
組
織
化
モ
デ
ル
の
限
界
へ
の
答
え
は
、
一
九
七
〇
代
初
頭
ま
で
に
Ｉ
Ａ
Ｆ
内
部
で
形
づ

く
ら
れ
て
い
っ
た
。
論
点
は
、
組
織
が
動
き
出
し
、
特
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
法
律
が
整
備
さ
れ
て
も
、
人
々
は
相
も
変

わ
ら
ず
無
力

(

パ
ワ
ー
レ
ス)

で
あ
る
、
と
い
う
現
実
の
克
服
に
向
け
ら
れ
た
。

普
通
の
人
々
の
生
活
に
影
響
を
与
え
る
政
治
的
決
定
権
力
が
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
や
働
く
貧
困
層
の
手
に
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、｢

家
族
や
友
人
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
貧
し
い
人
々
が
日
々
の
暮
ら
し
で

生
き
残
る
の
を
手
助
け
す
る
の
に
必
要
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
続
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
外
部
の
資
源
と
の
関
係
を
欠
く

と
、
こ
れ
ら
の
生
き
残
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
人
々
が
貧
困
を
克
服
す
る
手
助
け
と
し
て
は
効
果
が
な
い

(

�)｣

。
こ
う
し
た
認
識
に
立

つ
新
生
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
支
配
的
権
力
構
造
を
前
に
し
て
よ
り
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
政
治
権
力
と
そ
れ
が
寄
っ
て
立
つ
社

会
的
基
盤
を
問
い
直
す
作
業
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
指
導
部
は
、｢

権
力｣

の
理
解
、
パ
ワ
ー
と
組
織
化
の
関
係

の
理
解
に
注
力
す
る
と
同
時
に
、
政
治
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
た
め
の
社
会
基
盤

(
so

cial
fab

ric)

、
す
な
わ
ち
人
種
・
民
族
・

富
・
教
育
・
雇
用
・
宗
教
的
価
値
が
織
り
上
げ
る
地
域
社
会
の
社
会
的
資
本
の
刷
新
・
強
化
の
重
要
性
を
主
張
し
た
の
で
あ
る

(

本

稿
で
は
、｢

so
cial

fab
ric
(

社
会
基
盤)｣

は
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
使
っ
て
い
る
。T

h
e

co
m

p
o

site
d
e

m
o

g
rap

h
ics

o
f

a
d
e

fin
e

d

are
a,

w
h

ich
co

n
sists

o
f

its
e

th
n

ic
co

m
p

o
sitio

n
,

w
e

alth
,

e
d

u
catio

n
le

v
e

l,
e

m
p

lo
y

m
e

n
t

rate
an

d
re

lig
io

u
s

v
alu

e
s
(

�).)

。
組

織
化
の
あ
り
方
を｢

権
力｣

自
体
の
捉
え
方
の
再
検
討
の
上
に
刷
新
し
、
民
主
的
な｢

構
造｣

の
編
成
に
精
力
を
注
ぐ
の
で
あ
っ
た
。
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(

一)
｢

関
係
的｣

パ
ワ
ー
論

新
生
Ｉ
Ａ
Ｆ
に
と
っ
て
個
人
と
組
織
、
争
点
と
政
治
の
関
係
は
、
次
の
よ
う
な
問
い
を
民
衆
が
考
え
抜
く
こ
と
に
か
か
る
と
考
え

ら
れ
た
。(
１)

組
織
の
目
的
の
幅
が
、
単
一
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
広
い
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
う
か
。(

２)

我
々
の

目
的
が
、
幅
広
い
問
題
に
対
応
す
る
活
動
を
可
能
と
す
る
力
を
強
化
す
る
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
ど
う
か
。(

３)

従
来
に
は
な
か
っ

た
高
い
水
準
の
政
治
的
決
定
過
程
に
我
々
の
声
を
届
け
う
る
権
力
は
い
か
に
し
て
獲
得
で
き
る
の
か
。(

４)

我
々
が
、
市
や
州
の

政
府
の
政
策
過
程
で
の
頻
繁
に
登
場
す
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
れ
た
と
し
て
、
そ
の
結
果
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。(

５)

単
一
の

争
点
で
敗
れ
た
時
は
も
ち
ろ
ん
、
勝
利
し
た
後
で
も
組
織
が
生
き
残
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
組
織
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か

(

�)

。

こ
れ
ら
の
問
い
掛
け
に
対
し
て
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
、｢

我
々
の
組
織
の
唯
一
の
目
的
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
パ
ワ
ー
を
貯
め
る

こ
と
で
あ
る｣

と
断
言
し
た
。｢

我
々
が
蓄
積
す
べ
き
パ
ワ
ー｣

は
残
忍
な
権
力
で
は
な
く
、｢

関
係
的｣

な
そ
れ
で
あ
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。｢

強
さ
と
弱
い
者
い
じ
め
に
は
大
変
な
違
い
が
あ
り
、
パ
ワ
ー
は
十
分
に

実
践
的

(

プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
、
現
実
的)

で
、
柔
軟
で
、
賢
明
で
、
忍
耐
強
く
あ
り
う
る
。
パ
ワ
ー
は
十
分
に
正
義
を
実
行
で
き
、

パ
ワ
ー
が
あ
れ
ば
人
に
寛
大
で
も
あ
り
う
る
。
そ
う
し
た
パ
ワ
ー
は
秩
序
正
し
く
動
き
、
つ
ぶ
れ
な
い
し
、
つ
ぶ
さ
れ
な
い
。
誤
っ

た
パ
ワ
ー
の
使
い
方
は
、
パ
ワ
ー
自
体
を
破
滅
さ
せ
る
芽
を
社
会
に
植
え
つ
け
る
も
の
で
あ
る

(

�)｣

。

ア
リ
ン
ス
キ
ー
が
、｢

一
方
的
パ
ワ
ー

(｢
p

o
w

e
r

o
v
e

r｣
o

th
e

rs)｣

と

｢

権
力｣

を
理
解
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
新
生
Ｉ
Ａ
Ｆ

は
、｢

関
係
的
パ
ワ
ー

(｢
p

o
w

e
r

to｣
act

co
lle

ctiv
e

ly
to

g
e

th
e

r)｣

と
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
か
つ
て
著
名
な
政
治
学
者
で

あ
っ
た
Ｅ
・
Ｅ
・
シ
ャ
ッ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が
、｢

民
主
政
治
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
権
力
関
係
は
相
互
的
な
も
の

(

�)｣

で
あ
る
と
い
っ

た
よ
う
に
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
、｢

パ
ワ
ー
に
は
、
行
動
す
る
と
同
様
に

『
従
う』

と
い
う
次
元
と
、
影
響
を
与
え
る
と
同
様
に
影

響
を
受
け
る
と
い
う
次
元
が
あ
る｣

こ
と
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
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米
南
西
部
に
お
い
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
や
Ｔ
Ｍ
Ｏ
な
ど
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
を
主
導
し
た
コ
ル
テ
ス
も
、
パ
ワ
ー
を｢

一
方
的(

u
n

ilate
ral)｣

な
も
の
で
は
な
く
、｢

関
係
的

(
re

latio
n

al)｣

な
も
の
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た

(

�)

。
コ
ル
テ
ス
は
、
近
隣
の
人
々
、
仕
事
仲
間
、
教

会
の
メ
ン
バ
ー
、
学
校
で
の
交
流
・
行
動
を
共
に
す
る
人
々
と
の
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
出
る
関
係
性
を
重
視
し
た
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
活

動
家
に
と
っ
て
は

｢

敵｣

も
、
大
義
の
点
で
将
来
の
伴
走
者
に
な
る
可
能
性
を
有
す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
ド
ア
は
開
け
て
お
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
コ
ル
テ
ス
に
と
っ
て
は
、｢

敵｣

と
の
関
係
性
こ
そ
が
重
要
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
コ
ル
テ
ス
に
と
っ
て
政
治
シ
ス
テ
ム
に
関
与
す
る
こ
と
は
、
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す
人
々
と
敵
対
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
中

か
ら
協
働
し
て
い
く
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
コ
ル
テ
ス
は
、
敵
対
か
ら
協
働
の

中
に
現
れ
る
政
治
を

｢

癒
し
の
政
治｣

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

組
織
の
最
も
激
し
く
対
立
し
た
衝
突
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
後
で
は
、
政
治
的
あ
る
い
は
個
人
的
な
関
係
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
は
そ
れ
を
修
復
す
る

｢

癒
し｣

の
プ
ロ
セ
ス
に
取
り
組
む
よ
う
に
と
話
し
て
い
る
。

＜

中
略＞

異
な
る
時
、
異
な
る
場
所
、
異
な
る
状
況
、
異
な
る
争
点

そ
う
な
の
だ
。
永
久
の
敵
な
ど
存
在
し
な
い
し
、
ま
た

永
遠
の
友
も
存
在
し
な
い
の
だ
。
た
だ
利
益
、
永
久
の
利
益
が
あ
る
の
み
で
あ
る

(

�)

。

こ
う
し
た
組
織
哲
学
の
上
に
立
つ
幅
広
い
パ
ワ
ー
と
多
様
な
価
値
観
を
ベ
ー
ス
に

｢

社
会
基
盤
を
編
み
直
す

(
re

w
e

av
in

g
th

e
so

-

cial
fab

ric)｣

と
い
う
視
点
が
、
新
生
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
組
織
化
原
理
の
中
心
に
据
え
ら
れ
た
。
ア
リ
ン
ス
キ
ー
の
組
織
論
の
限
界
を
チ
ェ

ン
バ
ー
ス
と
コ
ル
テ
ス
は
、
権
力
を

｢

互
酬
的
な
関
係
性｣

と
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
、

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
や
リ
ー
ダ
ー
は
、｢

関
係
性｣

と
い
う
概
念
を
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
権
力
、
組
織
化
、
民
衆
学
習
の
中
心
に
据
え
、

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
具
体
的
な
課
題

(

道
路
や
街
灯
な
ど
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
ル
ー
ル
遵
守
な
ど)

を
取

り
上
げ
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
し
、
権
力
者
に
現
状
と
そ
の
改
善
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
自
ら
説
明
し
、
ま
た
彼
ら

の
説
明
責
任
を
迫
っ
て
い
っ
た
。

従
来
の

｢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
基
盤
を
置
く
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ｣

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
公
社

(
C

D
S

s)

は
、
権
力
強
化

(

エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト)
の
側
面
を
軽
視
し
て
き
た
嫌
い
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
低
所
得
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
政

治
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
と
っ
て
有
効
な
媒
介
組
織
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。｢

働
く
人
々
と
そ
の
家
族
が
自
分
た
ち
の
民
主

的
な
政
治
に
お
い
て
強
力
な
役
割
を
集
合
的
に
鍛
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
尊
厳

(

�)｣

を
高
め
た
の
が
、
前
述
し
た
チ
ェ
ン
バ
ー

ス
の

｢

関
係
的
パ
ワ
ー｣

論
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
コ
ル
テ
ス
の

｢

合
意
の
政
治｣

戦
略
で
あ
っ
た
。
パ
ワ
ー
の
関
係
的
編
成
と

｢

合
意
の
政
治｣

戦
略
が
、
無
力
の
人
々
を
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
方
向
へ
と
権
力
を
関
係
的
に
再
編
成
し
、
日
常
ベ
ー
ス
で
の

｢

合
意

の
政
治｣

を
実
践
す
る
こ
と
、
政
治
的
諸
制
度
を
対
立
と
合
意
の
矛
盾
的
統
合
作
用
と
み
る
こ
と
が
、
新
生
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
基
本
姿
勢
と

な
っ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

(

二)

関
係
的
組
織
化

Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
組
織
化
に
お
い
て
一
対
一
の
、
そ
れ
も
時
に
は
一
時
間
を
超
え
る
対
話
を
重
視
し
た
。
相
手
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る

と
い
う
行
為
を
通
し
て
お
互
い
が
思
い
描
く

(

あ
る
い
は
思
い
込
ん
で
い
る)

公
共
的
世
界
に
つ
い
て
の
意
見
を
交
え
る
。
こ
う
し

た
対
話
は
、｢

非
公
式
で
体
系
化
さ
れ
な
い
や
り
方
で
、
人
々
が
共
有
で
き
る
野
心
や
経
験
を
基
盤
に
関
係
性
を
築
く
。
皆
が
い
つ

も
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
一
対
一
対
話
は
、
こ
う
し
た
関
係
性
を
組
織
化
す
る
体
系
的
な
一
歩
だ
と
い
え
ま
す

(

�)｣

と
コ

ル
テ
ス
は
筆
者
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
も
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。｢

練
達
の
組
織
活
動
家
は
、
時
間
を
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か
け
て
、
多
く
の
意
見
を
聴
取
し
、
問
い
か
け
の
言
葉
を
練
り
直
し
、
そ
し
て
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
個
々
人
が
自
発
的
に
、
彼
ら

が
共
有
し
て
い
る
も
の
を
見
つ
め
は
じ
め
る
ま
で
時
を
待
つ
。
優
れ
た
組
織
活
動
家
は
こ
う
し
て
忍
耐
強
く
、
活
動
を
活
性
化
す
る

原
則
や
行
動
計
画
が
グ
ル
ー
プ
の
内
側
か
ら
現
れ
て
来
る
の
を
見
守
る
の
で
あ
る

(

�)｣

。

チ
ェ
ン
バ
ー
ス
、
コ
ル
テ
ス
ら
新
生
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
指
導
者
は
、
彼
ら
の
組
織
内
部
で
の
関
係
性
も
発
展
さ
せ
、
そ
れ
を
持
続
さ
せ
る

方
法
を
、
す
な
わ
ち
、
親
近
感
の
み
な
ら
ず
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
上
に
確
立
さ
れ
た
組
織
内
で
の
関
係
性
が
持
つ
機
能
を
こ
と

の
ほ
か
重
視
し
て
き
た

(
�)

。
個
人
と
集
団
に
対
す
る
内
部
へ
の
こ
の
種
の
責
任
感
の
欠
如
が
諸
々
の
多
く
の
草
の
根
運
動
を
短
命
に
し

て
き
た
な
か
、
新
生
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
活
発
な
活
動
を
長
期
に
渡
っ
て
持
続
し
え
た
と
い
え
よ
う
。

ア
リ
ン
ス
キ
ー
時
代
の
Ｉ
Ａ
Ｆ
が
常
に
同
じ
顔
の
少
数
の
制
度
的
リ
ー
ダ
ー
に
依
存
し
て
い
た
の
と
は
違
っ
て
、
一
対
一
対
話
が

織
り
成
す

｢

聴
く｣

ソ
フ
ト
ア
ー
ト
と
し
て
の
対
面
的
な
集
い
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
以
後
の
刷
新
さ
れ
た
Ｉ
Ａ
Ｆ
の

｢

関
係
的
組
織
化｣

を
底
辺
か
ら
支
え
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
っ
た

(

�)

。
会
員
の
参
加
と
組
織
の
権
威
を
創
発
的
に
確
保
し
よ
う
と
す
る｢

関
係
的
組
織
化｣

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ダ
ー
が
行
動
へ
の
共
通
基
盤
を
人
々
と
一
緒
に
な
っ
て
見
出
し
、
ま
た
よ
り
幅
広
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

利
益
の
た
め
に
活
動
す
る
能
力
の
開
発
の
た
め
に
働
い
た

(

�)

。
こ
の
試
み
は
、
新
生
Ｉ
Ａ
Ｆ
が
、
従
来
の
教
会
や
労
働
組
合
等
外
部
組

織
へ
の
依
存
、
支
持
基
盤
の
狭
隘
性
か
ら
の
脱
却
を
い
か
に
し
て
図
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
課
題
へ
の
一
つ
の
回
答
で
も
あ
っ
た
。

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
政
治
の
主
要
ア
ク
タ
ー
の
一
つ
と
な
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ

｢

ザ
・
モ
デ
ル

(

�)｣

を
中
心
と
し
て
、
テ
キ
サ
ス

Ｉ
Ａ
Ｆ
組
織
は
、｢

ア
リ
ン
ス
キ
ー
が
一
つ
の
争
点
で
勝
利
し
よ
う
と
資
源
を
動
員
す
る
た
め
に
作
り
出
し
た
種
類
の
単
な
る
圧
力

集
団
で
は
な
く
、
よ
り
民
主
的
な
参
加
を
促
す
い
っ
そ
う
拡
張
的
な
形
態
を
作
り
出
す
た
め｣

の
社
会
的
な
資
本
を
紡
ぎ
出
す
こ
と

が
で
き
た
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
利
益
や
権
力
政
治
を
無
視
は
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
価
値
を
利
益
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を

政
治
活
動
に
結
合
す
る
た
め
に
関
係
的
組
織
化
と
い
う

｢

ソ
フ
ト
ア
ー
ト｣
を
実
装
す
る
こ
と
に
努
力
し
た
と
い
え
よ
う

(

�)

。

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、｢

地
元
近
隣
住
区
を
基
盤
と
し
た
多
民
族
的
な
圧
力
集
団

(

�)｣

と
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
に
実

施
し
た
教
育
改
革
や
、
国
境
沿
い
の
掘
っ
立
て
小
屋
へ
の
給
水
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
で
成
果
を
得
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
ウ
ォ
レ

ン
は
、
成
功
の
社
会
基
盤
と
し
て
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
カ
ト
リ
ッ
ク
教
区
の
濃
い
人
間
関
係
の
存
在
を
改
め
て
指
摘
し
て
い
る

(

�)

。
オ
ー

ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
が
各
レ
ベ
ル
で
責
任
を
も
っ
て
協
力
し
て
計
画
を
立
て
、
政
治
家
や
公
職
者
に
政
策
を
提
言
し
、
あ
る
い

は
彼
ら
に
政
策
へ
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
求
め
て
行
く
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、｢

会
衆
の
連
合
体｣

で
あ
る
と
同
時
に
、
関
係
的
組
織

化
を
通
じ
た

｢

諸
組
織
の
組
織｣

の
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

(

三)
｢

権
威
と
参
加｣

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
組
織
構
造
と
し
て
マ
ー
ク
・
ウ
ォ
レ
ン
は
、
次
の
諸
点
を
指
摘
し
て
い
る
。(

１)

会
員
は
団
体
会
員
＝
教
会
で
あ

る
。(

２)

組
織
は
一
時
的
な
連
携
で
は
な
く
団
体
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
。(

３)

指
導
部
は
こ
れ
ら
の
団
体
の
会
員
か
ら
広
く
集

め
ら
れ
る
が
、
リ
ー
ダ
ー
は
単
一
の
組
織
で
働
く

(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ダ
ー
は
、
正
規
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
充
員
さ
れ
な
い)

。

(

４)

そ
の
結
果
、
�
会
員
教
区
／
近
隣
住
区
の
リ
ー
ダ
ー
が
出
身
の
特
定
利
益
を
追
求
し
、
�
部
分
の
集
積
を
超
え
た
全
体
利
益

が
実
現
す
る
、
と
い
う
二
つ
の
こ
と
が
同
時
に
進
行
す
る

(
�)

。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
協
働
し
、
ハ
ウ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
そ
う
し
た
場
を
中
心
に
種
々

の
戦
略
的
活
動
、
計
画
達
成
評
価
の
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
彼
ら
は
、
権
力
保
持
者
に
政
治
的
な
責
任
を
ま
っ
と
う
さ
せ

る
こ
と
の
意
義
を
住
民
に
教
え
る

(

�)

。
会
員
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ハ
ウ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
公
職
者
を
相
手
に
制
度
化
し
た

｢

ア
カ

ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
集
い｣

、｢

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
夕
べ｣

の
実
践
を
多
重
に
組
み
込
む
相
互
学
習
に
基
づ
く
権
威
的
ヒ
エ
ラ

ル
ヒ
ー
構
造
が
、
よ
り
幅
広
い
参
加
的
組
織
に
十
分
基
づ
い
た
組
織
運
営
を
可
能
に
さ
せ
る
。
コ
ル
テ
ス
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
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に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
一
年
に
も
及
ぶ
ハ
ウ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
教
会
や
学
校
で
の
小
集
団
の
会
合
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら

鍛
え
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
会
合
の
場
で
、
人
々
の
個
人
的
な
苦
痛
は
公
共
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
と
変
容
で
き
た
の
だ
。
こ

う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
育
っ
て
い
く
。
働
く
人
々
と
そ
の
家
族
の
尊
厳
は
、

彼
ら
が
、
自
分
た
ち
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
統
治
で
強
力
な
役
割
を
集
合
的
に
鍛
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
た
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
会
話
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
制
御
で
き
る
力
を
持
っ
た
幅
広
い
基
底
集
団
、
公
職
立
候
補
者
に
彼
ら
の
関
与

に
対
し
て
ア
カ
ウ
ン
タ
ブ
ル
に
す
る
の
に
必
要
な
公
共
的
な
課
題
を
実
行
に
移
し
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
も
関
与
す
る
基
底

集
団
を
作
り
出
す

(

�)

。

こ
う
し
た
協
働
作
業
を
通
し
て
教
区
会
員
や
近
隣
住
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ダ
ー
が
求
め
る
部
分
利
益
が
、｢

現
場
の
政
治｣

の
創
発
性
に
よ
っ
て
駆
動
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
幅
広
い
全
体
利
益
へ
と
ま
と
め
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
を
ザ
・
モ
デ
ル
と
す
る
米
テ
キ
サ
ス
・
南
西
部
Ｉ
Ａ
Ｆ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
種
々
の
社
会
組
織

出
身
の
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
で
働
く
プ
ロ
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
の
協
働
を
ベ
ー
ス
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
種
の
ス
タ
ッ
フ
組

織
は
、
全
米
に
お
け
る
プ
ロ
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
は
最
大
の
最
も
よ
く
訓
練
さ
れ
た
組
織
の
一
つ
で
あ
る
。
南
西
部
Ｉ
Ａ
Ｆ

は
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
約
六
〇
名
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
擁
し
、
ま
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
は
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
に
約
四
〇
名
の
副
長
を
配
し

て
い
る
。
彼
ら
ス
タ
ッ
フ
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
は
、
二
カ
月
に
二
、
三
回
、
学
者
招
聘
セ
ミ
ナ
ー
や
政
策
分
析
テ
ー
ブ
ル
で
定
期
的

に
顔
を
会
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
場
を
中
心
に
各
自
が
属
す
る
地
方
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
事
や
課
題
が
紹
介
さ
れ
、
話
し
合
わ
れ
る
。
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こ
れ
ら
の
活
動
が
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
に
知
識
・
情
報
・
感
覚
の
共
有
に
向
け
て
の
杭
を
打
ち
込
み
、
全
体
の
一
体
性
や

凝
集
性
の
強
化
が
図
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

コ
ル
テ
ス
は
、
大
企
業
や
専
門
家
が
支
配
し
て
き
た
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
の
世
界
に
対
抗
し
う
る
民
衆
の
政
治
的
能
力
の

開
発
を
重
視
し
た
。｢

人
々
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
組
織
を
作
り
、
人
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
ス
タ

イ
ル
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
り
、
政
治
の
こ
と
も
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る｣

。(

バ
ン
ス)

ヒ
ュ
ー
ズ
の
言
葉
で
は
、
そ
れ
を

｢

生
成
・
変
形

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ナ
ル

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ｣

と
呼
ぶ
。
彼
の
見
解
で
は
、｢

民
主
党
の
場
合
は
、
シ
ス
テ
ム
を
買
い
込
む
だ
け
の
い
わ

ば
商
い
型

ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

(

�)｣

で
あ
っ
た
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
階
級
や
宗
派
を
交
差
す
る

｢

幅
広
い
基
盤
を
有
す
る
組
織
づ
く
り｣

を
目
指
し
た
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
教
会
会
衆
、

地
元
学
校
、
労
働
組
合
、
そ
の
他
の

｢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
基
づ
く
組
織｣

を
会
員
団
体
と
し
、
個
人
は
そ
れ
ら
を
通
じ
て
活
動
を
行

う
。
地
方
組
織
と
全
国
Ｉ
Ａ
Ｆ
と
の
関
係
は
単
な
る
連
携
関
係
で
は
な
い
。
全
国
Ｉ
Ａ
Ｆ
理
事
会
・
執
行
委
員
会
、
執
行
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
地
域
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
地
方
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
、
個
人
メ
ン
バ
ー
に
タ
テ
・
ヨ
コ
に

｢

参
加
と
権
威｣

の
構
造
を
入
れ
子
的
に
組
み
入
れ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
連
邦
的
代
表
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
コ
ル
テ
ス
は
、
人
間
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
埋
め
込
ま
れ
た
関
係
的
パ
ワ
ー
と
し
て
の
社
会
資
本
を
上
で
見
た
連
邦

型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
組
織
に
蓄
積
す
る
こ
と
こ
そ
、｢

普
通
の
市
民
や
納
税
者
が
、
彼
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
権
力
と
政
治
の

関
係
を
再
編
成
し
う
る
能
力
と
自
信
を
築
き

(

�)｣

、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
民
衆
の
政
治
的
な
力
を
引
き
出
し
う
る
と
考
え
た
の
で
あ
る

(

�)

。
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四

｢

学
び
の
共
同
体｣

と
し
て
の
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ

(

一)
｢

始
ま
り
の
教
育
哲
学｣

テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
一
九
九
二
年
六
月
に
テ
キ
サ
ス
教
育
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

(

Ｔ
Ｅ
Ａ)

と
協
力
し
て
、
低
所
得
者
層
が
多
く

住
む
地
域
の
全
二
一
校
を
対
象
と
す
る
提
携
学
校

(

Ａ
Ｓ)

構
想
を
打
ち
出
し
た
。
対
象
と
な
っ
た
学
校
の
多
く
は
、
黒
人
あ
る
い

は
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
が
多
く
住
む
地
域
に
あ
っ
た
。
白
人
同
様
に
黒
人
も
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
に
強
い
偏
見
を
持
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た

人
種
的
緊
張
の
な
か
、
Ａ
Ｓ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
分
裂
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
対
立
を
避
け
、｢

目
に
見
え
る
具
体
的
活
動

(

雨
水
用
下
水
管
の
修
理
や
壊
れ
た
信
号
の
修
繕
、
ク
ラ
ッ
ク
の
密
売
所
の
一
時
的
な
閉
鎖
、
警
察
の
抑
止
力
の
向
上)

に
焦
点
を

絞
っ
て
学
校
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
政
治
的
な
力

(

�)｣

を
開
発
し
よ
う
と
し
た
。

Ａ
Ｓ
は
具
体
的
に
は
、(

１)

近
隣
住
区
学
校
の
支
援

(

周
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
絆
の
形
成)

、(

２)

近
隣
住
区
の
改
善
と

学
校
の
再
活
性
化
の
結
合
、(

３)

学
校
文
化
の
現
状
を
世
論
に
訴
え
、
文
化
を
変
容
す
る
た
め
に
保
護
者
の
学
校
へ
の
関
与
を
求

め
る
こ
と
、(

４)

も
め
ご
と
が
絶
え
な
い
都
市
部
の
学
校
や
近
隣
住
区
の
改
善
に
資
す
る
ス
キ
ル
・
関
心
を
有
す
る
市
民

(

顧
客

で
は
な
い)

の
育
成
を
目
指
し
た

(

�)

。

こ
う
し
た
目
標
を
掲
げ
る
Ａ
Ｓ
教
育
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
学
校
改
革
の
主
流
と
も
い
え
る

｢

市
場
化｣

モ
デ
ル
に
対
抗
し
て
、

学
校
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
与
に
向
け
た
組
織
化
に
重
点
を
置
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
戦
略
は
、
学
校
へ
の
親
の
参
加
が
従
来
、

学
校
争
点
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
争
点
を
結
び
つ
け
ら
れ
ず
に
き
た
点
を
問
題
視
し
、
両
争
点
を
交
差
さ
せ
る
磁
場
と
し
て
地
元
の
教
会
・

宗
教
組
織
を
重
視
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

デ
ニ
ス
・
シ
ャ
ー
リ
ー
は
、
テ
キ
サ
ス
州
で
最
も
貧
困
な
地
域
の
一
つ
で
展
開
す
る
ヴ
ァ
レ
ー
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

(

Ｖ
Ｉ)
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を
取
り
上
げ
、
Ｖ
Ｉ
が
教
会
を
ベ
ー
ス
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
化
が
学
校
改
革
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
、
学
校

の
変
化
が
、
政
治
・
行
政
と
切
り
離
さ
れ
た
地
元
民
に
市
民
的
な
積
極
関
与
の
場
所
と
し
て
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
を
調
べ

た

(

�)

。
そ
の
結
果
、
シ
ャ
ー
リ
ー
は
、
Ｖ
Ｉ
も
含
め
て
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
Ａ
Ｓ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
発
揮
し
よ
う
と
し
た
こ
の
種
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
与
は
、｢

低
所
得
者
層
の
地
域
共
同
体
に
お
け
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
耕
し
を
促
す
と
い
う
よ
り
大
き
な

ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
深
く
絡
ま
っ
て
い
る

(

�)｣

こ
と
を
確
認
し
た
。

シ
ャ
ー
リ
ー
は
、
父
母
の
学
校
へ
の
関
わ
り
を
調
停
型
と
生
成
・
変
形
型
に
大
別
し
て
い
る
。
前
者
は
、
大
半
の
学
校
が
こ
れ
ま

で
依
拠
し
て
き
た
モ
デ
ル
で
あ
り
、
権
力
を
め
ぐ
る
争
点

(
issu

e
s

o
f

p
o

w
e

r)

を
回
避
し
、
親
に
学
校
文
化
の
維
持
へ
の
受
動
的

役
割
を
あ
て
が
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
Ａ
Ｓ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
取
り
組
み
は
、
親
に
従
来
の
調
停
型
関
与
パ

ラ
ダ
イ
ム
と
の
決
別
を
促
し
、
学
校
へ
の
参
画
を
通
じ
て
近
隣
住
区
の
権
力
構
造
を
も
変
え
う
る
変
革
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を

期
待
し
た
の
で
あ
っ
た
。

コ
ル
テ
ス
ら
は
、
学
校
へ
の
親
の
こ
の
種
の
生
成
・
変
形
型
関
与
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
学
校
の
中
心
部
に
引
き
込
み
、

学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
政
治
的
活
性
化
の
た
め
の
基
地
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
学
校
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
へ
の
調
停
型
ア

プ
ロ
ー
チ
の
限
界
を
超
え
る
こ
と
を
目
指
し
た

(

�)

。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
が
活
動
す
る
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
で
は
、
大
都
市
圏
同
盟

(

Ｍ
Ａ)

も
加
わ
り
、
一
九
九
二
年
に
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
低
所
得
者
層
が
多
く
住
む
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
に
展
開
さ
れ
た
学

校
改
革
は
、
学
校
に
多
目
的
セ
ン
タ
ー
的
要
素
を
強
化
さ
せ
、
学
校
が
近
隣
住
区
の
安
定
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ

る
の
に
役
立
っ
た
。
そ
の
結
果
、｢

学
校
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
境
界
は
非
常
に
通
気
的

(

多
孔
的)

に
な
り
、
両
者
は
ほ
と
ん
ど
融

合
す
る
こ
と
に
な
っ
た

(

�)｣

。
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
を
含
め
、
地
域
の
安
全
取
り
締
ま
り
活
動
、
放
課
後
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
学
際
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
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ム
、
ア
ク
セ
ス
可
能
な
大
学
教
育
、
低
所
得
者
用
住
宅
は
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
に
お
け
る
学
校
改
革
と
近
隣
住
区
の
発
展
へ
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｓ
、
Ｍ
Ａ
の
統
合
的
・
体
系
的
戦
略
の
産
物
と
い
え
る
で
あ
ろ
う

(

�)

。

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
Ａ
Ｓ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
始
め
他
の
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
が
関
わ
っ
た
学
校
は
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
リ
ー

ダ
ー
の
活
動
を
始
め
と
し
、
市
民
活
動
主
義
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
巨
大
な
テ
キ
サ
ス
州
教
育
シ
ス
テ
ム
に
一
定
の
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
で
き
た
と
評
価
で
き
よ
う
。
学
校
で
の
改
革
に
向
け
た
様
々
な
試
行
錯
誤
は
、
教
育
行
政
官
の
指
図
で
は
な
く
、
数
多

く
の
保
護
者
や
教
師
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ダ
ー
の
議
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
学
校
は
そ
う
し
た
意
味
で
、
熟
議
民
主
主

義
の
原
理
を
も
と
に
展
開
す
る

｢

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
セ
ン
タ
ー

(

�)｣

の
色
彩
を
強
く
帯
び
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え
よ
う
。

十
を
超
え
る
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
参
加
の
学
校
改
革
を
検
討
し
た
デ
ニ
ス
・
シ
ャ
ー
リ
ー
は
、
こ
う
し
た
多
方
面
に
放
射
的
に
相
互

作
用
し
あ
う
学
校
改
革
の
考
え
と
実
践
を｢

始
ま
り
の
教
育
哲
学

(

�)｣

と
呼
ん
だ
。
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
リ
ー
ダ
ー
や
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

は
、
セ
ク
ト
的
・
綱
領
的
な
レ
ッ
テ
ル
張
り
に
あ
え
て
抵
抗
す
る
。
多
様
な
観
点
・
視
座
が
彼
ら
の
間
で
創
発
し
、
そ
こ
に
発
酵
す

る

｢

教
育
哲
学｣

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
基
礎
を
置
く
多
く
の
社
会
組
織
と
共
鳴
し
つ
つ
、
学
校
そ
の
も
の
を
変
形
す
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た

｢

始
ま
り
の
教
育
哲
学｣
が
孵
化
し
た
地
域
社
会
は
、
緊
要
性
が
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ニ
ー
ズ
を
中
心
に
結

束
し
、
階
級
的
・
民
族
的
に
分
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
対
立
的
争
点
を
回
避
は
で
き
た
が
、
結
果
と
し
て
相
互
排
除
的
な
要
求
も

少
な
く
な
い
と
い
う
課
題
が
残
っ
た
地
域
も
あ
っ
た

(

�)

。
テ
キ
サ
ス
州
内
の
大
半
の
学
校
は
、
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
、
Ａ
Ｓ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
の
活
動
が
届
か
な
い
エ
リ
ア
外
に
あ
り
、
Ａ
Ｓ
が
指
針
と
す
る
組
織
化
原
則
・
方
法
を
持
ち
込
む
の
は
容
易
く
は
な
か
っ
た
。

｢

始
ま
り
の
教
育
哲
学｣

に
あ
っ
て
は
、
学
校
改
革
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
を
単
純
に

｢

神
話
化｣

す
る
こ
と
に
慎
重
で

あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

(

�)

。

こ
う
し
た
問
い
掛
け
の
な
か
で
、｢

始
ま
り
の
教
育
哲
学｣

を
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
一
般
会
員
や
近
隣
住
民
に
広
く
理
解

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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さ
せ
る
試
み
を
デ
ニ
ス
・
シ
ャ
ー
リ
ー
は

｢

教
育
の
政
治
学｣

と
呼
び
、
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
リ
ー
ダ
ー
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
に
は

次
の
点
の
理
解
が
求
め
ら
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。(

１)

ア
リ
ン
ス
キ
ー
の
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
と
ア
リ
ン
ス
キ
ー
以
後
の
遺
産
の

正
確
な
理
解
、(

２)

テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
が
州
下
院
法
案
七
二
の
成
立

(

一
九
八
四
年)

後
に
教
育
政
策
で
影
響
力
を
発
揮
し
、
協

力
関
係
者
を
拡
大
さ
せ
た
経
緯
の
理
解
、
そ
し
て

(

３)

直
接
接
触
の
場
を
使
っ
て
多
面
的
に
個
人
の

｢

声｣

に
傾
聴
し
よ
う
と
す

る
低
所
得
者
層
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
検
証

(

�)

。

(

二)
｢

学
び
の
共
同
体｣

シ
ャ
ー
リ
ー
は
、
こ
う
し
た
理
解
を
求
め
ら
れ
る
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
リ
ー
ダ
ー
や
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
政
治
的
能
力
の
開
発
・
訓
練
の
具

体
的
方
法
と
し
て
、
以
下
の
三
点
に
注
目
し
て
い
る

(

�)

。(

１)

週
末
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
修
養
会
。
こ
れ
は
教
会
や
セ
ミ
ナ
ー
で
行
わ

れ
、
�
組
織
化
活
動
の
思
想
的
基
盤
を
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
に
置
き
、
�
市
民
的
文
化

(

討
議
、
ハ
ウ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
公
的

活
動
、
交
渉
、
互
酬
性)

を
養
い
、
ま
た

�｢
関
係
的
権
力｣

観
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。(

２)

全
国
研
修
セ
ッ
シ
ョ

ン
。
こ
れ
は
、
全
国
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
地
域
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
指
導
す
る
リ
ー
ダ
ー
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
一
〇
日
間
自
己
研
修
コ
ー
ス
で

あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
ら
は
、
問
題
解
決
コ
ア
科
目
の
受
講
、
討
議
を
通
じ
て
、
過
去
の
組
織
化
努
力
や
、
政
治
、
権
力
へ
の
自
ら
の
考

え
方
を
反
省
す
る
機
会
を
得
る
。
そ
う
し
た
学
習
の
場
で
彼
ら
は
、
他
の
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
ら
と
の
交
流
を
深
め
る

(

�)

。(

３)

有
識

者
・
研
究
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
の
セ
ミ
ナ
ー

(

テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
一
九
八
九
年
に
こ
の
種
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
始)

。
テ
キ
サ

ス
大
学
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
校
公
共
政
策
研
究
科
と
の
共
催
、
あ
る
い
は
フ
ォ
ー
ド
財
団
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
支
援
が
あ
っ
て
開

催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
コ
ー
ネ
ル
・
ウ
ェ
ス
ト
、
シ
ー
ダ
・
ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
、
ジ
ー
ン
・
エ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
、
メ
ア
リ
ー
・
グ

レ
ン
ド
ン
、
レ
ス
タ
ー
・
サ
ロ
ー
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
マ
ー
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
デ
イ
モ
ン
、
グ
レ
ン
・
ラ
ウ
リ
ー
、
マ
イ
ケ
ル
・
サ
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28



(349)

ン
デ
ル
、
チ
ェ
ス
タ
ー
・
フ
ィ
ン
、
セ
オ
ド
ア
・
シ
ザ
ー
、
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ィ
ス
ク
、
ハ
ワ
ー
ド
・

ガ
ー
ド
ナ
ー
と
い
っ
た
著
名
な
研
究
者
が
招
か
れ
た

(

�)
で
は
、
こ
う
し
た

｢

教
育
の
政
治
学｣

の
内
容
の
特
徴
と
は
何
な
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
シ
ャ
ー
リ
ー
の
指
摘
は
有
用
で
あ

る
。
彼
は
、
次
の
四
点
を
指
摘
し
て
い
る

(

�)

。(

１)

公
共
政
策
の
争
点
に
つ
い
て
の
諸
々
の
視
座
の
曖
昧
さ
と
異
類
混
合
性
の
強
調
、

(

２)

西
欧
の
知
的
古
典

(

ギ
リ
シ
ア
の
歴
史
家
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
か
ら
ト
ク
ヴ
ィ
ル
ま
で)

を
霊
感
・
市
民
的
再
生
の
源
泉
と

し
て
準
拠
し
て
い
る
点
で
保
守
的
性
格
を
有
す
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
と
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義

的
・
連
邦
主
義
的
伝
統
の
解
放
的
潮
流
を
主
唱
し
て
い
る
点
。(

３)

セ
ミ
ナ
ー
等
を
主
催
す
る
コ
ル
テ
ス
の
図
抜
け
た
知
力
は
英

雄
的
で
す
ら
あ
る
点

(

�)

。
傑
出
し
た
読
書
家
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
コ
ル
テ
ス
が
、
特
に
ニ
ー
バ
ー
や
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
ら
の
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
神
学
を
研
究
し
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る

(

�)

。(

４)

識
字
能
力
や
英
語
能
力
に
問
題
が
あ
る
参
加
者
に
対
し
て
は
、
コ

ル
テ
ス
ら
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
最
初
の
家
庭
教
師
の
役
割
を
引
き
受
け
る
。
一
般
会
員
は
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
政
治
的
ス
キ

ル
を
学
び
、
発
達
さ
せ
る
。
彼
ら
は
、｢

争
点
や
問
題
に
関
す
る
公
的
な
情
報
を
い
か
に
し
て
入
手
す
る
の
か
、
公
的
集
会
に
向
け

て
い
か
に
準
備
す
る
の
か
、
戦
略
を
い
か
に
し
て
企
て
る
の
か
、
役
人
と
ど
の
よ
う
に
対
峙
す
る
の
か
、
関
係
す
る
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ

ア
を
い
か
に
し
て
手
に
入
れ
る
の
か

(

�)｣

。
こ
れ
ら
は
、
常
に
意
識
さ
れ
る
訓
練
テ
ー
マ
で
あ
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
セ
ミ
ナ
ー
、
訓
練
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

｢
ミ
ニ
大
学｣

を
、
コ
ル
テ
ス
は

｢

学
び
の
共
同
体

(
co

m
m

u
n

ity
o

f

sch
o

lars
(

�))｣

と
呼
ぶ
。
参
加
者
は
、
単
に
書
物
や
講
話
だ
け
で
は
な
く
、
シ
カ
ゴ
や
テ
キ
サ
ス
で
様
々
な
社
会
行
動
を
引
き
出
し
て

き
た
古
く
か
ら
あ
る
地
域
の
口
述
文
献
を
含
む
歴
史
知
識
も
学
ぶ

(

�)
。
ア
リ
ン
ス
キ
ー
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
化
の
バ
イ
ブ
ル
と

も
い
え
る
一
九
四
六
年
の
著
作『

ラ
デ
ィ
カ
ル
ズ
の
た
め
の
起
床
ラ
ッ
パ』

(
R

eveille
for

R
a

d
ica

ls,
N

e
w

Y
o

rk
:

R
an

d
o

m
H

o
u

se
,

1
9

4
6
.
[

長
沼
秀
世
訳

『

市
民
運
動
の
組
織
論』

未
来
社
、
一
九
七
二
年])

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
の
方
法
論
を
提
唱
し
た
一
九
七

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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一
年
の
著
作『

ラ
デ
ィ
カ
ル
ズ
の
た
め
の
ル
ー
ル』

(
R

u
les

for
R

a
d

ica
ls

:
A

P
ra

ctica
l

P
rim

er
for

R
ea

listic
R

a
d

ica
ls,

N
e

w
Y

o
rk

:

R
an

d
o

m
H

o
u

se
,

1
9

7
1)

が
教
材
と
し
て
使
わ
れ
た
り
す
る
が
、
実
際
の

｢

教
師｣

は
経
験
と
省
察
で
あ
っ
た

現
実
の
世
界

で
は
何
が
働
い

(

ワ
ー
ク)

て
い
る
の
か
を
学
び
、
そ
し
て
時
間
を
か
け
て
な
ぜ
そ
う
で
あ
る
の
か
を
学
ん
だ
。
コ
ル
テ
ス
に
と
っ

て
意
義
あ
る
一
つ
の
特
徴
は
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
に
お
い
て
彼
や
他
の
人
々
が
築
こ
う
と
考
え
た
類
の
民
衆
組
織
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
展
さ
せ

た
こ
と
で
あ
る
。｢
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
何
で
あ
る
べ
き
か
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
ど
こ
へ
導
く
べ
き
か
。
貴
方
は
何
の
た
め
に
組
織
化
し
て
き
た
の
か
。

・
・

・
・

・
・

民
衆
に
何
を
学
ん
で
欲
し
か
っ
た
の
か

(

�)｣

。

・
・

真
に
必
要
な
民
主
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
例
え
ば
、
著
名
な
政
治
学
者
、
シ

ド
ニ
ー
・
ヴ
ァ
ー
バ
ら
の
著
書

『
声
と
平
等』
(

S
id

n
e

y
V

e
rb

a,
K

ay
L

e
h

m
an

S
ch

lo
zm

an
,

an
d

H
e

n
ry

E
.

B
rad

y
,

V
oice

a
n

d

E
qu

a
lity

:
C

ivic
V

olu
n

ta
rism

in
A

m
erica

n
P

olitics,
C

am
b

rid
g
e
,

M
A

:
H

arv
ard

U
n

iv
e

rsity
P

re
ss,

1
9

9
5)

は
多
く
の
ヒ
ン

ト
に
満
ち
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ル
テ
ス
ら
は
、
同
書
は
、
政
治
的
不
平
等
を
資
源

(

時
間
、
金
、
市
民
的
ス
キ
ル)

の
社
会
経
済

的
偏
差
を
通
じ
て
分
析
し
て
い
る
点
で
は
評
価
し
つ
つ
も
、
不
平
等
の
原
因
と
帰
結
の
集
合
的
過
程
を
十
分
に
扱
っ
て
い
な
い
と
批

判
す
る
。
コ
ル
テ
ス
ら
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、｢
自
ら
の
経
験
か
ら
物
事
を
長
い
時
間
的
展
望
の
中
で
考
え
、
経
験
を
再
考
し
、

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
、
自
分
た
ち
の
国
家
、
社
会
に
つ
い
て
、
よ
り
幅
広
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
達
さ
せ
る

(

�)｣

能
力
で
あ
り
、

そ
の
能
力
を
力
と
し
た

｢

声｣

を
集
合
的
行
為
と
し
て
の

｢
政
治｣

へ
と
導
き
、
他
者
と
の
、
あ
る
い
は
他
者
と
の
間
で
の
市
民
的

で
平
等
な
関
係
性
を
構
築
す
る
能
力
で
あ
る
。

コ
ル
テ
ス
が
伸
長
す
べ
き
だ
と
考
え
る
市
民
的
能
力
は
、
シ
ェ
ル
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
リ
ン
が
い
う

｢

政
治
性

(
p

o
liticaln

e
ss)｣

と

い
う
概
念
に
通
底
す
る
。
ウ
ォ
ー
リ
ン
に
よ
れ
ば
、｢

政
治
性｣

と
は

｢
わ
れ
わ
れ
の
共
同
の
集
合
的
生
活
へ
の
配
慮
と
改
善
に
参

与
し
て
責
任
を
も
つ
こ
と
の
意
味
を
知
り
、
か
つ
そ
こ
に
価
値
を
お
く
存
在
へ
と
み
ず
か
ら
を
発
展
さ
せ
て
い
く
わ
れ
わ
れ
の
能
力

(

�)｣
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で
あ
る
。
民
主
的
な
参
加
は
、
公
職
者
を
選
ぶ
選
挙
へ
の
参
加
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
者
と
の
協
働
的
行
為
を
立
ち
上
げ
、
率
先
し
て

自
発
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
、
と
の
主
張
で
あ
る
。

貧
し
い
人
々
が
置
か
れ
た
社
会
的
・
経
済
的
状
況
が
、
ア
メ
リ
カ
の
個
人
主
義
的
政
治
文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
に
よ
っ
て

力
が
剥
奪
さ
れ
た
状
態
が
改
善
し
に
く
い
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
が
住
む
居
住
区
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

｢

社
会
基
盤
を
編
み
直
す｣

作
業
を
通
じ
て
そ
の
種
の
政
治
文
化
を
変
形
す
る
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
新
た
な
民
主
的
リ
ー
ダ
ー
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
部
か
ら
創
発
的
に
生
ま
れ
て
く
る
基
盤
を
考
え
る
場
合
、
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
の
次
の
よ
う
な
視
点
は
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。

私
た
ち
の
生
活
を
と
り
ま
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
と
市
場
は
、
境
界
や
帰
属
を
超
越
し
た
世
界
へ
と
私
た
ち
を
誘
う
。
し
か

し
、
そ
う
い
っ
た
力
を
支
配
す
る
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
そ
れ
ら
に
対
抗
す
る
た
め
に
必
要
な
公
民
的
な
資
源
は
今
で
も
、
場

所
や
物
語
、
記
憶
や
意
味
、
そ
し
て
出
来
事
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
っ
た
、
私
た
ち
を
世
界
に
位
置
づ
け
、
私
た
ち
の
生
に

道
徳
的
な
特
定
性
を
与
え
る
も
の
の
中
に
見
出
せ
る

(

�)

。

一
般
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
う
し
た
視
点
を
再
審
す
る
中
で
訓
練
や
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
と
の
交
流
を
通
じ
て
市
民
の
政
治

的
理
解
力

(
p

o
litical

cap
acity

o
f

citize
n

s)

を
発
達
さ
せ
る
。
彼
ら
が
、(

１)

現
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
へ
の
批
判
的
な
視
座
を

発
達
さ
せ
、(

２)

社
会
変
化
へ
の
建
設
的
な
関
与
を
増
進
さ
せ
、(
３)
複
雑
に
絡
み
合
う
争
点
を
把
握
す
る
た
め
の
理
論
的
枠
組

み
を
学
ぶ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
民
衆
が
自
分
た
ち
の
集
合
的
な
声
を
見
い
出

し
、
組
織
化
さ
れ
た
多
数
の
市
民
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
促
す
教
育
事
業
団

(

�)

の
性
格
を
色
濃
く
帯
び
る
も

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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の
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
こ
と
を
、
ア
メ
リ
カ
の
未
来
の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(
C

am
p

aig
n

fo
r

A
m

e
rica’s

F
u

tu
re

、
一
九
九
六
年
創
設)

の
共

同
創
設
者
で
著
名
な
経
済
学
者
ポ
ー
ル
・
オ
ス
タ
ー
マ
ン
に
よ
っ
て
要
約
し
て
お
こ
う
。｢

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
は
、
Ｉ

Ａ
Ｆ
の
文
化
の
一
要
素
で
あ
る
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
組
織
と
し
て
訓
練
を
非
常
に
重
視
す
る
。
リ
ー
ダ
ー
と
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
は
、
こ
れ
ら

の
機
会
を
通
じ
て
多
様
な
学
習
に
触
れ
、
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ
。
こ
の
こ
と
は
色
々
な
意
味
で
有
益
で
あ
る
。
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
は
、

こ
う
し
た
学
習
を
通
し
て
仕
事
の
退
屈
な
面
と
折
り
合
い
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
大
半
が
無
学
な
リ
ー
ダ
ー
も
、

そ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
有
益
な
も
の
を
獲
得
す
る
。
大
学
レ
ベ
ル
の
テ
キ
ス
ト
や
資
料
を
読
み
、
議
論
を
す
る
。
時
に
は
、

使
用
し
て
い
る
本
の
著
者
と
対
等
の
立
場
で
意
見
を
や
り
と
り
し
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
経
験
は
、
自
分
た
ち
の
能
力
に
つ
い
て
の

重
要
な
レ
ッ
ス
ン
と
な
る
。
自
尊
心
が
高
め
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
リ
ー
ダ
ー
は
、
政
治
的
ア
リ
ー
ナ
で
実
効
的
に
動
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
学
歴
で
判
断
さ
れ
れ
ば
お
よ
そ
不
可
能
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
や
り
方
で
問
題
点
を
調

べ
た
り
、
政
治
家
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る

(

�)｣

。

一
対
一
の
面
談
、
公
職
者
に
対
す
る
制
度
化
さ
れ
た

｢

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
集
い｣

、｢

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
夕
べ｣

、

組
織
の
統
合
性
を
維
持
す
る
た
め
の
自
己
の
有
効
性
を
参
加
者
に
開
け
て
自
己
再
審
す
る

｢

評
価
の
集
い

(

�)｣

、
会
員
間
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
ハ
ウ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
が
多
重
に
組
み
込
ま
れ
た
相
互
学
習
に
基
づ
く

｢

学
び
の
共
同
体｣

は
、
先

述
し
た
組
織
編
制
、
す
な
わ
ち
命
令
・
権
威
関
係
を
内
包
し
た
権
威
階
梯

(

�)

を
組
織
運
営
の
柱
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
幅
広
い

参
加
に
基
づ
く

｢

関
係
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
化｣

を
通
じ
て
政
治
的
パ
ワ
ー
の
根
本
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
可
能
と
し
た
の

で
あ
る
。

神戸学院法学 第48巻第 3･4 号
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(

三)
｢

形
成
的
な
政
治
文
化｣

の
身
体
化

地
域
共
同
体
で
の
市
民
的
協
働
を
図
る
能
力
を
重
視
す
る
公
共
的
市
民
論
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
や
ア
ミ
タ
イ
・
エ
チ
オ
ー

ニ
な
ど
い
わ
ゆ
る
共
同
体
主
義
者
が
重
視
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
論
に
お
い
て
、
ま
た
、

八
〇
年
代
以
降
は
ブ
ラ
ッ
ク
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
論
で
も
注
視
さ
れ
て
き
た
。

テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
学
校
文
化
の
変
革
の
目
的
と
方
法
を
示
す
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

『

テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
公
立
学
校
ビ
ジ
ョ
ン

(
T

h
e

T
e

x
as

IA
F

V
isio

n
fo

r
P

u
b

lic
S

ch
o

o
ls)』

を
一
九
九
〇
年
六
月
に
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
シ
ャ
ー
リ
ー
に
よ
っ
て

整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
五
点
と
な
る
。(

１)

テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
政
治
的
理
念
と
目
標
が
聖
書
的
価
値
の
重
視
、
共
和
主
義
の
伝

統
に
根
ざ
し
て
い
る
点
、(

２)
聖
書
に
由
来
す
る
憐
み
・
連
帯
が
表
出
す
る
場
と
し
て
の
民
主
主
義
の
継
続
的
な
発
展
を
志
向
す

る
点
、(

３)

初
期
米
国
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
に
み
ら
れ
た
公
共
的
教
育
と
多
元
主
義
を
重
視
す
る
点
、(

４)

家
族
の
解
体
、
暴
力
、
マ

リ
フ
ァ
ナ
濫
用
な
ど
、
若
者
に
深
刻
な
社
会
的
問
題
へ
の
現
実
的
な
対
応
を
訴
え
る
点
、(

５)

教
育
の
危
機
的
状
況
か
ら
抜
け
出

す
こ
と
を
目
指
す
点

(

�)

。

サ
ン
デ
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
訓
練
を
受
け
た
リ
ー
ダ
ー
は
、｢

地
位
の
あ
る
政
治
家
や
運
動
家
で
は
な
く
、
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
教
会
の
役
員
会
と
い
っ
た
共
同
体
を
支
え
る
施
設
に
お
い
て
働
い
て
き
た
人
々｣

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
多
く
は
女
性

で
あ
る

(

�)

。
彼
女
ら
は
、｢

生
活
の
大
部
分
を
教
区
と
自
分
の
子
ど
も
の
た
め
に
捧
げ
て
い
る｣

。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
に
で
き
る
こ
と
は
、｢

彼

女
た
ち
が
公
共
生
活
と
公
共
的
な
視
野
を
持
つ
よ
う
に
教
育
し
、
必
要
な
手
段
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
過
程
へ
の
参
加

を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る

(

�)｣

。

コ
ル
テ
ス
も
、
女
性
が
地
域
社
会
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
貢
献
し
て
き
た
事
実
を
こ
と
の
ほ
か
重
視
す
る
。
普
通
の
人
々
、
特
に
女

性
が
担
い
手
と
な
る
社
会
基
盤
が
、
活
気
に
満
ち
た
民
主
的
文
化
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

｢

心
の
習
慣｣

と
実
践
を

｢

政
治
性｣

に

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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つ
な
げ
る
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
参
加
回
路
が
な
け
れ
ば
、｢

我
々
は
、
消
費
主
義
や
個
人
主
義
の
言
葉
を
容
易
に

盗
む
自
分
の
こ
と
の
み
に
夢
中
な
ナ
ル
シ
ズ
ム
に
陥
っ
て
し
ま
う

(

�)｣

と
コ
ル
テ
ス
は
述
べ
て
い
る
。

先
に
何
度
も
言
及
し
た
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
者
で
あ
り
、
コ
ル
テ
ス
の
右
腕
で
も
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
女
史
は
、
コ
ル
テ
ス
か
ら

権
力
や
政
治
、
公
共
政
策
や
哲
学
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
彼
女
は
、｢

私
は
、
個
人
的
な
意
味
で
は
、
関
係
性
の
権
力

が
分
か
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
は
、
皆
さ
ん
も
家
族
の
中
で
学
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
一
人
で
は
存
在
で
き
な
い
の
で

す｣

。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
認
識
が

｢

政
治
性｣

と
の
関
係
で
重
要
で
あ
る
と
気
づ
い
た
の
は
、｢

こ
の
組
織
に
入
っ
た
時
で
す

(

�)｣

と

言
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
や
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
に
は
、｢

積
極
的
に
関
係
性
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
自
分
を
い
つ
も
ア
ク
タ
ー
と
見
る
必
要
が
あ
り
、
決
し
て
受
動
的
な
人
間
と
見
て
は
な
り
ま
せ
ん

(

�)｣

と
い
う
の
が
彼
女
の
理

解
で
あ
る
。

コ
ル
テ
ス
ら
に
と
っ
て
、
家
族
と
政
治
、
個
人
と
政
治
は
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
先
に
触
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
レ

イ
ダ
ー
は
、
人
々
に
自
分
た
ち
よ
り
も
広
い
文
脈
で
考
え
る
よ
う
に
求
め
る
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
政
治
活
動
の
神
学
は
、
家
族
と
政
治
を
次
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。｢

現
代
の
家
族
生
活
を
破
壊
す
る
も
の
の
多
く
は
、
大
き
な
政
治
的
領
域
で
決
定
さ
れ
る
事

柄
か
ら
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
社
会
生
活
の
中
で
ア
メ
リ
カ
人
を
脅
か
す
孤
立
化
は
、
実
は
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
政
治
の
土
台
を
掘
り

崩
す
疎
外
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
い｣

と
。
ア
メ
リ
カ
人
は
、
最
終
的
に
悪
化
し
た
政
治
的
関
係
に
対
決
す
る
こ
と
な
く
破

壊
さ
れ
た
個
人
間
の
関
係
を
修
復
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
の
認
識
を
示
す
コ
ル
テ
ス
は
、
グ
レ
イ
ダ
ー
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。｢

我
々
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
人
々
を
、
個
人
的
な
苦
痛
か
ら
、
シ
ニ
シ
ズ
ム
と
消
極
的
態
度
か
ら
引
き
出
し
て
、

集
団
的
活
動
の
中
で
他
の
人
々
と
結
び
つ
け
る
こ
と
だ

(

�)｣

と
。

コ
ル
テ
ス
は
、
家
族
の
中
で
生
き
残
る
の
と
全
く
同
じ
く
、｢

政
治
の
中
で
生
き
残
る
の
も
関
係
性
の
権
力
に
依
存
し
て
い
る｣
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と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
筆
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。｢

我
々
の
組
織
は
、
家
族
に
取
っ
て

代
わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
家
族
が
、
親
子
、
兄
弟
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
我
々
の
組
織
の
中
で
お
互
い
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
家
族
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
組
織
の
メ
ン
バ
ー
仲
間
の
間
に
い
か
に
し
て
信
頼
を
育
て
上
げ
る
か
。
こ
れ
は

相
互
に
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
信
頼
は
、
お
互
い
に
誠
実
か
つ
ア
カ
ウ
ン
タ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
生

ま
れ
る
の
で
す

(
�)｣
。

チ
ェ
ン
バ
ー
ス
も
、｢
力
と
愛
を
原
動
力
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
全
な
人
格
に
な
る｣

と
述
べ
た
こ
と
は
既
に
紹
介
し
た
。｢

愛

は
存
在
す
る
こ
と
を
必
要
と
さ
れ
る
が
、
力
は
行
動
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
我
々
は
、
我
々
の
力
を
権
威
者
然
と
し
て
振
る
舞

う
人
々
に
迎
合
す
る
よ
う
な
形
で
連
中
に
手
渡
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る

(

�)｣

。
そ
れ
以
上
に
、｢

我
々
は
権
威
に
迎
合
す
る
よ
う
に
訓

練
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
は
親
で
あ
り
、
続
い
て
教
師
で
あ
る
。
そ
し
て
職
場
の
上
司
、
政
治
家
で
あ
る｣

。
し
か
し
、｢

我
々
が
成

長
し
、
知
識
も
備
わ
り
、
自
分
を
知
る
よ
う
に
な
る
と
、
自
ら
の
活
動
に
責
任
を
持
ち
だ
し
、
誰
か
別
の
人
の
力
に
迎
合
し
た
り
、

逆
に
反
対
す
る
時
は
ど
の
よ
う
な
局
面
か
を
自
ら
決
め
だ
す
。
我
々
の
社
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
十
分
な
知
識
に
基
づ
く
同
意
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る

(

�)｣

。

｢

あ
る
が
ま
ま
の
世
界

そ
れ
は
力
だ
。
あ
る
べ
き
世
界

そ
れ
は
愛
だ

(

�)｣

と
い
う
聖
書
的
価
値
と
共
和
主
義
の
伝
統
を
結

合
す
る
Ｉ
Ａ
Ｆ
の

｢

始
ま
り
の
教
育
哲
学｣

は
、
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
リ
ベ
ラ
ル
な
そ
れ
と
は
異
な
り
、
形
成
的
な

政
治
、
つ
ま
り
自
己
統
治
に
必
要
な
特
性
を
市
民
の
中
に
培
う
政
治
を
要
求
す
る

｢

市
民
性
の
政
治
経
済
学

(

�)｣

と
称
さ
れ
る
。
そ
の

サ
ン
デ
ル
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
う
し
た｢
市
民
性
の
政
治
経
済
学｣

が
、
マ
ク
ロ
経
済
的
課
題
の
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
、
財
政
政
策
の
勝
利
と
と
も
に
、｢

成
長
と
配
分
的
正
義
の
政
治
経
済
学｣

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
と
批
判
す
る

(

�)

。

実
際
、
そ
う
し
た
政
治
経
済
学
の
転
換
は
、
学
校
教
育
の
あ
り
方
に
対
し
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
戦
後
ア

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化

35



(356)

メ
リ
カ
の
学
校
改
革
は
、
人
種
統
合
教
育
を
促
し
た
一
九
五
四
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
以
降
、
公
平
を
準
規
と
し
て
、
補
償
教
育

(

貧

困
生
徒
へ
の
教
育
の
機
会
均
等
を
促
進
す
る
初
期
教
育
の
大
規
模
な
努
力
で
あ
る
ヘ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
計
画)

や
無
選
抜
入
学
制
、
ク
ー

ポ
ン
制
な
ど
種
々
の
ア
イ
デ
ア
・
改
革
案
を
提
起
し
、
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
学
校
教
育
の
現
場
に
は
、
人
種
差
別
、
校
内
の

荒
廃
、
高
い
中
退
率
な
ど
の
点
で
、
改
善
の
兆
し
は
み
ら
れ
ず
、
批
判
の
矛
先
は
、
い
い
加
減
な
内
容
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
進
路
別

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
無
理
な
編
成
、
詰
込
み
教
育
な
ど
に
向
け
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
処
し
よ
う
と
一
九
七
〇
年
代
に
始
ま
っ
た

｢

効
果
的
学
校｣

へ
の
取
り
組
み
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
貧
困
家

庭
児
童
の
成
績
の
向
上
、
校
長
の
強
い
指
導
性
の
発
揮
、
基
礎
ス
キ
ル
向
上
へ
の
全
学
的
な
指
導
、
教
師
の
生
徒
に
対
す
る
高
い
期

待
度
が
持
つ
効
用
な
ど
を
鍵
要
素
と
し
て
抽
出
し
、
相
互
の
関
連
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
た

(

�)

。
こ
の
動
き
と
ほ
ぼ
踵
を
合

わ
す
よ
う
に
全
国
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
基
礎
学
力
重
視
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
喧
伝
さ
れ
出
し
た
。
一
九
八
三
年
に
は
レ
ー
ガ
ン
大
統
領

の

｢

教
育
の
卓
越
性
に
関
す
る
全
国
諮
問
委
員
会｣

の
報
告
書
と
し
て
、
学
業
の
卓
越
性
と
国
際
経
済
競
争
力
を
主
張
す
る
連
邦
教

育
省
諮
問
員
会
報
告
書

『

危
機
に
立
つ
国
家

(
�)』
が
公
表
さ
れ
、｢

優
秀
さ｣

と

｢

効
率
性｣

が
教
育
改
革
の
中
心
目
標
と
な
っ
て
久

し
い
。
学
校
改
革
に

｢

教
育
の
市
場
化｣

の
ア
イ
デ
ア
が
組
み
込
ま
れ
、
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
や
チ
ャ
ー
タ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
採
用
が

目
立
ち
だ
し
た
。

一
連
の
学
校
改
革
で
唱
道
さ
れ
る

｢

成
功｣

の
評
価
基
準
を
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、｢

学
校
の
社
会
化｣

に
置
い
た
。
一
九
八
〇

年
代
に
主
流
と
な
っ
た
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
試
験
ベ
ー
ス
の
学
力
評
価
に
対
し
て
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、｢

低
所
得
者
地
区
内
、

あ
る
い
は
そ
の
周
辺
で
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
が
取
り
組
ん
で
き
た
、
テ
ス
ト
の
得
点
に
直
接
に
は
翻
訳
で
き
な
い
広
範
囲
に
わ
た
る
健

康
・
安
全
・
住
居
・
雇
用
問
題
を
忘
れ
去
っ
て
い
る

(

�)｣

と
批
判
し
た
。

神戸学院法学 第48巻第 3･4 号

36



(357)

五

テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
と

｢

新
し
い

『

オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル』

の
政
治｣

(

一)
｢

市
民
性
の
政
治
経
済
学｣

と
社
会
資
本

｢

社
会
福
祉｣

の
商
品
化
を
基
本
ト
ー
ン
と
し
た
政
策
の
下
、
一
向
に
変
わ
ら
な
い
貧
困
者
の
生
活
状
態
は
、
親
に
長
時
間
労
働

を
強
い
、
彼
ら
が
中
間
共
同
体
で
の
活
動
に
割
く
時
間
を
奪
っ
て
き
た
。
衰
退
す
る
社
会
基
盤
と

｢

ギ
ャ
ン
ブ
ル
め
い
た
テ
ス
ト
体

制

(
h

ig
h
-stak

e
s

te
stin

g
re

g
im

e)｣

に
縛
ら
れ
る
教
師
の
疲
弊
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
学
校
と
の
関
係
を
難
し
い
も
の
に
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
難
局
に
対
応
す
る
が
ご
と
く
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
親
の
学
校
へ
の
生
成
・
変
形
型
関
与
を
促
し
、
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
心
部
に
引
き
込
み
、
学
校
の
評
価
基
準
を
変
え
、
公
教
育
に
投
入
さ
れ
る
人
的
・
財
政
的
資
本
を
増
や
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

子
ど
も
、
保
護
者
、
近
隣
住
民
が
、
多
様
な
観
点
、
多
様
な
利
益
の
立
場
か
ら
お
互
い
に

｢

市
民
性
の
政
治
経
済
学｣

を
実
践
す
る

場
と
し
て
学
校
を
位
置
づ
け
る
取
り
組
み
が
模
索
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
た
め
の
基
地
と
し
て
の｢

学
校｣

を
コ
ル
テ
ス
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
種
の
共
同
体
を
作
り
出
そ
う
と
す
れ
ば
、
真
の
教
え
る
・
学
ぶ
文
化
を
育
て
よ
う
と
戦
略
を
練
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
に
は

必
ず
、
協
働
を
厭
わ
な
い
親
や
教
師
、
賃
金
労
働
者
や
地
域
の
他
の
制
度(

教
会
、
ユ
ダ
ヤ
教
会
、
モ
ス
ク
、
寺
院)

の
メ
ン
バ
ー

に
有
望
な
リ
ー
ダ
ー
候
補
を
見
出
す
た
め
に
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
一
緒
に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
親
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育
て
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
学
校
集
団
を
共
に
導
き
、
公
共
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
可
能
性
を
大
き
く
し

た
り
、
学
校
の
教
育
課
程
を
生
徒
に
よ
り
や
り
が
い
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
意

味
す
る
の
で
す
。
地
域
社
会
の
諸
制
度
が
学
校
生
活
に
関
与
す
る
こ
と
は
、
住
民
間
の
結
束
を
深
め
、
学
校
と
い
う
制
度
が
改
善

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
す

(

�)

。

テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
学
校
改
革
は
、
住
民
の
間
に
広
が
る
冷
笑
主
義
と
無
関
心
の
悪
循
環
か
ら
信
頼
・
連
帯
・
互
酬
性
の
好
循
環
へ

と
い
か
に
す
れ
ば
変
質
で
き
る
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
道
筋
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
、
都
市
近
隣
住
区
、

周
縁
居
住
区
の
低
所
得
層
の
生
徒
の
学
業
成
績
向
上
へ
の
市
民
的
な
関
心
の
潜
在
的
な
力
を
開
花
・
発
展
さ
せ
る
手
順
を
も
示
し
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
、
共
同
体
主
義
者
や
一
部
の
社
会
資
本
論
者
に
よ
っ
て
現
代
政
治
に
不
足
し
て
い
る
の
は
、
対
立
で
は
な
く
協
力
・
協

働
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
資
本
が
提
供
す
る
も
の
は
、
協
力
の
単
な
る
代
替
物
で
は
な
く
、
対
立
に

と
っ
て
の
必
要
定
数
で
あ
る
こ
と
を
デ
ニ
ス
・
シ
ャ
ー
リ
ー
の
提
携
学
校

(

Ａ
Ｓ)

研
究
は
示
し
て
い
る

(

�)

。
そ
し
て
、
そ
の

｢

社
会

資
本｣

に
つ
い
て
コ
ル
テ
ス
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。｢

社
会
資
本
は
現
在
の
議
論
で
は
聞
き
慣
れ
た
用
語
で
は
な
い
が
、

危
機
の
解
決
や
貧
困
の
軽
減
に
我
々
が
既
に
理
解
し
て
い
る
他
の
資
本
と
同
様
に
重
要
で
あ
る
。＜

中
略＞

広
い
支
持
基
盤
を
持
つ

我
々
の
組
織
は
、
人
間
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
埋
め
込
ま
れ
た
社
会
資
本
を
建
設
し
、
拡
大
し
、
か
き
混
ぜ
る
努
力
を
し
て
い
る

(

�)｣

。

コ
ル
テ
ス
は
、
社
会
資
本
の
創
出
に
必
要
な
こ
と
は
、
対
立
と
協
調
の
せ
め
ぎ
あ
う
中
で
の
妥
協
に
向
け
て
の
交
渉
に
依
存
す
る
、

と
考
え
た
の
で
あ
る
。

社
会
資
本
論
は
、
宗
教
組
織
、
近
隣
住
区
組
織
、
自
発
的
結
社
を
含
む
、
あ
る
い
は
福
祉
国
家
の
官
僚
制
と
市
場
の
予
測
で
き
な

い
変
化
と
の
間
に
存
在
す
る

｢

市
民
社
会｣

の
重
要
な
媒
介
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
知
の
新
た
な
形
態
を
生
み
出
す

(

�)

。
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ

も
、｢

わ
れ
わ
れ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

わ
れ
わ
れ
の
社
会
、
政
治
的
伝
統
、
知
的
伝
統

と
の
繋
が
り
は
、
わ
れ
わ
れ
が
、

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
、
自
然
の
も
の
で
は
な
く
わ
れ
わ
れ
の
も
の
、
発
見
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
形
成
さ
れ
た
も
の
、
人
間
が
作
っ
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て
き
た
多
く
の
も
の
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
と
き
に
、
強
め
ら
れ

(

�)｣

、｢

遠
い
親
戚
ま
で
含
む
家
族
よ
り
も
、
も
っ
と
大
き
な
集
団
に

力
が
与
え
ら
れ
な
い
以
上
、
個
人
の
成
功
は
そ
の
周
囲
の
人
間
を
見
捨
て
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性

(

�)｣

が
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。コ

ル
テ
ス
が
い
う

｢

人
間
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣

は
、
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
場
合
、
既
に
紹
介
し
た
幾
層
に
も
重
な
る
多
様
な

学
習
活
動
、｢
学
び
の
共
同
体｣

に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
。
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
や
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
は
、
大
半
の
教
師
教
育
コ
ー

ス
が
指
導
を
改
善
し
、
最
も
複
雑
な
宗
教
的
・
政
治
的
ジ
レ
ン
マ
の
束
を
学
習
者
の
眼
前
に
置
く
も
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
野
心
的

な
努
力
の
結
果
と
し
て
、
教
師
が
出
席
す
る
大
半
の
専
門
的
な
発
達
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
参
加
者
の

｢

一
般
的
な
関
与
よ
り
も
個
人
的

な
関
与
の
よ
り
深
遠
な
側
面
を
生
か
そ
う
と
す
る
。
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
に
お
い
て
は
、
シ
リ
ア
ス
な
研
究
や
知
的
関
与
は
、
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
な
余
暇
で
は
な
く
、
各
組
織
で
進
み
つ
つ
あ
る
発
展
の
建
設
的
部
分

(

�)｣

で
あ
る
と
シ
ャ
ー
リ
ー
は
述
べ
て
い
る
。

(

二)
｢

新
し
い
政
治｣

と

｢

新
し
い

『

オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル』

の
政
治｣

政
党
は
か
つ
て
、
都
市
マ
シ
ー
ン
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
地
元
住
民

(

た
だ
し
、
黒
人
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
少
な
い)

を
教
会
、

友
愛
団
体
、
ビ
ジ
ネ
ス
団
体
、
専
門
職
ク
ラ
ブ
な
ど
の
地
元
組
織
と
結
び
つ
け
て
い
た
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
、
マ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
技
術
の
発
達
な
ど
に
よ
っ
て
、
政
党
は
こ
う
し
た
結
び
つ
き
を
失
っ
た
。
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
戦
略
を
駆
使
し
た
政
治
的
代
表
の
永

久
選
挙
が
常
態
化
し
、
選
挙
コ
ン
サ
ル
、
世
論
調
査
専
門
家
、
大
口
献
金
者
が
政
党
組
織
者
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。

階
級
交
差
的
な
連
邦
型
全
国
的
団
体
は
、
シ
ー
ダ
・
ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
が
膨
大
な
デ
ー
タ
を
基
に
分
析
し
た
よ
う
に
衰
退
し
た

(

�)

。
そ

れ
に
代
わ
っ
て
台
頭
し
て
き
た
の
が
、
会
員
の
多
く
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
だ
け
に
顔
を
見
せ
る

｢

胴
体
な
き
頭｣

型
組
織
へ
の
変

質
で
あ
り
、
権
利
主
唱
型
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
グ
ル
ー
プ
や
小
集
団
の
繁
茂
で
あ
る

(

�)

。
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
絞
る
対
象
は

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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｢

招
待
客｣

の
み
で
あ
り
、
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た
草
の
根
的
な
働
き
か
け
は
忘
却
さ
れ
た
。｢

直
接
的
・
参
加
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

が
か
つ
て
な
く
盛
り
上
が
っ
て
き
た
反
面
、
皮
肉
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
街
角
の
普
通
の
市
民
は
、
そ
の
結
果
に
嫌
気
が
差
し
て
い

る

(

�)｣
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
シ
ア
ー
は
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
貧
困
層
支
援
の
方
法
に
も
観
察
で
き
る
。
貧
困
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
団
体
は
か
つ
て
、
大
き
な
財
団
に

支
援
を
働
き
か
け
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
し
か
し
、
既
に
一
九
六
〇
年
代
に
は
フ
ォ
ー
ド
財
団
は
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
で
政
治
的

に
活
動
的
な
黒
人
や
他
の
集
団
が
、
過
度
に
急
進
的
で
あ
る
と
批
判
し
、
彼
ら
に
対
す
る
支
援
を
引
き
揚
げ
始
め
た
。
他
の
財
団
も

こ
れ
に
追
随
し
た

(

�)

。
多
く
の
財
団
は
、
貧
困
者
の
自
己
決
定
力
を
エ
ン
パ
ワ
ー
し
よ
う
と
す
る
政
治
的
な
組
織
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
化
よ
り
も
、
社
会
改
良
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
財
団
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
で

は
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
支
援
す
る
傾
向
を

強
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
府
も
貧
困
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
者
に
な
っ
た
。
そ
の
政
策
意
図
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
政
治

活
動
に
携
わ
る
集
団
や
運
動
が
、
自
分
た
ち
の
努
力
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
方
に
向
け
る
こ
と
を
促
す
こ
と

に
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
一
九
六
〇
年
代
の

｢

貧
困
の
撲
滅｣

は
、
九
〇
年
代
末
に
は
、｢

貧
困
の
私
化｣

｢

福
祉
受
給
金
資
格
の
剥
奪｣

と
い
う

言
葉
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
、｢
こ
れ
ま
で
我
々
が
知
っ
て
い
た
社
会
福
祉
に
終
止
符
を
打
つ｣

と
宣
言

し
て
以
来
、
全
国
レ
ベ
ル
で
貧
困
者
層
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
削
減
さ
れ
、
公
的
支
援
受
給
者
が
最
低
限
度
額
未
満
の
賃
金
の
仕
事
に
追

い
や
ら
れ
、
民
主
党
政
権
の
下
、
公
的
セ
ク
タ
ー
の
民
営
化
も
進
ん
だ
。
一
九
八
〇
年
代
に
著
名
な
社
会
学
者
で
あ
り
社
会
運
動
家

の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
ロ
ワ
ー
ド
と
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ピ
ヴ
ェ
ン
が
批
判
し
た
状
況
、
す
な
わ
ち
社
会
サ
ー
ビ
ス
関
連
費

用
へ
の
厳
し
い
切
込
み
、
個
人
の
権
利
や
給
付
の
再
定
義
が
進
め
ら
れ
る
な
か
、
低
所
得
者
地
域
の
住
民
や
彼
ら
の
組
織
が
公
的
な
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議
論
に
有
効
に
参
加
す
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
減
少
し
た
と
の
指
摘
は
、
九
〇
年
代
以
降
の
状
況
に
も
妥
当
し
よ
う

(

�)

。

こ
う
し
た
状
況
と
符
合
し
て
、
権
利
主
張
型
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
グ
ル
ー
プ
は
増
え
た
が
、
政
策
を
め
ぐ
る
公
的
議
論
へ
の
貧
困
層

の
参
加
は
減
少
し
、
彼
ら
へ
の
支
援
の
仕
方
は
変
わ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
主
と
し
て
米
南
西
部
を
舞
台
と
し
て
、｢

場
所
の
政

治
を
超
え
る
幅
広
い
運
動

(

�)｣

を
展
開
し
て
き
た
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
低
所
得
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
草
の
根
的
な
民
衆
動
員

と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
を
テ
コ
に
、
生
活
賃
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
経
済
的
リ
ベ
ラ
ル
要
素
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
公
職
進
出
な

ど
社
会
的
・
政
治
的
リ
ベ
ラ
ル
要
素
の
結
合
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
大
い
に
注
目
に
値
す
る

(

�)

。

団
体
が
雇
う
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
は
地
元
団
体
と
協
働
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ダ
ー
を
選
び
、
彼
ら
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
る
。

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ダ
ー
を
訓
練
し
、
次
の
段
階
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
自
身
が
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
活
動
目
標
を
明
確
に

意
識
化
で
き
る
よ
う
に
彼
ら
か
ら
距
離
を
と
る
。
彼
ら
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
教
区
委
員
会
で
の
議
論
や
近
隣
の
人
々
と
の
会
話
を
こ
な

し
、
ハ
ウ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ブ
ロ
ッ
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
組
織
化
な
ど
様
々
な
局
面
に
参
画
す
る
。
ベ
テ
ラ
ン
の
プ
ロ
の
オ
ー
ガ

ナ
イ
ザ
ー
は
、
自
分
た
ち
の
専
門
的
意
見
を
リ
ー
ダ
ー
の
関
与
に
民
主
的
に
結
び
つ
け
、
地
域
を
全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
係
づ

け
よ
う
と
し
た
。｢

関
係
的
パ
ワ
ー｣

を
連
邦
構
造
型
へ
と
結
合
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
一
般
メ
ン
バ
ー
間
に
自
分
た
ち
の
問
題
は

自
分
た
ち
で
解
決
で
き
る
と
い
う
信
念
を
植
え
付
け
、
血
肉
化
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
低
所
得
層
地
域
の
学
校
を
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
再
建
・
強
化
す
る

こ
と
を
求
め
た
。
そ
こ
を
活
動
の
場
と
し
て
、
地
域
の
多
数
の
親
、
教
師
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ダ
ー
が
相
互
に
活
発
な
議
論
を

交
わ
し
、
草
の
部
民
主
主
義
を
実
践
し
て
き
た
。
多
様
な
教
育
活
動
、
学
習
活
動
の
複
雑
な
網
の
目
が
、
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
組
織

化
が
他
の
同
種
の
組
織
と
比
較
し
て
反
省
的
で
理
論
的
に
洗
練
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

テ
キ
サ
ス
を
中
心
と
し
た
米
南
西
部
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
米
東
海
岸
を
拠
点
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
産
業

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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地
域
事
業
団

(

Ｉ
Ａ
Ｆ)

は
、
全
国
的
な
、
そ
し
て
最
終
的
に
は

｢

グ
ロ
ー
バ
ル
な
決
定
作
成
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
結
び
つ
け

る
道

(
�)｣

を
模
索
し
て
い
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
も
各
地
の
支
部
組
織
が
、
よ
り
高
次
な
次
元
で
有
効
に
機
能
す
る
力
、
民
衆
自
身

が
政
治
的
決
定
権
を
持
つ
公
的
世
界
の
担
い
手
に
な
る
必
要
が
あ
っ
た
。

Ｉ
Ａ
Ｆ
は
政
治
的
に
有
効
な
パ
ワ
ー
を
獲
得
、
保
持
す
る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織
化
を
十
分
に
行
い
、
そ
れ
を
政
治
シ

ス
テ
ム
に
結
び
つ
け
、
政
党
が
従
来
発
揮
し
て
い
た
媒
介
組
織
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ー
ク
・
ウ
ォ
レ
ン
の
表
現
を

借
り
れ
ば
、｢

新
し
い

『
オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル』

の
政
治

(
N

e
w

“
O

ld
S

ty
le

”
P

o
litics
(

�))｣

を
実
践
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
マ
イ
ケ

ル
・
サ
ン
デ
ル
は
、
こ
の

｢
新
し
い

『

オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル』

の
政
治｣

に
期
待
を
寄
せ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

地
域
へ
の
愛
着
は
、
私
的
な
追
求
を
超
え
た
共
同
生
活
に
市
民
を
引
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
公
的
な
事
柄
に
参
加
す
る
習

慣
を
培
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
統
治
に
役
立
つ
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
地
域
へ
の
愛
着
の
お
か
げ
で
、
市
民
は

｢

自
分
た
ち
の
手
の
届
く
狭
い
領
域
で
統
治
の
技
術
を
駆
使｣

で
き
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
理
屈
の
う
え
で
は＜

中
略＞

市

民
的
能
力
は
、
地
域
や
町
役
場
、
教
会
や
シ
ナ
ゴ
ー
グ
、
労
働
組
合
や
社
会
運
動
で
ま
ず
目
を
覚
ま
し
、
や
が
て
全
国
に
向
け
て

発
揮
さ
れ
る
の
だ

(

�)

。
六

結
び
に
代
え
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
化
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ベ
リ
ー
ら
が
行
っ
た
、
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム

(

ア
ラ
バ

マ
州)

、
デ
イ
ト
ン

(

オ
ハ
イ
オ
州)

、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

(

オ
レ
ゴ
ン
州)
、
セ
ン
ト
ポ
ー
ル

(

ミ
ネ
ソ
タ
州)

、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
の

比
較
研
究
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
が
そ
の
実
効
性
で
他
の
都
市
よ
り
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、
市
当
局
へ
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の
対
抗
力
は
居
住
区
人
口
構
成
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
多
さ
に
比
例
し
、
構
成
比
が
高
い
地
域
ほ
ど
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
活
動
は
活
発
で
あ

り
、
活
動
当
初
は
、｢

ア
リ
ン
ス
キ
ー
型
の
対
決
戦
術
、
後
に
は
草
の
根
活
動
を
ベ
ー
ス
と
す
る
政
治
的
な
影
響
力
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
結
果
、
大
半
の
争
点
に
お
い
て
市
議
会
で
多
数
派
を
確
保｣

す
る
ま
で
に
政
治
的
力
を
増
進
し
、
ま
た
市
民
的
能
力

(

政
治
的
有
効
感
、
自
己
実
現
、
知
識)

も
高
い
こ
と
を
観
察
し
て
い
る

(

�)

。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
体
感
を
ベ
ー
ス
と
し
た
参
加
と
責
任
を
構
造
化
し
た
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
よ
う
な
組
織
が
政
治
に
関
わ
る
と
き
に
生
ま

れ
る

｢

新
し
い

『

オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル』

の
政
治｣

を
、
ハ
リ
ー
・
ボ
イ
ト
は

｢

革
新
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

(

�)｣

と
呼
ん
だ
。
ボ
イ
ト
の

説
明
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
は
、｢

七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
復
活
し
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
体
現
者
で
あ
る
。
彼

ら
に
見
ら
れ
る
民
主
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
市
民
・
労
組
エ
ネ
ル
ギ
ー
連
合
や
シ
チ
ズ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は
る

か
に
超
え
て
成
長
し
つ
つ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
近
隣
を
形
成
す
る
何
千
と
い
う
地
域
団
体
に
も
、
こ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
教
会
な
ど
宗
教
団
体
の
社
会
活
動
に
新
し
い
精
神
を
吹
き
込
ん
だ
の
も
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

(

�)｣

で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
と
い
わ
れ
た
人
民
党

(

北
東
部
の
独
占
資
本
化
し
つ
つ
あ
る

｢

泥
棒
貴
族｣

へ
の
反
発

を
強
め
る
中
西
部
の
農
本
主
義
的
運
動
を
ベ
ー
ス
に
一
八
九
一
年
に
設
立
。
比
較
的
短
命
に
終
わ
る)

の
指
導
者
や
キ
ン
グ
牧
師
と

い
っ
た
進
歩
的
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
民
衆
指
導
者
た
ち
の
表
現
で
は
、｢

ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
と
は
、
分
か
ち
合

う
夢
の
こ
と
で
あ
っ
た｣

と
ボ
イ
ト
は
述
べ
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、｢

協
同
福
祉
国
家

コ

モ

ン

ウ

ェ

ル

ス｣

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
私
有
財
産
そ
れ
自
体
は
、
決
し
て
目
的
で
は
な
か
っ
た
。
ベ
ン
ジ
ャ

ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
書
い
た
よ
う
に
、
財
産
は
単
な
る

｢

社
会
の
隷
属
物｣

で
あ
っ
て
、
財
産
を
所
有
す
る
人
間
は
、
全
体

の
福
利
の
た
め
の
管
財
人
と
し
て
行
動
す
る
重
大
な
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
。＜

中
略＞

革
新
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
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私
た
ち
国
民
の

｢

共
有
財
産｣

と
い
う
意
識
を
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
。
革
新
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
大
企
業
の
利
己
主
義
に
挑

戦
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
国
内
産
業
は
近
代
化
を
必
要
と
し
、
我
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
投
資
に
よ
る
再
活
性
化
を
必
要
と
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
大
企
業
は
、
貴
重
な
資
金
を
投
機
や
企
業
買
収
、
海
外
投
資
に
浪
費
し
て
い
る
の
で
あ
る

(

�)

。

Ｉ
Ａ
Ｆ
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
だ
と
い
う
場
合
、
エ
リ
ー
ト
不
信
、
反
税
、
性
的
嗜
好
へ
の
道
徳
的
反
感
な
ど
に
訴
え
る
右
派
ポ
ピ
ュ

リ
ス
ト
と
は
異
な
る
。
後
者
の
反
政
治
的
運
動
は
Ｉ
Ａ
Ｆ
と
は
方
向
性
を
逆
に
し
、｢

規
範
的
制
約
と
民
主
的
に
樹
立
さ
れ
た
権
威

の
内
部
構
造

(

�)｣

を
欠
く
傾
向
に
あ
る
。
ボ
イ
ト
が
参
照
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
よ
う
な
草
の
根
活
動
を
基
盤
と
し
た
革
新
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
は
、
自
己
教
育
を
伴
わ
な
い
自
己
主
張
を
繰
り
返
す
反
知
性
主
義
的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
別
物
で
あ
り
、
そ
の
対
極
に
あ
る
と

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
は
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
基
盤
を
置
く
組
織
は
、
米
国
市
民
の
民
主
的
生
活
を
再
び
元
気
づ

け
、
諸
政
治
制
度
を
働
く
人
々
や
彼
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ニ
ー
ズ
や
野
心
に
再
び
結
び
つ
け
る
こ
と
に
対
す
る
米
国
の
最
善
の
希

望
の
一
つ
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
、
そ
の
思
想
と
行
動
を
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
指
導
者
た
ち
は
、
公
民
的
保
守

主
義
者
と
同
様
に
、｢

家
族
、
近
隣
、
そ
し
て
教
会
と
い
っ
た
中
間
団
体
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
団
体
が
担
う
人
格
形
成
上
の
役
割
の

重
要
性
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
組
織
は
政
治
活
動
の
出
発
点
で
あ
り
、
共
同
体
で
の
生
活
か
ら

得
る
道
徳
的
な
資
源
を
共
和
主
義
的
な
意
味
に
お
け
る
自
由
の
行
使
に
結
び
つ
け
る
手
段
で
も
あ
る

(

�)｣

と
。

と
こ
ろ
で
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
は
、
若
き
時
代
に
シ
カ
ゴ
で
展
開
し
た
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
仕
事
か
ら
得
た
教
訓
を
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
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言
葉
と
行
動
を
一
致
さ
せ
、
心
か
ら
の
願
い
と
実
行
可
能
な
計
画
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
こ
そ
が
自
尊
心

の
源
に
な
る
の
で
は
な
い
か
？
私
は
そ
う
考
え
て
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
の
仕
事
を
始
め
た
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
考
え
を
辿
っ
て
行
く

と
、
私
に
と
っ
て
の
人
種
や
文
化
の
純
粋
さ
を
追
求
す
る
こ
と
が
自
尊
心
の
源
に
な
ら
な
い
と
同
じ
よ
う
に
、
も
は
や
そ
れ
は
一

般
の
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
自
尊
心
の
源
に
も
な
ら
な
い
、
と
い
う
結
論
に
達
す
る
の
で
あ
る

(

�)

。

コ
ル
テ
ス
は
、
オ
バ
マ
が
い
う
純
粋
さ
の
追
求
が
も
た
ら
す

｢

敵
対
を
交
渉
に
、
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
共
同
体
的
な
政
治

的
言
説｣

に
、｢

人
種
や
文
化
の
純
粋
さ
を
追
求
す
る｣
｢

人
種
的
に
同
質
的
な
宗
教
団
体
を
多
人
種
的
な
地
元
系
列
組
織
に
、
広
い

民
衆
参
加
を
中
央
の
権
威
に
結
合
す
る｣

こ
と
が
重
要
だ
と
主
張
す
る
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
が
一
貫
し
て
こ
だ
わ
っ
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

基
盤
と
し
た
組
織
化
、
そ
し
て
組
織
内
部
で
の
権
威
＝
参
加
が
紡
ぎ
出
す
ア
カ
ウ
ン
タ
ブ
ル
な
関
係
的
パ
ワ
ー
を
連
邦
構
造
的
に
組

織
化
す
る
こ
と
こ
そ
、｢

普
通
の
市
民
や
納
税
者
が
、
彼
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
権
力
と
政
治
の
関
係
を
再
編
し
う
る
能
力

と
自
信
を
築
き

(

�)｣

、｢

自
尊
心｣

を
高
め
、
民
衆
の
政
治
的
な
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
促
進
す
る
の
で
あ
る
。

｢

普
通
の
人
々
が
自
分
自
身
の
専
門
家
と
な
り
、
複
雑
な
複
数
の
争
点
を
理
解
し
、
自
己
利
益
の
理
解
を
進
め
る
能
力

(

�)｣

を
コ
ル

テ
ス
は
市
民
的
政
治
文
化
と
形
容
し
た
。
家
族
、
教
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
に
育
成
さ
れ
る
こ
う
し
た
市
民
的
政
治
文
化
が
Ｉ

Ａ
Ｆ
の
リ
ー
ダ
ー
を
再
生
産
し
て
ゆ
く
。
メ
ア
リ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
、｢

政
治
的
右
派

イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
よ
る
理
性
や
常
識
の
打
倒

に
、
あ
る
い
は
政
治
的
左
派

そ
の
神
聖
な
犯
す
べ
か
ら
ず
制
度
が
明
瞭
な
思
考
や
決
定

的
な
行
動
を
阻
害
し
て
き
た

に
屈
し
て
こ
な
か
っ
た
人
々
で
あ
り｣
、
ま
た

｢

政
治
家
や
メ
デ
ィ
ア
、
企
業
や
労
働
指
導
者
に

よ
っ
て
容
易
に
取
り
込
ま
れ
た
り
、
ミ
ス
リ
ー
ド
さ
れ
な
い
人
々
で
あ
る

(
�)｣
。
そ
う
し
た
人
々
を
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
次
の
よ
う
に
描
い

て
い
る
。
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｢

あ
る
べ
き
世
界｣

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
抱
い
て
い
る
が
、｢

現
実
の
世
界｣

の
中
で
働
い
て
き
た
。
彼
ら
は
政
治
的
な
現
実
を
理
解

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
彼
ら
は
現
実
と
政
治
的
夢
想
の
違
い
も
知
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
こ
と
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
正
し
い
こ
と
と
有
効
な
こ
と
の
違
い
を
学
ん
で
い
た
し
、
有
効
で
あ
る
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と
が
、
時
に
は
よ
り
賢
い

選
択
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
、
教
会
の
人
々
の
多
く
が
善
行

(
g

o
o

d
n

e
ss)

と
呼
ぶ
も
の
を
不
屈
の
精
神
を
も
っ

て
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
サ
ー
ク
ル
に
よ
っ
て
は
、
彼
ら
の
不
屈
さ
が
彼
ら
の
神
に
悪
名
を
与

え
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、
不
屈
さ
と
善
行
は
魅
力
の
あ
る
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
う
る
こ
と

特
に
両
者
が
、

数
の
強
さ
、
知
識
の
力
、
目
標
の
明
確
さ
、
確
信
の
勇
気
か
ら
動
く
と
き
に
は

も
ま
た
学
ん
だ

(

�)

。

こ
う
し
た
市
民
的
能
力
を
ベ
ー
ス
と
し
た
｢

新
し
い

『

オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル』

の
政
治｣

を
具
現
し
よ
う
と
す
る
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、｢

自

発
す
る
民
主
主
義｣

を
構
想
す
る

｢

哲
学
す
る
市
民

(

�)｣

に
豊
か
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
米
連
邦
政
府
が
、
経
済
成
長
と
福
祉
国
家
の
拡
充
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
今
日
で
も
自
由
、
平
等
、

人
権
の
保
障
に
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
二
一
世
紀
の
政
治
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
時
の
労
働
長

官
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
ラ
イ
シ
ュ
が
い
う

｢

ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

(

�)｣

以
降
に
広
が
る

｢

深
淵｣

、
あ
る
い
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
歴

史
学
者
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｓ
・
メ
イ
ヤ
ー
が
い
う

｢

民
主
主
義
の
道
徳
的
危
機

(

�)｣

が
深
ま
る
な
か
、
進
行
す
る
新
た
な
社
会
的
亀
裂
、

新
た
な

｢

飛
び
地｣

的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
サ
イ
バ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
へ
の
不
可
逆
的
昂
進
に
よ
っ
て
今
ま
で
以
上
に
断
片
化
、

多
元
化
、
流
動
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。｢

分
断｣

が
囁
か
れ
る
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
は
、
新
旧
の
公
的
争
点
の
た
え
ざ
る
再

定
義
化
を
前
に
、
従
来
の
選
挙
政
治
、
政
党
政
治
、
利
益
媒
介
政
治
は
苦
境
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
な
に
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕

生
・
混
乱
を
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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｢

民
主
主
義
の
死
に
方

(

�)｣

が
語
ら
れ
る
な
か
、
責
任
と
応
答
性
の
高
い
自
立
的
な
民
主
的
統
治
を
領
域
や
場
所
に
根
を
張
る

｢

社

会
基
盤｣

を
ベ
ー
ス
に
い
か
に
実
現
で
き
る
の
か
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
、
な
か
ん
ず
く
テ
キ
サ
ス
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
実
践
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
つ

の
答
え
は
、｢

学
び
の
共
同
体｣

を
通
じ
て
の
市
民
の
政
治
へ
の
積
極
的
関
与
、
政
治
的
平
等
、
連
帯
・
信
頼
・
寛
容
、
創
造
的
妥

協
の
技
術
を
特
徴
と
す
る
市
民
共
同
体
の
創
出
あ
る
い
は
再
生
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。

注

(

�)

ア
リ
ン
ス
キ
ー
に
関
す
る
邦
語
文
献
に
は
、
石
神
圭
子

｢

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織
化
運
動

ソ
ー
ル
・
ア
リ

ン
ス
キ
ー
の
思
想
と
実
践

�
�
�
�｣

『

北
大
法
学
論
集』

第
六
五
巻
第
一
号

(

二
〇
一
四
年
五
月)

一
三
三－

一
五
六
頁
、
第
六
五
巻

第
三
号

(

二
〇
一
九
年
九
月)
一
九
〇－

二
五
八
頁

(

二
〇
一
四
年
一
一
月)

二
一
八－

二
八
四
頁
、
第
六
五
巻
第
六
号

(

二
〇
一
五
年

三
月)

五
三
八－

五
七
二
頁
が
あ
る
。
バ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ザ
・
ヤ
ー
ズ
近
隣
地
区
会
議

(
B

ack
o

f
th

e
Y

ard
s

N
e

ig
h

b
o

rh
o

o
d

C
o

u
n

cil)

に
つ
い
て
は
、R

o
b
e

rt
A

.
S

lay
to

n
,

B
a

ck
of

th
e

Y
a

rd
s
:

T
h

e
M

a
k

in
g

of
a

L
oca

l
D

em
ocra

cy,
C

h
icag

o
,

Ill.:
T

h
e

U
n

iv
e

rsity
o

f

C
h

icag
o

P
re

ss,
1

9
8

6

に
詳
し
い
。

(

�)
M

ich
ae

l
R

.
W

illiam
s,

N
eigh

b
orh

ood
O

rga
n

izin
g

for
U

rb
a

n
S

ch
ool

R
eform

,
N

e
w

Y
o

rk
:

T
e

ach
e

rs
C

o
lle

g
e

P
re

ss,
1

9
8

9
,

p
.

1
4

0
.

(

	)

こ
れ
ら
諸
組
織
と
ア
リ
ン
ス
キ
ー
の
組
織
化
の
戦
術
・
目
標
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、Jo

an
E

.
L

an
co

u
rt,

C
on

fron
t

or

C
on

ced
e
:

T
h

e
A

lin
sk

y
C

itizen
-A

ction
O

rga
n

iza
tion

s,
L

e
x

in
g

to
n
,

M
A

:
L

e
x

in
g

to
n

B
o

o
k

s,
1

9
7

9

を
参
照
。

(


)
S

au
l

A
lin

sk
y
,

“
T

actics
fo

r
th

e
S

e
v

e
n

tie
s,”

in
M

ario
n

K
.

S
an

d
e

rs,
T

h
e

P
rofession

a
l

R
a

d
ica

l:
C

on
versa

tion
s

w
ith

S
a

u
l

A
lin

sk
y,

N
e

w
Y

o
rk

:
P

e
re

n
n

ial
L

ib
rary

,
1

9
6

5
,

p
p
.

6
8

�69
.

(

�)
W

illiam
s,

N
eigh

b
orh

ood
O

rga
n

izin
g,

op
.

cit.,
p
.

1
3

9
.
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(

�)

拙
稿

｢

産
業
地
域
事
業
団

(

Ｉ
Ａ
Ｆ)

の
思
想
と
行
動

ア
リ
ン
ス
キ
ー
と
そ
の
後｣

『

神
戸
学
院
法
学』

第
四
七
巻
第
二
・
三

号
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
八
五
頁
。

(
�)
参
照
、
拙
稿

｢

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
与
と
学
校
改
革
の
政
治
学

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
二
つ
の
事
例
紹
介
を
中
心
と
し
て｣

『

甲
南
法
学』

第
五
〇
巻
第
四
号
、
二
〇
一
〇
年
、
一－

四
二
頁
。

(

�)
S

am
u

e
l

G
.

F
re

e
d

m
an

,
“
E

d
C

h
am

b
e

rs
:

C
o

m
m

u
n

ity
O

rg
an

izin
g
’s

U
n

fo
rg

iv
in

g
H

e
ro

,”
N

ew
Y

ork
er,

M
ay

6
,

2
0

1
5
.

(

�)
E

d
w

ard
T

.
C

h
am

b
e

rs,
O

rga
n

izin
g

for
F

a
m

ily
a

n
d

C
on

grega
tion

,
H

u
n

tin
g

to
n
,

N
Y

:
In

d
u

strial
A

re
as

F
o

u
n

d
atio

n
,

1
9

7
8
,

p
.

6
.

(

�)
D

av
id

M
o

b
e

rg
,

“
C

h
icag

o
’s

O
rg

an
ize

rs
L

e
arn

th
e

L
e

sso
n

o
f

C
A

P
,”

W
ork

in
g

P
a

p
er

for
a

N
ew

S
ociety,

5
,

S
u

m
m

e
r

1
9

7
7
,

p
.

1
8
.

(

�)

ケ
ネ
デ
ィ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
時
代
に
労
働
事
務
次
官
補
と
し
て

｢

貧
困
と
の
戦
い｣

で
社
会
福
祉
政
策
を
主
導
し
た
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｐ
・

モ
イ
ニ
ハ
ン
は
、｢

社
会
的
急
進
主
義
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
要
求
す
る
こ
と
で
は
な
い｣

と
い
う
ア
リ
ン
ス
キ
ー
の
主
張
を
誰
も
非
難
で

き
な
い
と
し
て
、
彼
の
組
織
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
短
期
的
な
有
効
性
は
認
め
る
も
の
の
、
長
期
的
な
そ
れ
に
つ
い
て
は
評
価
を
留
保
し
て
い

る

(
D

an
ie

l
P

.
M

o
y

n
ih

an
,

M
a

xim
u

m
F

ea
sib

le
M

isu
n

d
ersta

n
d

in
g

:
C

om
m

u
n

ity
A

ction
in

th
e

W
a

r
on

P
overty,

N
e

w
Y

o
rk

:
T

h
e

F
re

e
P

re
ss,

1
9

6
9
,

p
p
.

1
8

7

�

1
8

8
.)

。｢

不
満
の
古
傷
を
擦
り
む
け
る
ほ
ど
こ
す
る

(
ru

b
raw

th
e

so
re

s
o

f
d

isco
n

te
n

t)｣

と
い
う
表

現
は
、
ア
リ
ン
ス
キ
ー
の
戦
術
を
高
く
評
価
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｅ
・
シ
ル
バ
ー
マ
ン
の
も
の
で
あ
る

(
M

o
y

n
ih

an
,

ib
id

.,
p
.

1
2

7

か
ら
引
用)

。

(

	)
M

ary
B

e
th

R
o

g
e

rs,
C

old
A

n
ger

:
A

S
tory

of
F

a
ith

a
n

d
P

ow
er

P
olitics,

D
e

n
to

n
,

T
X

:
U

n
iv

e
rsity

o
f

N
o

rth
T

e
x

as
P

re
ss,

1
9

9
0
,

p
.

5
7
.

(


)
R

o
n

ald
A

rias,
“

T
h

e
B

arrio
,”

in
E

d
L

u
d

w
ig

an
d

Jam
e

s
�
��
�����

	
�
e

d
s.,

T
h

e
C

h
ica

n
os

:
M

exica
n

A
m

erica
n

V
oices,

B
altim

o
re

,
M

D
:

P
e

n
g

u
in

B
o

o
k

s,
1

9
7

1
,

p
.

1
2

4
.

こ
れ
ら
五
州
に
ユ
タ
州
、
ソ
ノ
ラ
砂
漠
、
チ
ワ
ワ
州

(

メ
キ
シ
コ)

の
一
部
を
含
む
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地
域
は
、
大
南
西
部

(
G

re
ate

r
S

o
u

th
w

e
st)

と
呼
ば
れ
、｢

辺
鄙
、
孤
立
、
広
大
な
土
地
、
少
な
い
人
口
、
乾
燥
、
広
く
散
ら
ば
る
水

源
、
主
要
な
経
済
的
な
魅
力
の
欠
如｣

を
一
般
的
な
特
徴
と
す
る
。
南
西
部
の
社
会
基
盤
の

｢

社
会
的
複
合
性｣

と
い
っ
た
性
格
は
、
こ

う
し
た
生
態
的
特
徴
の
上
に
立
つ
、
と
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
パ
リ
ー
は
述
べ
て
い
る

(
Jo

h
n

H
.

P
arry

,
“
P

lu
ral

S
o

cie
ty

in
th

e
S

o
u

th
w

e
st:

A
H

isto
rical

C
o

m
m

e
n

t,”
in

E
d

w
ard

H
.

S
p

ice
r

an
d

R
ay

m
o

n
d

H
.

T
h

o
m

p
so

n
,

e
d

s.,
P

lu
ra

l
S

ociety
in

th
e

S
ou

th
w

est,
N

e
w

Y
o

rk
:

In
te

rb
o

o
k
,

In
c.,

1
9

7
2
,

p
p
.

2
9

9

�32
0
.)

。
南
西
部
の
社
会
・
経
済
的
環
境
に
つ
い
て
は
、
大
著
、L

e
o

G
re

b
le

r,
Jo

an
W

.
M

o
o

re
,

an
d

R
alp

h
C

.
G

u
zm

an
,

T
h

e
M

exica
n
-A

m
erica

n
P

eop
le

:
T

h
e

N
a

tion
’s

S
econ

d
L

a
rgest

M
in

ority,
N

e
w

Y
o

rk
:

T
h

e
F

re
e

P
re

ss,
1

9
7

0

のC
h

ap
te

r
3
:

“
T

h
e

M
ilie

u
o

f
th

e
S

o
u

th
w

e
st”

に
詳
し
い
。
南
西
部
を
中
心
に
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人
が
米
国
史
の
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
に
占
め
て
き
た
政
治
経
済
的
位
置
を
、
部
分
の
連
続
と
し
て
描
出
し
た
、L

e
o

b
ard

o
F

.
E

strad
a,

F
.

C
h

ris
�
������

R
e

y
n

ald
o

F
lo

re
s
�
����	�

an
d

L
io

n
e

l
M

ald
o

n
ad

o
,
“
C

h
ican

o
s

in
th

e
U

n
ite

d
S

tate
s
:

A
H

isto
ry

o
f

E
x

p
lo

itatio
n

an
d

R
e

sistan
ce

,”
D

a
ed

a
lu

s,

V
o

l.
1

1
0
,

N
o
.

2
,

S
p

rin
g

1
9

8
1
,

p
p
.

1
0

3

�

1
3

1

は
、
小
史
な
が
ら
、
今
日
の
彼
ら
の
地
位
を
知
る
上
で
も
有
益
で
あ
る
。

(

�)
P

e
te

r
W

ile
y

an
d

R
o

b
e

rt
G

o
ttlie

b
,

E
m

p
ires

in
th

e
S

u
n

:
T

h
e

R
ise

of
th

e
N

ew
A

m
erica

n
W

est,
N

e
w

Y
o

rk
:

G
.

P
.

P
u

tn
am

’s

S
o

n
s,

1
9

8
2
,

p
.

2
7

1
.

(

�)
R

o
g

e
rs,

C
old

A
n

ger,
op

.
cit.,

p
.

5
4
.

一
九
七
七
年
の
選
挙
過
程
に
つ
い
て
は
、H

e
y

w
o

o
d

T
.

S
an

d
e

rs,
“
C

o
m

m
u

n
itie

s

O
rg

an
ize

d
fo

r
P

u
b

lic
S

e
rv

ice
an

d
N

e
ig

h
b

o
rh

o
o

d
R

e
v

italizatio
n

in
S

an
A

n
to

n
io

,”
in

R
o

b
e

rt
H

.
W

ilso
n
,

e
d
.,

P
u

b
lic

P
olicy

a
n

d

C
om

m
u

n
ity

:
A

ctivism
a

n
d

G
overn

a
n

ce
in

T
exa

s,
A

u
stin

,
T

X
,

U
n

iv
e

rsity
o

f
T

e
x

as
P

re
ss,

p
p
.

3
6

�68

に
詳
し
い
。

(

�)
R

o
g

e
rs,

C
old

A
n

ger,
ib

id
.,

p
.

5
6
.

(

�)
B

e
ry

l
E

.
P

e
ttu

s
an

d
R

an
d

all
W

.
B

lan
d
,

T
exa

s
G

overn
m

en
t

T
od

a
y
:

S
tru

ctu
res,

F
u

n
ction

s,
P

olitica
l

P
rocesses,

H
o

m
e

w
o

o
d
,

Ill.
T

h
e

D
o

rse
y

P
re

ss,
1

9
7

6
,

p
.

6
0
.

(

�)

一
九
七
六
年
秋
に
活
動
を
開
始
し
た
コ
ル
テ
ス
の
イ
ー
ス
ト
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、H

arry
C

.
B

o
y

te
,

T
h

e
B

a
ck

ya
rd

R
evolu

tion
:

U
n

d
ersta

n
d

in
g

th
e

N
ew

C
itizen

M
ovem

en
t,

P
h

ilad
e

lp
h

ia,
P

A
:

T
e

m
p

le
U

n
iv

e
rsity

P
re

ss,
1

9
8

0
,

p
p
.
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6
5

�

6
7

に
詳
し
い
。

(
�)

R
o

g
e

rs,
C

old
A

n
ger,

op
.

cit.,
p
.

1
4

5
.

コ
ル
テ
ス
は
、
後
に
リ
ベ
ラ
を
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
雇
い
入
れ
た
。

(
�)
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿

｢

産
業
地
域
事
業
団

(

Ｉ
Ａ
Ｆ)

の
思
想
と
行
動｣

九
七－

一
〇
三
頁
を
参
照
。

(

�)
R

o
g

e
rs,

op
.

cit.,
p
.

5
6
.

(

�)
Ib

id
.,

p
p
.

1
4

7

�15
0
.

(

�)
T

re
v

o
r

F
ish

lo
ck

,
T

h
e

S
ta

te
of

A
m

erica
n

,
L

o
n

d
o

n
:

F
ab

e
r

an
d

F
ab

e
r,

1
9

8
6
,

p
.

7
2
.

(

�)
R

o
g

e
rs,

op
.

cit.,
p
.

9
7
.

(

	)
E

d
w

ard
T

.
C

h
am

b
e

rs,
O

rga
n

izin
g

for
F

a
m

ily
a

n
d

C
on

grega
tion

,
H

u
n

tin
g

to
n
,

N
Y

:
In

d
u

strial
A

re
as

F
o

u
n

d
atio

n
,

1
9

7
8
,

p
.

1
2
.

(


)
R

o
b
e

rt
D

.
P

u
tn

am
,

O
u

r
K

id
s
:

T
h

e
A

m
erica

n
D

rea
m

in
C

risis,
N

e
w

Y
o

rk
:

S
im

o
n

&
S

ch
u

ste
r,

2
0

1
5
,

p
.

7
4
.
[

柴
内
康
文

訳

『

わ
れ
ら
の
子
ど
も

米
国
に
お
け
る
機
会
格
差
の
拡
大』

創
元
社
、
二
〇
一
七
年
、
八
八
頁]

(

�)
C

h
am

b
e

rs,
O

rga
n

izin
g

for
F

a
m

ily,
op

.
cit.,

p
.

3
.

(

�)

前
掲
拙
稿

｢

産
業
地
域
事
業
団

(

Ｉ
Ａ
Ｆ)
の
思
想
と
行
動｣

八
七－

八
八
頁
。

(

)
R

o
g

e
rs,

op
.

cit.,
p
.

9
7
.

(

�)

参
考
、L

aw
re

n
ce

J.
M

o
sq

u
e

d
a,

C
h

ica
n

os,
C

a
th

olicism
a

n
d

P
olitica

l
Id

eology,
L

an
h

am
,

M
D

:
U

n
iv

e
rsity

P
re

ss
o

f
A

m
e

rica,

1
9

8
6
.

(

�)
R

o
g

e
rs,

op
.

cit.,
p
.

9
7
.

(

�)

デ
ー
タ
は
一
九
五
四
年
と
古
い
が
、
Ｍ
・
Ｊ
・
メ
ア
リ
ー
修
道
女
の
調
査
で
は
、
低
家
賃
住
宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
住
む
一
一
八
家
族

の
内
の
九
〇
％
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
曜
礼
拝
を
欠
か
さ
な
い
人
は
三
八
％
に
過
ぎ
ず
、
教
区
行
事
に
参
加
し
た
り
、

子
ど
も
を
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学
校
に
や
っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。M

.
J.

M
u

rray
,

A
S

ocio-C
u

ltu
ra

l
S

tu
d

y
of

1
1

8
M

exica
n
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F
a

m
ilies

L
ivin

g
in

a
L

ow
R

en
t

H
ou

sin
g

P
roject

in
S

a
n

A
n

ton
io,

T
exa

s,
W

ash
in

g
to

n
,

D
C

:
C

ath
o

lic
U

n
iv

e
rsity

o
f

A
m

e
rica,

1
9

5
4
,

p
.

6
4

以
下
を
参
照
。

(
�)

M
o

sq
u

e
d

a,
C

h
ica

n
os,

op
.

cit.,
p
.

1
5

8
.

(

�)
B

e
n

jam
in

M
arq

u
e

z,
C

on
stru

ctin
g

Id
en

tities
in

M
exica

n
-A

m
erica

n
P

olitica
l

O
rga

n
iza

tion
s
:

C
h

oosin
g

Issu
es,

T
a

k
in

g
S

id
es,

A
u

stin
:

U
n

iv
e

rsity
o

f
T

e
x

as
P

re
ss,

2
0

0
3
.,

p
p
.

5
0

�51
.

レ
オ
・
グ
レ
ブ
ラ
ー
ら
に
よ
れ
ば
、
米
南
西
部
の
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人

に
と
っ
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、｢

教
会
へ
の
忠
誠
心
や
宗
教
的
実
践
の
規
範
の
遵
守
だ
け
で
な
く｣

、
彼
ら
の

｢

社
会
状
況
の
改
善
に
前
向
き
に
取
り
組
む
教
会｣

に
徐
々
に
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た

(
G

re
b

le
r,

M
o

o
re

,
an

d
G

u
zm

an
,

T
h

e
M

exica
n
-

A
m

erica
n

P
eop

le,
op

.
cit.,

p
.

4
7

7
.)

。
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
宗
教
と
政
治
活
動
主
義
に
つ
い
て
は
、D

av
id

L
.

L
e

al,
“

R
e

lig
io

n

an
d

th
e

P
o

litical
an

d
C

iv
ic

L
iv

e
s

o
f

L
atin

o
s,”

in
A

lan
W

o
lfe

an
d

Ira
K

atzn
e

lso
n
,

e
d

s.,
R

eligion
a

n
d

D
em

ocra
cy

in
th

e
U

n
ited

S
ta

tes
:

D
a

n
ger

or
O

p
p

ortu
n

ity
?

P
rin

ce
to

n
,

N
J
:

P
rin

ce
to

n
U

n
iv

e
rsity

P
re

ss,
2

0
1

0
,

p
p
.

p
p
.

3
0

8

�35
2

を
参
照
。

(

�)

ラ
ラ
サ
全
国
協
議
会

(

Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ａ)
を
率
い
た
ヘ
ン
リ
ー
・
サ
ン
テ
ィ
ス
テ
ィ
バ
ン
は
、
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人
が
組
織
化
を
行

う
理
由
と
し
て
、
敵
意
と
無
関
心
を
示
す
支
配
社
会
と
い
う

｢

外
部｣

環
境
と
、
資
源
が
少
な
く
、
生
存
そ
の
も
の
が
関
心
事
と
い
う
バ

リ
オ
の

｢

内
部｣

環
境
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る

(
H

e
n

ry
S

an
tie

ste
v

an
,

“
A

P
e

rsp
e

ctiv
e

o
n

M
e

x
ican

-A
m

e
rican

O
rg

an
izatio

n
s,”

in

G
u

s
T

y
le

r,
e

d
.,

M
exica

n
A

m
erica

n
s

T
om

orrow
:

E
d

u
ca

tion
a

l
a

n
d

E
con

om
ic

P
ersp

ectives,
A

lb
u

q
u

e
rq

u
e
,

N
M

:
U

n
iv

e
rsity

o
f

N
e

w
M

e
x

ico
P

re
ss,

1
9

7
5
,

p
.

1
6

4
.)

。
バ
リ
オ
政
治
一
般
に
つ
い
て
は
、B

e
n

jam
in

M
arq

u
e

z,
P

ow
er

a
n

d
P

olitics
in

a
C

h
ica

n
o

B
a

rrio,
L

an
h

am
,

M
D

:
U

n
iv

e
rsity

P
re

ss
o

f
A

m
e

rica,
1

9
8

5
を
参
照
。
ま
た
、
バ
リ
オ
を
基
礎
に
し
た
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
化
に
つ
い
て
は
、P

e
te

r
S

k
e

rry
,

M
exica

n
A

m
erica

n
s
:

T
h

e
A

m
b

iva
len

t
M

in
ority,

N
e

w
Y

o
rk

:
T

h
e

F
re

e
P

re
ss,

1
9

9
3
,

C
h

ap
te

rs
5

&
6

が
有
益
で
あ
る
。

(

�)

チ
ェ
ン
バ
ー
ス
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
資
質
を
鍛
え
ら
れ
た
コ
ル
テ
ス
は
、｢

ア
リ
ン
ス
キ
ー
が
嫌
い
だ
っ
た
し
、
彼
も
私
を
嫌
っ

て
い
た｣

と
述
べ
て
い
る
。
ア
リ
ン
ス
キ
ー
を

｢

仰
々
し
い
自
己
中
心
主
義
、
人
の
話
を
聞
か
な
い
性
格
、
忠
誠
者
を
も
寄
せ
つ
け
な
い
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性
格｣

の
持
ち
主
と
感
じ
て
い
た
コ
ル
テ
ス
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
彼
も
ア
リ
ン
ス
キ
ー
・
モ
デ
ル
を
模
倣
す
る
こ
と
か
ら
活
動
に
入
っ
た
。

ア
リ
ン
ス
キ
ー
が
教
会
を
手
段
視
し
た
と
す
れ
ば
、
コ
ル
テ
ス
は
教
会
そ
の
も
の
を
重
視
し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
彼
で
あ
っ
た
が
、
数
多

く
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
、
ニ
ー
バ
ー
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
以
外
に
も
、
米
国
の
自
由
主
義
神
学
者
で
ド
イ
ツ
の
ル
ー
テ
ル
派
教
会
の
牧

師
・
神
学
者
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
フ
ァ
ー

(

一
九
〇
六－

一
九
四
五)

、
ド
イ
ツ
の
新
約
聖
書
学
者
の
ル
ド
ル
フ
・
カ
ー
ル
・
ブ

ル
ト
マ
ン

(
一
八
八
四－

一
九
七
六)

ら
の
書
物
を
読
み
返
し
、
信
仰
と
社
会
変
動
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
て
い
っ
た

(
W

arre
n
,

D
ry

B
on

es
R

a
ttlin

g,
op

.
cit.,

p
.

5
8
.)

。

(

�)
W

arre
n
,

ib
id

.,
p

p
.

4
8

�

5
0
.

(

�)

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
に
似
た

｢
信
仰
に
基
づ
く
組
織
化｣

は
、
全
米
規
模
で
地
方
組
織
と
協
働
し
て
い
る
太
平
洋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ニ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
協
会

(

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｏ)
、
ガ
マ
リ
エ
ル
基
金
、
直
接
行
動
リ
サ
ー
チ
研
修
所

(

Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｔ)

な
ど
が
あ
る

(

以
下
、
参
照
。

R
ich

ard
L

.
W

o
o

d
,

F
a

ith
in

A
ction

:
R

eligion
,

R
a

ce,
a

n
d

D
em

ocra
tic

O
rga

n
izin

g
in

A
m

erica
,

C
h

icag
o
,

Ill:
T

h
e

U
n

iv
e

rsity
o

f

C
h

icag
o

P
re

ss,
2

0
0

2

、R
ich

ard
L

.
W

o
o

d
an

d
B

rad
R

.
F

u
lto

n
,

A
S

h
a

red
F

u
tu

re
:

F
a

ith
-B

a
sed

O
rga

n
izin

g
for

R
a

cia
l

E
qu

ity
a

n
d

E
th

ica
l

D
em

ocra
cy,

C
h

icag
o
,

Ill:
T

h
e

U
n

iv
e

rsity
o

f
C

h
icag

o
P

re
ss,

2
0

1
5)

。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
・
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
ズ
調
査
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
一
三
三
の
団
体
を
組
織
し
、
会
員
会
衆
、
そ
の
他
の
機
関
約
四
千
を
含
む
。
こ
れ
ら
団
体
全
体
で
約

二
千
七
百
名
が
理
事
会
で
活
動
し
、
二
万
四
千
名
が
各
活
動
の
作
業
部
会
に
定
期
的
に
参
加
し
、
約
十
万
人
が
市
民
活
動
に
参
加
し
て
い

る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
や
主
流
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
黒
人
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
多
く
代
表
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
派
は
会
員
の
約
二
％
程
度

で
、
黒
人
の
い
く
つ
か
の
福
音
派
グ
ル
ー
プ
も
同
程
度
い
る
が
、
白
人
の
福
音
主
義
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

(
W

arre
n
,

ib
id

.,
p
.

8
.)

。

(

�)
S

tan
le

y
D

.
B

ru
n

n
,

G
eogra

p
h

y
a

n
d

P
olitics

in
A

m
erica

,
N

e
w

Y
o

rk
:

H
arp

e
r

&
R

o
w

,
1

9
7

4
,

p
p
.

2
3

8
.

(

�)
D

e
n

n
is

S
h

irle
y
,

C
om

m
u

n
ity

O
rga

n
izin

g
for

U
rb

a
n

S
ch

ool
R

eform
,

A
u

stin
,

T
X

:
U

n
iv

e
rsity

o
f

T
e

x
as

P
re

ss,
1

9
9

7
,

p
p
.

2
5

5

�

2
5

6
.

(

�)
R

o
g

e
rs,

C
old

A
n

ger,
op

.
cit.,

p
.

1
0

7
.
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(

�)
Jam

e
s

T
.

K
lo

p
p

e
n

b
e

rg
,

R
ea

d
in

g
O

b
a

m
a

:
D

rea
m

s,
H

op
e,

a
n

d
th

e
A

m
erica

n
P

olitica
l

T
ra

d
ition

,
P

rin
ce

to
n
,

N
J
:

P
rin

ce
to

n

U
n

iv
e

rsity
P

re
ss,

2
0

1
1
,

p
p
.

2
9

�

3
0
.
[

古
矢
旬
・
中
野
勝
郎
訳

『

オ
バ
マ
を
読
む』

岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
六
四
頁]

(
�)

W
arre

n
,

D
ry

B
on

es
R

a
ttlin

g,
op

.
cit.,

p
.

6
8
.

(

�)
Ib

id
.,

p
.

5
1
.
｢

住
宅
の
神
学｣

は
、
マ
ー
ク
・
ウ
ォ
レ
ン
に
よ
る
ビ
ア
ト
リ
ス
・
コ
ル
テ
ス
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

[

一
九
九
三
年
七

月
一
二
日
、
於
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ]

の
中
で
の
表
現

(
ib

id
.,

p
p
.

5
8
,

2
7

8)

。

(

�)
W

illiam
G

re
id

e
r,

W
h

o
W

ill
T

ell
th

e
P

eop
le

:
T

h
e

B
etra

ya
l

of
A

m
erica

n
D

em
ocra

cy,
N

e
w

Y
o

rk
:

S
im

o
n

&
S

ch
u

ste
r,

1
9

9
2
,

p
.

2
2

6
.
[

中
島
健
訳

『
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
裏
切
り』

青
土
社
、
一
九
九
四
年
、
二
九
八
頁]

(

�)
W

arre
n
,

D
ry

B
on

es
R

a
ttlin

g,
op

.
cit.,

6
9

�70
.

ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
ら
は
、
南
西
部
に
は

｢

カ
ト
リ
ッ
ク
と
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の

双
方
が
集
中
し
て
お
り｣

、
そ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
は
、｢

政
治
的
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
全
域
に
わ
た
っ
て
最
も
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
宗
教

に
数
え
ら
れ
て
い
る｣

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
米
国
は
、｢

宗
教
的
献
身
と
多
様
性
、
そ
し
て
寛
容
性
を
結
び
つ
け
て
き
た
が
、
そ
れ

は
宗
教
の
異
な
る

あ
る
い
は
ま
っ
た
く
宗
教
を
持
た
な
い

ア
メ
リ
カ
人
が
、
学
校
、
近
隣
地
域
、
職
場
、
そ
し
て
家
族
の
内
部

さ
え
も
の
中
で
平
和
裏
に
共
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る｣

と
述
べ
て
い
る

(
R

o
b
e

rt
D

.
P

u
tn

am
an

d
D

av
id

E
.

C
am

p
b
e

ll,
A

m
erica

n

G
ra

ce
:

H
ow

R
eligion

D
ivid

es
a

n
d

U
n

ites
U

s,
N

e
w

Y
o

rk
:

S
im

o
n

&
S

ch
u

ste
r,

2
0

1
0
,

p
p
.

5
7

9

�58
0
.
[

柴
内
康
文
訳

『

ア
メ
リ
カ

の
恩
寵

宗
教
は
社
会
を
い
か
に
分
か
ち
、
結
び
つ
け
る
の
か』

柏
書
房
、
二
〇
一
九
年
、
二
六
八
、
五
七
二－

五
七
三
頁])

。

(

�)
W

illiam
Ju

liu
s

W
ilso

n
,

T
h

e
B

rid
ge

over
th

e
R

a
cia

l
D

ivid
e
:

R
isin

g
In

equ
a

lity
a

n
d

C
oa

lition
P

olitics,
B

e
rk

e
le

y
,

C
A

:

U
n

iv
e

rsity
o

f
C

alifo
rn

ia
P

re
ss,

1
9

9
9
,

p
.

8
6
.

(

	)
Ib

id
.,

p
.

8
7
.

(


)
M

ich
ae

l
J.

S
an

d
e

l,
D

em
ocra

cy’s
D

iscon
ten

t:
A

m
erica

in
S

ea
rch

of
a

P
u

b
lic

P
h

ilosop
h

y,
C

am
b

rid
g
e
,

M
A

:
H

arv
ard

U
n

iv
e

rsity
P

re
ss,

1
9

9
6
,

p
.

3
3

7
.
[

小
林
正
弥
監
訳

『

民
主
政
の
不
満

公
共
哲
学
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ

(

下)』

勁
草
書
房
、
二
〇

一
一
年
、
二
七
一
頁]
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(

�)
B

arack
O

b
am

a,
T

h
e

A
u

d
a

city
of

H
op

e
:

T
h

ou
gh

ts
on

R
ecla

im
in

g
th

e
A

m
erica

n
D

rea
m

,
N

e
w

Y
o

rk
:

C
ro

w
n

P
u

b
lish

e
rs,

2
0

0
6
,

p
.

2
6

2
.
[

棚
橋
志
行
訳

『

合
衆
国
再
生

大
い
な
る
希
望
を
抱
い
て』

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
二
〇
〇
七
年
、
二
九
四－

二
九
五

頁]

(

�)
S

an
d

e
l,

D
em

ocra
cy’s

D
iscon

ten
t,

op
.

cit.,
p
.

3
3

7
.
[

前
掲
訳
書

『

民
主
政
の
不
満』

二
七
一
頁]

(

�)
W

ilso
n
,

T
h

e
B

rid
ge

over
th

e
R

a
cia

l
D

ivid
e,

op
.

cit.,
p
.

8
6
.

(

�)
S

h
irle

y
,

C
om

m
u

n
ity

O
rga

n
izin

g,
op

.
cit.,

p
.

4
5
.

(

�)
Ib

id
.,

p
.

4
5
.

(

�)
S

te
p

h
e

n
H

art,
C

u
ltu

ra
l

D
ilem

m
a

s
of

P
rogressive

P
olitics

:
S

tu
d

y
of

E
n

ga
gem

en
t

a
m

on
g

G
ra

ssroots
A

ctivists,
C

h
icag

o
:

T
h

e

U
n

iv
e

rsity
o

f
C

h
icag

o
P

re
ss,

2
0

0
1
,

p
.

4
7
.

(

�)
W

arre
n
,

D
ry

B
on

es
D

ry,
op

.
cit.,

p
p
.

2
3

	

2
4
.

(


)
h

ttp
://w

w
w

/b
u

sin
e

ssd
ictio

n
ary

.co
m

/d
e

fin
itio

n
/so

cial
fab

ric.h
tm

l

(

�)
R

o
g

e
rs,

C
old

A
n

ger,
op

.
cit.,

p
.

9
6
.

(

�)
E

d
w

ard
T

.
C

h
am

b
e

rs,
T

h
e

P
ow

er
of

R
ela

tion
a

l
A

ction
,

C
h

icag
o
,

Ill.:
A

C
T

A
P

u
b

licatio
n

s,
2

0
0

9
.

チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
、
Ｉ

Ａ
Ｆ
で
の
五
五
年
間
に
及
ぶ
活
動
を
総
括
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『

活
動
が
公
共
生
活
を
創
造
す
る』

(
A

ction
C

rea
tes

P
u

b
lic

L
ife)

の

最
後
の
段
落
で
、
組
織
と
パ
ワ
ー
、
公
共
生
活
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
十
の
原
則
を
示
し
て
い
る
。(

１)

我
々
は
人

間
で
あ
る
が
ゆ
え
に
活
動
す
る
。
人
間
は
活
動
を
引
き
起
こ
す
。(

２)

我
々
は
成
功
す
る
た
め
に
お
互
い
を
必
要
と
す
る
。
だ
か
ら
共

に
活
動
す
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
関
係
的
な
存
在
で
あ
る
。(

３)
あ
ら
ゆ
る
活
動
は
な
ん
ら
か
の
避
け
が
た
い
反
応
を
引
き
起
こ
す
。

我
々
は
そ
の
反
応
を
次
の
活
動
の
た
め
に
利
用
す
る
。(

４)

権
力
者
が
最
も
恐
れ
る
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
組
織
化
さ
れ
た
人
々

と
組
織
化
さ
れ
た
お
金
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
初
め
て
現
実
的
な
パ
ワ
ー
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。(

５)

身
体
に
と
っ
て
酸

素
が
不
可
欠
な
よ
う
に
、
活
動
に
と
っ
て
は
組
織
が
不
可
欠
で
あ
る
。
両
者
は
、
そ
れ
ら
な
く
し
て
は
生
存
で
き
な
い
。(

６)
｢

関
係
的
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活
動｣

二
人
の
人
間
が
共
に
活
動
に
入
る
か
ど
う
か
を
決
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
彼
ら
の
間
で
の
一
対
一
の
面
談

は
、
人
間

が
持
つ
最
強
の
武
器
で
あ
る
。(

７)
｢

我
思
う
ゆ
え
に
我
あ
り｣

で
は
な
い
。
む
し
ろ

｢

我
活
動
す
る
ゆ
え
に
我
あ
り｣

で
あ
る
。(

８)
多
様
性
が
活
動
を
創
造
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
我
々
が
活
動
す
る
時
、
何
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
他
者
、
世

界
、
そ
し
て
自
分
自
身
に
依
存
す
る
。(

９)

男
女
を
問
わ
ず
全
て
の
人
は
、
認
識
さ
れ
た
自
己
利
益
で
活
動
す
る
。(

�)

我
々
は
、
公

共
生
活
に
十
全
に
参
加
し
、
十
全
に
人
間
的
に
な
る
た
め
に
活
動
す
る
必
要
が
あ
る

(
E

d
w

ard
T

.
C

h
am

b
e

rs,
A

ction
C

rea
tes

P
u

b
lic

L
ife,

C
h

icag
o
:

A
C

T
A

P
u

b
licatio

n
s,

2
0

1
0
,

p
p
.

3
4

�35
.)

。

(

�)
E

.
E

.
S

ch
attsch

n
e

id
e

r,
T

h
e

S
em

isovereign
P

eop
le

:
A

R
ea

list’s
V

iew
of

D
em

ocra
cy

in
A

m
erica

,
N

e
w

Y
o

rk
:

H
o

lt,
R

in
e

h
art

an
d

W
in

sto
n
,

1
9

6
0
,

p
.

3
7
.
[

内
山
秀
夫
訳

『

半
主
権
人
民』

而
立
書
房
、
一
九
七
二
年
、
五
三
頁]

(

�)
E

rn
e

sto
C

o
rte

s,
Jr.,

“
R

e
w

e
av

in
g

th
e

F
ab

ric
:

T
h

e
Iro

n
R

u
le

an
d

th
e

IA
F

S
trate

g
y

fo
r

P
o

w
e

r
an

d
P

o
litics,”

in
H

e
n

ry
G

.

C
isn

e
ro

s,
e

d
.,

In
terw

oven
D

estin
ies

:
C

ities
a

n
d

th
e

N
a

tion
,

N
e

w
Y

o
rk

:
W

.
W

.
N

o
rto

n
,

1
9

9
3
,

p
.

2
9

9
.

(

�)
C

o
rte

s,
“
O

rg
an

izin
g

th
e

C
o

m
m

u
n

ity
,”

op
.

cit.,
p
.

1
3
.

(

�)
E

rn
e

sto
C

o
rte

s,
Jr.,

“
W

h
at

ab
o

u
t

O
rg

an
izin

g
?”

in
Jo

sh
u

a
C

o
h

e
n

an
d

Jo
e

l
R

o
g

e
rs,

e
d

s.,
T

h
e

N
ew

In
equ

a
lity

:
C

rea
tin

g

S
olu

tion
s

for
P

oor
A

m
erica

,
B

o
sto

n
,

M
A

:
B

e
aco

n
P

re
ss,

1
9

9
9
,

p
.

7
1
.

(

�)

コ
ル
テ
ス
の

｢

合
意
の
政
治｣

に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿

｢

産
業
地
域
事
業
団

(

Ｉ
Ａ
Ｆ)

の
思
想
と
行
動｣

九
八－

九
九
頁
を
参

照
。

(

	)

筆
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

[

二
〇
一
二
年
三
月
二
五
日
、
於
・T

h
e

In
n

at
H

arv
ard
(

C
am

b
rid

g
e
:

M
A
)]

。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ

レ
イ
ダ
ー
は
、
メ
ン
バ
ー
の
個
人
的
経
験
を
ベ
ー
ス
に
根
差
す
対
話
は
、｢

相
手
を
敬
い
、
内
容
は
具
体
的
で
、
自
己
批
判
的
、
高
い
精

神
性
を
漂
わ
す
が
、
分
別
を
弁
え
、
自
制
心
が
効
い
た
も
の
で
あ
る｣
と
述
べ
て
い
る(

W
illiam

G
re

id
e

r,
C

om
e

H
om

e,
A

m
erica

:
T

h
e

R
ise

a
n

d
F

a
ll
(

a
n

d
R

ed
eem

in
g

P
rom

ise)
of

O
u

r
C

ou
n

try,
N

e
w

Y
o

rk
:

R
o

d
ale

,
2

0
0

9
,

p
.

2
7

1
.)

。

(


)
K

lo
p

p
e

n
b
e

rg
,

R
ea

d
in

g
O

b
a

m
a
,

op
.

cit.,
p
.

2
8
.
[

前
掲
訳
書
、
六
三
頁]
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(

�)
C

h
am

b
e

rs,
T

h
e

P
ow

er
of

R
ela

tion
a

l
A

ction
,

op
.

cit.

(
�)

拙
稿

｢

産
業
地
域
事
業
団

(

Ｉ
Ａ
Ｆ)

の
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
草
の
根
民
主
主
義
の
実

践
に
向
け
て｣

『

阪
大
法
学』

第
六
一
巻
第
三
・
四
号
、
二
〇
一
一
年
、
五
〇
頁
。
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W

arre
n
,

D
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B
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R

a
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op

.
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.
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.
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e
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.
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.
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.
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T
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s
P
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P
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n
,

N
J
:
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ce
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n
U

n
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e
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P
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1

9
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0
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.

2
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.
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	)
W

arre
n
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cit.,
p
.

7
&

p
p
.

5
1

�52
.

(


)
Ib

id
.,

C
h

ap
te

r
2
.

(

�)
G

e
o

rg
e

P
ack

e
r,

T
h

e
U

n
w

in
d

in
g

:
A

n
In

n
er

H
istory

of
th

e
N

ew
A

m
erica

,
N

e
w

Y
o

rk
:

F
arrar,

S
trau

s
an

d
G

iro
u

x
,

2
0

1
3
,

p
.

2
3

2
.
[

須
川
綾
子
訳

『

滅
び
ゆ
く
ア
メ
リ
カ

歴
史
の
転
換
点
に
生
き
る
人
々
の
物
語』

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
三
六
〇
頁]

(

�)
C

o
rte

s,
“

W
h

at
ab

o
u

t
O

rg
an

izin
g

?”
op

.
cit.,

p
p
.

7
0

�71
.

(

)
H

arry
C

.
B

o
y

te
,

H
e

ath
e

r
B

o
o

th
,

an
d

S
te

v
e

M
ax

,
C

itizen
A

ction
a

n
d

th
e

N
ew

A
m

erica
n

P
op

u
lism

,
P

h
ilad

e
lp

h
ia,

P
A

:

T
e

m
p

le
U

n
iv

e
rsity

P
re

ss,
1

9
8

6
,

p
.

1
6

5
.
[

野
村
か
つ
子
・
水
口
哲
訳

『

ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム』

亜
紀
書
房
、
一
九
九
三
年
、

二
八
八
頁]

(

�)
C

o
rte

s,
“

R
e

w
e

av
in

g
th

e
F

ab
ric,”

op
.

cit.,
p
.

2
9

5
&

p
p
.

3
0

5

�30
7
.

(

�)

前
掲
拙
稿

｢

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
与
と
学
校
改
革
の
政
治
学｣
二
三
頁
。

(

�)
S

h
irle

y
,

C
om

m
u

n
ity

O
rga

n
izin

g,
op

.
cit.

p
.

5
9
.

Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿｢

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
与
と
学
校
改
革
の
政
治
学｣

二
七－

三
一
頁
を
参
照
。

(

�)
S

h
irle

y
,

ib
id

.,
p

p
.

2
9

1

�29
4
.

拙
稿

｢

ア
メ
リ
カ
都
市
部
に
お
け
る
学
校
改
革
の
政
治
学

『

市
民
能
力
と
都
市
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
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ク
ト』｣

『

阪
大
法
学』

第
五
三
巻
第
三
・
四
号
、
二
〇
〇
二
年
、
五
九－

七
六
頁
も
参
照
。

(
�)

S
h

irle
y
,

ib
id

.,
p
.

7
3
.

(
�)

D
e

n
n

is
S

h
irle

y
,

V
a

lley
In

terfa
ce

a
n

d
S

ch
ool

R
eform

:
O

rga
n

izin
g

for
P

ow
er

in
S

ou
th

T
exa

s,
A

u
stin

,
T

X
:

U
n

iv
e

rsity
o

f

T
e

x
as

P
re

ss,
2

0
0

2
.

(

�)
S

h
irle

y
,

C
om

m
u

n
ity

O
rga

n
izin

g,
op

.
cit.,

p
.

7
3
.

(

�)

前
掲
拙
稿

｢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
与
と
学
校
改
革
の
政
治
学｣

二
九－

三
〇
頁
、
前
掲
拙
稿

｢

ア
メ
リ
カ
都
市
部
に
お
け
る
学
校
改
革

の
政
治
学｣

二
九－
三
〇
頁
。

(

�)
S

h
irle

y
,

C
om

m
u

n
ity

O
rga

n
izin

g,
op

.
cit.,

p
.

1
6

4
.

(

�)
Ib

id
.,

p
.

1
9

8
.

前
掲
拙
稿

｢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
与
と
学
校
改
革
の
政
治
学｣

二
五－

二
八
頁
も
参
照
。

(

�)
S

h
irle

y
,

C
om

m
u

n
ity

O
rga

n
izin

g,
ib

id
.,

p
.

9
.

(

	)
Ib

id
.,

p
.

3
3
.

(


)
Ib

id
.,

p
.

2
7

7
.

(

�)

Ａ
Ｓ
が
採
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
与
、
政
治
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
戦
略
を
、
周
り
の
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
・
組
織
が
強

く
な
い
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
で
実
施
す
る
こ
と
は(
不
可
能
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が)

非
常
に
難
し
い
可
能
性
が
あ
っ
た(

ib
id

.,
p
.

2
7

7
.)

。

(

�)
Ib

id
.,

p
p
.

3
2



3
4
.

(

�)
Ib

id
.,

p
p
.

7
6



9
1
.

(

�)
Ib

id
.,

p
p
.

8
6



8
9
.

(

�)
Ib

id
.,

p
.

8
9
.

ち
な
み
に
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
の
約
二
〇
年
間
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

(

Ｉ
Ａ
Ｆ

S
em

in
a

r
G

u
ests

1
9

9
0

20
0

9
.)

。
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ロ
ン
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ベ
ー
コ
ン
、
メ
ア
リ
ー
・

｢学びの共同体｣ としてのコミュニティ組織化
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Ｊ
・
ベ
イ
ン
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
バ
ー
バ
ー
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ベ
イ
ナ
ー
、
ド
ン
・
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
、

バ
リ
ー
・
ブ
ル
ー
ス
ト
ン
、
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
・
ブ
リ
ッ
グ
ス
、
ア
ラ
ン
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ブ
ル
ゥ
ゲ
マ
ン
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・

カ
ー
ノ
イ
、
ホ
ル
ヘ
・
カ
ス
テ
ネ
ー
ダ
、
マ
ー
ヴ
ィ
ン
・
シ
ャ
ニ
ー
、
ジ
ョ
ン
・
コ
ッ
ブ
、
ロ
マ
ン
ド
・
コ
ー
ル
ズ
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ー

ン
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
コ
ル
テ
ス
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク
リ
ク
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
カ
ラ
ン
、
マ
イ
ケ
ル
・
ド
ー
ソ
ン
、
レ
ェ
ィ
ヴ
ァ
・
ダ
ー
ビ
ー
、

エ
リ
オ
ッ
ト
・
ド
ー
フ
、
ト
ー
マ
ス
・
エ
ド
ソ
ー
ル
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
ル
モ
ア
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
エ
ル
ウ
ッ
ド
、
ア
ラ
ン
・
エ
ン
ソ

ヴ
ェ
ン
、
ロ
ナ
ル
ド
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
、
ト
ー
マ
ス
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
、
ク
レ
イ
グ
・
フ
ォ
ス
タ
ー
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
、
エ

リ
ザ
ベ
ス
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ジ
ェ
ノ
ヴ
ェ
ー
ゼ
、
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ラ
ン
ク
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
リ
ー
マ
ン
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ガ
ル
ブ
レ
イ

ス
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ガ
ー
ゲ
ン
、
ノ
ー
ム
・
グ
リ
ッ
ク
マ
ン
、
ラ
リ
ー
・
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
リ
ー
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・

グ
リ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
ナ
イ
ル
ズ
・
ハ
ン
セ
ン
、
ベ
ネ
ッ
ト
・
ハ
リ
ソ
ン
、
ト
ー
マ
ス
・
ハ
ッ
チ
、
ス
タ

ン
リ
ー
・
ハ
ワ
ー
ワ
ス
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヘ
イ
ズ
・
バ
テ
ィ
ス
タ
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヘ
ア
ー
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ホ
ー
ン
ベ
ッ
ク
、
モ

リ
ー
・
ア
イ
ヴ
ィ
ン
ス
、
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
Ｌ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ジ
ョ
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・

ケ
イ
ン
、
マ
イ
ケ
ル
・
ケ
イ
ジ
ン
、
メ
ア
リ
ー
・
ケ
リ
ー
、
ロ
バ
ー
ト
・
カ
ト
ナ
ー
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
グ
ー
ト
、
デ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ー
ヴ
ィ

ン
、
ニ
コ
ラ
ス
・
レ
ー
マ
ン
、
ヘ
ン
リ
ー
・
レ
ヴ
ィ
ン
、
フ
ラ
ン
ク
・
レ
ヴ
ィ
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
レ
ヴ
ィ
、
ネ
ル
ソ
ン
・
リ
ヒ
テ
ン
ス

タ
イ
ン
、
マ
イ
ケ
ル
・
リ
ン
ド
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ン
ド
ブ
ル
ム
、
ジ
ョ
ン
・
リ
ン
ス
キ
ン
ス
、
ロ
バ
ー
ト
・
リ
ン
テ
ィ
カ
ム
、
グ
レ
ン
・

ラ
ウ
リ
ー
、
ロ
ビ
ン
・
ロ
ヴ
ィ
ー
ン
、
エ
ヴ
ァ
・
ル
ー
マ
ス
、
ジ
ェ
ー
ン
・
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ジ
、
ア
ン
・
マ
ー
ク
セ
ン
、
テ
オ
ド
ー
ル
・

マ
ー
モ
ア
、
レ
イ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ス
コ
ッ
ト
・
マ
カ
ウ
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、
デ
ボ
ラ
・
メ
イ
ヤ
ー
、
ラ
リ
ー
・
ミ

シ
ェ
ル
、
テ
リ
ー
・
モ
ー
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
モ
ロ
ー
ネ
、
ボ
ブ
・
モ
ー
ジ
ズ
、
メ
ア
リ
ー
・
Ｊ
・
マ
ー
ナ
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ー
ナ
ン
、

ダ
ウ
エ
ル
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
、
キ
ャ
サ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
、
ジ
ェ
ニ
ー
・
オ
ー
ク
ス
、
メ
ル
ヴ
ィ
ン
・
オ
リ
ヴ
ァ
ー
、
ポ
ー
ル
・
オ
ス

タ
ー
マ
ン
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ペ
イ
ン
、
ウ
ェ
イ
ン
・
ピ
ィ
ア
ス
、
マ
イ
ケ
ル
・
Ｊ
・
ピ
オ
リ
、
ラ
リ
ー
・
ラ
ス
ム
ッ
セ
ン
、
ロ
ー
レ
ン
・

レ
ズ
ニ
ッ
ク
、
ジ
ョ
エ
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
、
メ
ア
リ
ー
・
ベ
ス
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ー
テ
ィ
、
セ
イ
モ
ア
・
サ
ラ
ソ
ン
、
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フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ュ
レ
ク
テ
ィ
ー
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
シ
ョ
ア
ー
、
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ュ
ラ
イ
タ
ー
、
デ

ニ
ス
・
シ
ャ
ー
リ
ー
、
ア
ー
リ
ー
ン
・
ス
コ
ル
ニ
ッ
ク
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ソ
ー
ダ
ー
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ス
タ
ウ
ト
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
サ
リ
ヴ
ァ

ン
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
テ
ン
ド
ラ
ー
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ト
ー
ビ
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ト
レ
イ
シ
ー
、

マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ォ
ル
ツ
ア
ー
、
デ
イ
ブ
・
ワ
ー
ナ
ー
、
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
ト
ブ
ル
ッ
ク
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ホ
ワ
イ
ト
、
ド
ロ
ー
レ
ス
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｑ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｊ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ィ
ッ

ト
、
ア
ラ
ン
・
ウ
ォ
ル
フ
、
ジ
ョ
ン
・
ウ
ー
マ
ッ
ク
、
ポ
ー
ル
・
ウ
ッ
ド
ラ
ッ
フ
、
ヤ
ン
グ
・
ブ
リ
ュ
エ
ル
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
、
ジ
ョ
ニ
ー
・

レ
イ
・
ヤ
ン
グ
ブ
ラ
ッ
ド
。

で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
オ
バ
マ
大
統
領
を
生
ん
だ
大
統
領
選
挙
の
年
、
二

〇
〇
八
年
に
限
っ
て
見
て
お
こ
う
。
フ
ラ
ン
ク
・
レ
ヴ
ィ

(

Ｍ
Ｉ
Ｔ
教
授
・
都
市
経
済
学)

｢

二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
不
平
等
と

制
度｣

(

テ
キ
サ
ス
州
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
一
月
二
八－

二
九
日)

、
ア
ン
・
ダ
ン
ケ
ル
ベ
ル
ガ
ー

(

公
共
政
策
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
ズ
セ
ン

タ
ー
副
部
長)

ほ
か

｢

医
療
改
革｣
(
テ
キ
サ
ス
州
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
三
月
二
八－

二
九
日)

、
ラ
ヴ
ェ
イ
・
ダ
ー
ビ
ー

(

マ
リ
ン
郡
コ
ル

シ
ョ
フ
ァ
ー
上
級
ラ
ビ)

｢

保
守
派
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
知
る
た
め
の
一
〇
一
の
問
答｣

(

ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
四
月
一－

二
日)

、

ポ
ー
ル
・
ウ
ッ
ド
ラ
ッ
フ

(

テ
キ
サ
ス
大
学
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
校
古
典
学
教
授)

｢

劇
場
の
必
要
性

観
る
こ
と
と
観
ら
れ
る
こ
と
の
芸

術｣
(

テ
キ
サ
ス
州
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
六
月
一
一
日)
、
グ
レ
ン
・
ラ
ウ
リ
ー

(

ボ
ス
ト
ン
大
学
社
会
科
学
・
経
済
学
教
授)

｢

ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
神
の
受
肉｣

(

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
、
六
月
一
〇－

一
二
日)

、
ロ
マ
ン
ド
・
コ
ー
ル
ズ

(

デ
ュ
ー
ク
大
学
政
治
学

教
授)

、
ス
タ
ン
リ
ー
・
ハ
ワ
ー
ワ
ス

(

デ
ュ
ー
ク
大
学
法
倫
理
学
教
授)

｢

キ
リ
ス
ト
教
、
民
主
主
義
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
普
通
の
人
々｣

(

ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
九
月
二
二－

二
三
日)

、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ド
ー
フ

(

ユ
ダ
ヤ
教
・
ラ
ビ
研
究
大
学
ラ
ビ)

説
教

(

ア
リ
ゾ

ナ
州
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
九
月
二
四
日)

、
ロ
ナ
ル
ド
・
ホ
ワ
イ
ト

(

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
歴
史
学
教
授)

｢

リ
ン
カ
ー

ン｣
(

ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
一
〇
月
二
二－

二
三
日)

。

(

�)
S

h
irle

y
,

C
om

m
u

n
ity

O
rga

n
izin

g,
op

.
cit.,

p
p
.

8
9

�91
.
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(

�)

こ
の
点
に
つ
い
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
も
務
め
た
米
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
レ
イ
ダ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
コ
ル
テ
ス
は
、｢

活
動
だ
け
で
な
く
思
想
の
た
め
に
も
生
き
て
い
て

恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
幅
の

(

歴
史
・
経
済
・
哲
学
・
政

治)
の
書
物
を
貪
り
読
む
政
治
の
世
界
に
は
稀
な
タ
イ
プ
の
人
物
で
あ
る｣

(
W

illiam
G

re
id

e
r,

W
h

o
W

ill
T

ell
th

e
P

eop
le

:
T

h
e

B
etra

ya
l

of
A

m
erica

n
D

em
ocra

cy,
N

e
w

Y
o

rk
:

S
im

o
n

&
S

ch
u

ste
r,

1
9

9
2
,

p
.

2
2

8
.
[

中
島
健
訳

『

ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
裏
切
り』

青
土
社
、
一
九
九
四
年
、
三
〇
二
頁]

。
筆
者
も
、
テ
キ
サ
ス
州
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
あ
る
Ｉ
Ａ
Ｆ
南
西
部
事
務
所
の
個
人
蔵
書
量
に
は
驚

愕
し
た
思
い
出
が
あ
る
。

(

�)

例
え
ば
、
二
〇
一
七
年
に
死
去
し
た
ア
ー
バ
ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
創
設
者
で
あ
り
米
国
長
老
会
牧

師
の
ロ
バ
ー
ト
・
リ
ン
テ
ィ
カ
ム
も
、
一
九
八
八
年
に
一
〇
日
間
研
修
コ
ー
ス
に
参
加
し
、
コ
ル
テ
ス
の
指
導
を
直
接
受
け
た
。
全
米
・

世
界
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
化
を
展
開
す
る
彼
は
、｢

関
係
的
権
力
の
神
学
と
実
践｣

の

｢

四
人
の
父｣

の
一
人
に
コ
ル
テ
ス
を
挙
げ
て

い
る
。
参
照
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,

p
p
.

4
5

�

1
0

8
.

(

�)
G

ary
D

e
lg

ad
o
,

B
eyon

d
th

e
P

olitics
of

P
la

ce
:

N
ew

D
irection

s
in

C
om

m
u

n
ity

O
rga

n
izin

g,
B

e
rk

e
le

y
,

C
A

:
C

h
ard

o
n

P
re

ss,

1
9

9
7
,

p
.

x
i.

(

�)
D

av
id

so
n
,

R
a

ce
a

n
d

C
la

ss
in

T
exa

s
P

olitics,
op

.
cit.,

p
.

2
5

3
.

Ｉ
Ａ
Ｆ
南
西
部
支
部
は
、
二
〇
一
四
年
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
に

お
い
て
、｢

生
活
賃
金｣
運
動
の
具
体
的
成
果
と
し
て
生
活
賃
金
条
例
を
可
決
さ
せ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
石
神
圭
子

｢

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
へ
の
挑
戦

産
業
地
域
財
団
に
よ
る
生
活
賃
金
運
動
を
め
ぐ
っ
て｣

『

東
京
大
学
ア
メ

リ
カ
太
平
洋
研
究』

第
一
八
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
一
六－

一
三
二
頁
を
参
照
。
一
三
七
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の
労
働
者
セ
ン
タ
ー
の

｢

生
活
賃
金｣

運
動
を
比
較
検
討
し
た
、Jan

ice
F

in
e
,

W
ork

ers
C

en
ters

:
O

rga
n

izin
g

C
om

m
u

n
ities

a
t

th
e

E
d

ge
of

th
e

D
rea

m
,

Ith
aca,

N
Y

:
C

o
rn

e
ll

U
n

iv
e

rsity
P

re
ss,

2
0

0
6

は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
生
活
賃
金
へ
の
取
り
組
み
を
考
え
る
上
で
極
め
て
興
味
深
い
。

(

�)
W

arre
n
,

D
ry

B
on

es
D

ry,
op

.
cit.,

p
.

3
0
.

(

�)
Ib

id
.,

p
p
.

3
6

�

3
9
.

(

	)
S

an
d

e
l,

P
u

b
lic

P
h

ilosop
h

y,
op

.
cit.,

p
.

4
1
.
[

前
掲
訳
書
、
六
九
頁]

。
サ
ン
デ
ル
は
、｢

自
由
の
公
民
的
要
素
の
最
も
有
望
な
表
現

の
一
つ
は
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
仕
事
に
見
出
せ
る｣

(
S

an
d
e

l,
D

em
ocra

cy’s
D

iscon
ten

t,
op

.
cit.,

p
.

3
3

6
.
[

前
掲
訳
書
、
二
七
〇
頁])

と
述
べ
、

｢

貧
困
者
が
多
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
民
に
有
効
な
政
治
活
動
の
方
法
を
提
供
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
と
す
る
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
の
Ｉ
Ａ
Ｆ
を
、
一
九
六
〇
年
代
的
な
政
治
的
活
動
主
義
の
現
代
的
再
生｣

(
B

ru
ce

F
ro

h
n

e
n
,

“
S

an
d
e

l’s
L

ib
e

ral
P

o
litics,”

in

A
n

ita
L

.
A

lle
n

an
d

M
ilto

n
C

.
R

e
g

an
,

Jr.,
D

eb
a

tin
g

D
em

ocra
cy’s

D
iscon

ten
t:

E
ssa

ys
on

A
m

erica
n

P
olitics,

L
a

w
,

a
n

d
P

u
b

lic

P
h

ilosop
h

y,
O

x
fo

rd
:

O
x

fo
rd

U
n

iv
e

rsity
P

re
ss,

1
9

9
8
,

p
.

1
7

0
.)

と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
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Je

ffre
y

M
.

B
e

rry
,

K
e

n
t

E
.

P
o

rn
e

y
,

an
d

K
e

n
T

h
o

m
p

so
n
,

T
h

e
R

eb
irth

of
U

rb
a

n
D

em
ocra

cy,
W

ash
in

g
to

n
D

C
:

T
h

e

B
ro

o
k

in
g

s
In

stitu
tio

n
,

1
9

9
3
,

p
p
.

4
6

�47
,

5
9
.

&
C

h
ap

te
r

1
1
.

(
�)

B
o

y
te

,
B

o
o

th
,

an
d

M
ax

,
C

itizen
A

ction
a

n
d

th
e

N
ew

A
m

erica
n

P
op

u
lism

,
op

.
cit.,

p
p
.

2
7

�28
.
[

前
掲
訳
書『

ア
メ
リ
カ
ン
・

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム』

五
九－

六
二
頁]

(

�)
Ib

id
.,

p
.

6
7
.
[

前
掲
訳
書
、
一
三
三
頁]

(

�)
Ib

id
.,

p
.

2
4
.
[

前
掲
訳
書
、
五
二
頁]

(

�)
Je

ffre
y

S
to

u
t,

B
lessed

A
re

th
e

O
rga

n
ized

:
G

ra
ssroots

D
em

ocra
cy

in
A

m
erica

,
P

rin
ce

to
n
,

N
J
:

P
rin

ce
to

n
U

n
iv

e
rsity

P
re

ss,

2
0

1
0
,

p
.

2
3

1
.

(

�)
S

an
d

e
l,

D
em

ocra
cy’s

D
iscon

ten
t,

op
.

cit.,
p
.

3
3

7
.
[

前
掲
訳
書
、
二
七
一
頁]

(

	)
O

b
am

a,
D

rea
m

s
from

M
y

F
a

th
er,

op
.

cit.,
p
.

2
0

4
.
[

前
掲
訳
書

『

マ
イ
・
ド
リ
ー
ム』

二
四
八
頁]

(


)
C

o
rte

s,
“

R
e

w
e

av
in

g
th

e
F

ab
ric,”

op
.

cit.,
p
.

2
9

5
.

(

�)
E

rn
e

sto
C

o
rte

s,
Jr.,

“
H

ab
its

o
f

D
e

m
o

cracy
,”

T
h

e
T

exa
s

O
b

server,
N

o
v
e

m
b
e

r
1

7
,

2
0

0
6
,

p
.

1
7
.

(

�)
R

o
g

e
rs,

C
old

A
n

ger,
op

.
cit.,

p
.

1
8

8
.

(

)
Ib

id
.,

p
.

1
9

4
.

(

�)
｢

人
民
の
た
め
の
大
学

人
民
を
取
り
巻
く
世
界
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
民
主
主
義
の
学
校｣

(
G

re
id

e
r,

W
h

o
W

ill
T

ell
th

e
P

eop
le,

op
.

cit.,
p
.

2
2

8
.
[

前
掲
訳
書

『

ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
裏
切
り』

三
〇
二
頁])

が
培
う

｢

社
会

的
知
識｣

を
身
に
付
け
た

｢

自
分
の
頭
で
考
え
る
人｣

(

徳
永
功

｢『
自
分
の
頭
で
考
え
る
人』

を

あ
る
近
郊
農
村
の
社
会
教
育｣

『

思
想』

第
四
二
一
号
、
一
九
五
九
年
七
月
、
一
一
二－

一
一
七
頁)
を
い
う
。
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
、
経
験
や
そ
の
経
験
へ
の
熟
考
か
ら

得
る
学
習
を
、
計
画
や
リ
サ
ー
チ
、
思
考
や
反
省
と
馴
染
む

｢

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
知
識｣

と
対
比
し
て

｢

社
会
的
知
識｣

と
呼
ぶ
。
そ
し

て
、｢

よ
り
腹
の
底
か
ら
の
、
よ
り
個
人
的
な
、
よ
り
肉
体
的
な｣

知
識
は｢

熟
考｣

(
m

u
llin

g)

か
ら
く
る
と
述
べ
て
い
る(

E
d

w
ard

T
.
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C
h

am
b
e

rs,
T

h
e

B
od

y
T

ru
m

p
s

th
e

B
ra

in
,

C
h

icag
o
:

A
C

T
A

P
u

b
licatio

n
s,

2
0

0
8)

。｢

社
会
的
知
識｣

は
、
父
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
遺
骸

か
ら
出
て
き
た
保
守
派
が
主
張
す
る

｢

新
し
い
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
プ｣

論
が
重
視
す
る
、｢

専
門｣

知
識
に
優
位
に
立
つ
ア
メ
リ
カ
人
の

｢
常
識｣

＝

｢

古
い
価
値｣

(

自
制
心
、
個
人
の
責
任
、
道
徳
的
誠
実
さ
。
参
照
、W

illiam
A

.
S

ch
am

b
ra,

“
B

y
th

e
P

e
o

p
le

:
T

h
e

O
ld

V
alu

e
s

o
f

th
e

N
e

w
C

itize
n

sh
ip

,”
P

olicy
R

eview
,

N
o
.

6
9
,

S
u

m
m

e
r

1
9

9
4
,

p
p
.

3
2

�38
.)

と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ル
テ

ス
も
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
と
同
じ
よ
う
に

｢

社
会
的
知
識｣

と
経
験
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。｢

人
々
は
、
自
ら
の
経
験
か
ら

学
ぶ
こ
と
を
熟
考
す
る
こ
と
を
奨
励
さ
れ
、
導
か
れ
、
助
言
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ー
カ
ル
・
ナ
レ
ッ
ジ
が
識
別
さ
れ
、
分
節
化

(

は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
る)

さ
れ
る
の
は
、
個
人
間
や
小
集
団
内
で
の
構
造
化
さ
れ
、
焦
点
を
絞
っ
た
会
話
を
通
し
て
で
あ
る
。
我
々
が

社
会
的
知
識
と
呼
ぶ
も
の
が
文
脈
化
さ
れ
、
理
解
さ
れ
る
の
は
こ
の
種
の
経
験
を
通
し
て
で
あ
る｣

(�
�����

Jr.,
“

M
E

T
IS

an
d

th
e

M
e

trics
o

f
S

u
cce

ss,”
op

.
cit.,

p
p
.

1
2

�

1
3
.)

。

(

�)
R

o
b
e

rt
R

e
ich

,
T

h
e

F
u

tu
re

of
S

u
ccess

:
W

ork
in

g
a

n
d

L
ivin

g
in

th
e

N
ew

E
con

om
y,

N
e

w
Y

o
rk

:
K

n
o

p
f,

2
0

0
1
.
[

清
家
篤
訳

『

勝
者
の
代
償

ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
深
淵
と
未
来』

東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
二
年]

(

�)

メ
イ
ヤ
ー
は
、
冷
戦
終
焉
後
の
危
機
を

｢
民
主
主
義
の
道
徳
的
危
機｣

と
呼
び
、
政
治
的
危
機
と
区
別
し
た
。
先
進
諸
国
全
体
に
広

が
る
道
徳
的
危
機
は
、｢

政
治
以
前

(
p

re
-p

o
litical)

の
領
域｣

に
存
す
る
未
成
熟
な
市
民
社
会
の

｢

不
満
の
政
治｣

に
起
因
し
、｢

政
治

か
ら
の
逃
避
、
論
争
に
対
す
る
食
傷
、
主
張
を
め
ぐ
る
信
念
の
な
さ
、
論
争
の
結
果
に
対
す
る
不
信
、
論
争
に
加
わ
る
人
々
へ
の
蔑
視
な

ど
の
要
素
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る｣

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
メ
イ
ヤ
ー
は
、
こ
う
し
た
憂
鬱
な
道
徳
的
危
機
の
予
測
を
覆
す
に
は
、

｢

市
民
社
会
の
不
完
全
な
状
態
の

(

改
善
に
向
け
た)

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示
し
、
保
護
主
義
へ
の
傾
斜
を
回
避
し
、
民
族
性
や
文
化
的

つ
な
が
り
を
超
え
た
共
通
の
大
義
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る｣
と
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
な
慧
眼
は
、
論
文
執
筆
か
ら
四

半
世
紀
の
時
空
を
超
え
て
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
社
会
を
鋭
く
射
抜
い
て
い
る

(
C

h
arle

s
S
.

M
air,

“
D

e
m

o
cracy

an
d

Its
D

isco
n

te
n

t,”

F
oreign

A
ffa

irs,
Ju

ly
/A

u
g

u
st,

1
9

9
4
.
[｢

民
主
主
義
の
道
徳
的
危
機｣

『
中
央
公
論』

、
一
九
九
四
年
一
〇
月
号])

。

(

�)
S

te
v

e
n

L
e

v
itsk

y
an

d
D

an
ie

l
Z

ib
latt,

H
ow

D
em
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D
ie,

A
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o
n

k
,

N
Y

:
B
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n

In
te

rn
atio

n
al,

2
0

1
8
.
[

濱
野
大
道
訳
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『

民
主
主
義
の
死
に
方』

新
潮
社
、
二
〇
一
八
年]
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